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姫狐の召使いサーバント４








春日みかげ







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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口絵・本文イラスト　ｐ19







　第一話　明石




「おお。きれいな海だね、光ひかるくん」

「とうとう須す磨まに着いたんだなあ」

　朝あさ比ひ奈な紫むらさきと水みず原はら光は、砂すな浜はま沿いに須磨の海を眺ながめながら声をあげた。

　水原光と朝比奈紫は、マンションのお隣となりさん同士で、同じ高校に通う幼なじみだ。

　二人は、現代の横よこ浜はまから平へい安あん時代に流れ着いた。

　ある日の放課後、学校の裏山にあるさびれた稲いな荷り神社の祠ほこらに入りこみ、祠に積まれていた古こ文もん書じよを開いた。

　そして目覚めると、二人はこの平安時代の京の都に飛ばされていたのだった。

　しかも、光と紫が知識として知っている平安時代とは異なり、妖よう怪かいや物ものの怪けや怨おん霊りようが跋ばつ扈こし、宮きゆう廷てい陰おん陽みよう師じが都を守るためにそれらまつろわぬものと戦っているという、ある種の異世界だった。

　二人は、宮廷陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいに「式しき神がみ」として召しよう喚かんされたのだ。

　光は晴明に式神として仕えながら、朝ちよう廷ていより貴族・源みなもと光のひかるという身分と名を与あたえられ、「光ひかる源げん氏じ」と呼ばれるようになった。

　しかし今は、畿き内ないの西の果て・須磨へと向かっている。

　朝廷にあだなす「まつろわぬもの」側の陰陽師・芦あし屋や道どう満まんの策さく謀ぼうにはめられた光は、突とつ如じよとして失しつ脚きやくしたのだ。

　光の敵は、芦屋道満だけではなかった。

　まつりごとを独どく占せんしている時の権力者・藤ふじ原わら右大臣家に「いずれ菅すが原わら道のみち真ざねのような政敵になる」とにらまれていた光にとって、都は陰いん謀ぼうだらけだったのだ。

　今回、光を陥おとしいれようとしていた道満の策謀と、光を疎うとんじている右大臣家の意向とが、はからずも一いつ致ちした。

　その結果、光は左さ遷せんされることになったのだ。

　失脚した貴族が流される先といえば、はるか遠く九州の太だ宰ざい府ふ。

　かつて藤原家に排はい斥せきされた天才学者・菅原道真も、太宰府に流されてそこで死に、都と藤原家にあだなす大怨霊となったのだ。

　だが安倍晴明のとっさの機転で、光は太宰府行きをからくもまぬがれた。太宰府行きを命じられる前に、自ら進んで須磨へと退去することにしたからである。

　須磨は畿内──いわゆる「この国」の、西の果て。

　すぐ西にし隣どなりは、芦屋道満ら芦屋系陰陽師の根城で、陰陽師とまつろわぬものの国とおそれられている播はり磨まである。

　いわゆる都落ちだった。

「光くん。須磨の海は、横浜みなとみらいの海とはずいぶんと違ちがうねえ。横浜には天然の砂浜はないもんね。それに、海の水がエメラルドグリーンだわ！　まるで沖おき縄なわみたい」

「それだけ水がきれいだってことだよ紫。白い砂はさらさらだし、フナムシもいないしね」

「ひさしぶりに海を見たら、みなとみらいの町を思いだしちゃった……お母さん、元気かなあ……くすん」

「僕がそのうち現代に帰る方法を見つけるからだいじょうぶだよ」

「そもそもこの世界の都からさえ追放されているというのに、現代に帰る道なんていつまでも見つからないかも」

「見つかるさ」

　いつも陽気な紫がホームシックになりかけていることに、光は少し戸と惑まどっていた。

　周囲を山に囲まれた平安京の都にいる時は、こんな弱音を漏もらす紫ではなかったのに。

　ひさしぶりに海を見てしまったせいで、ふるさとの横浜を思いだしたのかもしれない。

　横浜時代、紫と光はいつも、海のほとりを歩いていた。

　紫の心の中では、海と母親とふるさとは、分かちがたいものなのかもしれない。

　そしてそれは紫だけのことではなく、光自身にとってもそうなのだ。

「ああ、ああ。このやんごとなき葵あおいさまともあろうものが都を遠く離はなれて、こんな流る刑けい地ちに。きっとわたくしはもう二度と都の地を踏ふめないのですわ！」

　失脚して須磨流しとなった光に強引についてきた葵が、珍めずらしく空気を読んで声をあげた。

　葵なりに、光と紫を悲しませまいとしているらしい。

　葵は藤原左大臣家の姫ひめぎみで、光の婚こん約やく者である。

　朝廷を牛ぎゆう耳じっているのは藤原家だが、同じ藤原家でも右大臣家と左大臣家とで対立していて、姫を帝みかどに嫁とつがせることで代々の帝を輩はい出しゆつしている右大臣家が勝ち組。左大臣家は負け組なのだった。

　右大臣家の権力が強すぎて帝に姫を嫁がせることができない左大臣家は、帝てい室しつの血をひくと晴明が大おお噓うそをついてめきめきと出世してきた光に虎とらの子の姫・葵を娶めとらせることで、光を後押しし、落ち目の左大臣家を立て直してもらおうと期待したのだ。

　そしてその葵は気位の高さから最初こそ光を嫌きらっていたが、今では家のもくろみなど関係なく、光に入れ込んでいる。

　それでわざわざ須磨までついてきたのだ。

「菅かん公こうこと菅原道真公も、太宰府へ流される途と中ちゆうでこの須磨を通ったんだよ～。なにしろ須磨こそはこの世の果て、摂せつ津つの国くにのいちばん隅すみっこ、これより西は人間が暮らす世界じゃないと都人は本気で信じているから～」

　六ろく条じよう御のみ息やす所どころこと六条さんが、陰いん々いん滅めつ々めつと須磨について語ると。

「左様。かろうじて日ノ本と呼べる土地の西側は、この海と山以外になにもないさびれた須磨まででござりまする。この先は物の怪が跋扈している僻へき地ち・明あか石し、明石の向こうは野良陰陽師どもの巣そう窟くつとなっている魔ま界かい・播磨、そのまた向こうは鬼おにの国・吉き備び、海を越こえれば太宰府がある九州の地でござりまするぞ」

　紫の頭の上に乗っている猫ねこの精せい霊れい・ねこたまが、こんせつていねいな解説を付け加える。

　六条さんは、下級貴族の娘むすめ。

　才さい色しよく兼けん備び、しかも強大な霊力を持つ「言こと霊だま使い」なのだが、藤原家の血をひいていないというだけで一生日の目を見ない運命の持ち主。

　光に恋こいしているが、光には憎にくい藤原家の姫で正妻候補の葵がいるし、光を式神として酷こく使ししている安倍晴明もいるし、光にくっついて離れない妹分・紫もいるしで、とても光を独占できそうにない。

　この六条さんの悲しみが、怨おん念ねんになる。

　その怨念が、時々暴走して強力な「鬼」の影かげとなって六条さんの背後から立ち上がってくるので、光たちは六条さんを怒おこらせないように常に気を配らねばならない。

「菅公が日ノ本に仇あだなす大怨霊となったのも、とがなくして太宰府へと流されたためでございまする。光どのは須磨流しで済んでまだよかったというもの。これよりさらに西へ行けば、都から左遷された恨うらみが増大いたしまする。断じて明石へ行ってはなりませぬぞ」

「ねこたま、須磨と明石ってそんなに違うのか？」

「光どの。須磨は海と山ばかりの田舎いなかでござりまするがぎりぎり摂津国、すなわち人間が暮らす日ノ本の地。明石は物の怪どものねぐら・播磨国の入り口でござりまする。それはもう、まったく違うのでござりまするぞ」

　ねこたまは、死んだ猫。かつては怨念に満ちた物の怪だったが、邪じや気きのない紫にかわいがられたことで浄じよう化かされて、今では紫の飼い猫になっている。

　ただしもう死んでいるので、ふわりふわりと宙を漂ただよっている。

　光と紫は、式神としての特別な力を持っている。

　光は、怨霊や妖怪がまとっている邪気を、てのひらから吸収していずこかへ捨て去ってしまうことができる。恥はずかしい必殺技わざ名を叫さけばないとこの力が発動しないことだけが光の悩なやみだ。

　一方、紫は、怨念で汚れた邪気を浄化して本来の清純な「気」に還かん元げんしてしまう。しかも、紫自身はその力を意識することすらない。

　いずれも、「空」の属性という希少な属性を持った者だけが用いることのできる力である。

「播磨は人外魔ま境きようだというのかい？　それ現代の明石の人が聞いたら怒るよ、ねこたま」

　ふと光は気づいた。たしかに現代でも須磨はれっきとした政令指定都市・神こう戸べ市の一部。いわゆる阪はん神しんエリア。だが西隣の明石は、明石市だ。神戸にくっついていながら、神戸市に入れなかったのだ。須磨と明石は地図の上では隣りん接せつしているが、なにか決定的な違いがあるのかもしれない。

「なるほど～。つまり須磨と明石は、埼さい玉たまとグンマーくらい違うんだね、光くん！」

「そうかなあ紫？　僕にとっては埼玉も群ぐん馬まもどっちも同じようなものだけど……」

「違うよぜんぜん違うよ。大都会埼玉は池いけ袋ぶくろを植民地にするくらい発展してるんだよ光くん。それにひきかえグンマーは日本じゃないよ21世紀になってもなお人外魔境の地だよ」

「そ、そうかなあ？」

「だってグンマーの原住民はいまだに木の上で生活している狩しゆ猟りよう民族だというよ。この平安時代の都よりも千年は文明が遅おくれているんだよ！」

「そ、それはネットで得た隔へだたった知識だよ！　群馬県庁タワーは三十三階建てなんだよっ？　もっともタワーの周辺はゴーストタウン化しつつあるらしいけど」

「ま、どっちにしても大正義横浜から見れば北関東なんてぜんぶ田舎だけどね！　どやあ！」

「……そういえば横浜市民って、自分を『横浜出身』としか言わないね。『神か奈な川がわ県けん民みん』とは絶対に言わない」

　狐きつね耳みみをぴこぴこ揺ゆらしながら、光と紫を式神として召喚した当の本人・安倍晴明が「そんなことはいい」ぽつりと漏らした。

　都の人々を守る宮廷陰陽師・安倍晴明──狐神の母と、人間の父とのあいだに生まれてきた少女。

　人間にもなりきれず、まつろわぬものにもなれず、その境目を生きる運命だった。

　ただ、光という人間との出会いによって、晴明は人間という存在に希望を抱いだくことができた──そこが、同じ「半神半人」でありながらあくまでも人間を憎み朝廷と都を滅ほろぼそうとしている芦屋道満との生き方の違いとなっているのだ。

「光？　われらは稲荷神社から封ふう印いんを解かれて播磨へと飛んだ前ぜん鬼きと後ご鬼きを調ちよう伏ぶくしなければならないのだぞ。このあたりには前鬼と後鬼の気配がない。須磨の寺で一いつ泊ぱくしたあと、さらに西へ進んで播磨へ入ろう」

　そう。光たちは、ただ失脚して左遷されただけではない。芦屋道満が封印を解いた最強の怨おん霊りよう──「前鬼」と「後鬼」を調伏するために、こうして前鬼と後鬼を追っているのだ。

　前鬼と後鬼はまだ、自分の「真ま名な」を取り戻もどしていない。真名を取り戻して完全体となるために、播磨へ向かっているはずだった。播磨は芦屋道満の本ほん拠きよ地ちであり、前鬼と後鬼も播磨へ行けば真名を取り戻し完全体になるはずだった。

　そうなれば、もう調伏はできない。

　にゃんと、播磨へ行くのですか晴明どの、とねこたまが悲鳴をあげた。

「それがし、雅みやびな都猫として播磨なんぞには断じて行きとうありませぬな。あのような物ものの怪け地じ獄ごくへ行くくらいならば死んだほうがましでござりまする」

「ねこたま、あんたもう死んでるでしょ？」

「そうでしたかな、ご主人さま？」

「前鬼と後鬼って何者ですの、晴明さん」

　葵の質問を、晴明が「話せばあまりにも長くなるのでな」と軽く流した。

「長くなってもいいので教えていただきたいですわね」

「前鬼と後鬼は、怨霊さ。北きた野のに封ふうじられて御み霊りようとされる前の菅公のようなものさ」

「晴明さんが稲いな荷り神社に封印していたのでしょう？」

「かつて、やむを得ず私と空うつ蟬せみが二人がかりで封印した。本来ならば、怨霊として生まれた前鬼と後鬼をともに私の式しき神がみとする手はずだったのだ。だからこそ、前鬼、後鬼という式神の名を与あたえたのさ。放置していれば都を滅ぼす大怨霊になるところだったからな。特に、前鬼は日ノ本そのものを滅めつ亡ぼうさせるほどの強きよう烈れつな霊力の持ち主だ」

　晴明が珍しく表情をゆがめた。

　いつも冷静な晴明だが、前鬼と後鬼について語る時だけはその顔は苦く渋じゆうに満みちていた。

「まあまあ。日ノ本そのものを？　まるで六条さんのようなおぞましい存在ですのね」

「うふふ～。葵さん？　わたしを勝手に物の怪のたぐいにしないでくださる～？」

「あなたが物の怪でなければなんですの！　ちょっと挑ちよう発はつされたくらいで鬼の影を出さないでくださいまし！」

「うふふ～。この須す磨まの砂すな浜はまで決着をつけましょうか～」

　光が「真名を奪うばい、式神としての名を与えたところまでで儀ぎ式しきが止まってしまったんだね。式神にはできなかったんだね」と晴明のあとをうけた。

「そうだ。式神にする契けい約やくは失敗した。前鬼と後鬼は、陰おん陽みよう師じに使し役えきされず自由に荒あらぶる鬼となった。だから、ひとまず封印するので精せい一いつ杯ぱいだったのさ」

「そうか。再び封印することはできるのかな？　晴明」

「播はり磨まは宮きゆう廷ていに仕えぬ法師陰陽師どもの巣窟。芦屋道満の本拠地でもあり、朝ちよう廷ていにまつろわぬものたちが巣くっている。播磨で一暴れすれば前鬼と後鬼は自分の真名を取り戻し、鬼になる前の記き憶おくもまたよみがえるだろう」

「晴明。それは、危険なことなのかい？」

「今の前鬼と後鬼はまだ、形のない怨念の力だけで動いている獣けもののようなものだ。力を完全には発揮できない。だが、怨念の源となった忌いまわしき思い出を、自らの人生を取り戻してしまえば、その怨念に再び意思が宿る。意思は宿るが、その意思が強大な怨念に支配される。そうなれば」

「かつて、前鬼と後鬼は人だったんだね……」

「その時こそ、前鬼と後鬼はこの国を滅めつする大怨霊としての力を解放する。そこへ至ればもう誰だれにも、止められないだろう」

「今なら、止めることはできるんだね？」

「難しいな。空蟬は畿き内ないから出られぬ。相手は二体。私一人では……あと一人、凄すご腕うでの陰陽師が必要だろう」

「でも……晴明、道満、空蟬。この三人に匹ひつ敵てきする陰陽師は都にはもういないんだよね？」

「うむ。わが姉あね弟で子しの賀か茂もの保やす憲のりは卓たく越えつした術士だが、調伏のような荒あら事ごとは不得手だ。もっともこちらには霊力だけなら桁けた外はずれの六条がいるが、こやつは陰陽師とは違ちがうからな。むしろ前鬼・後鬼の怨念と共鳴し、生きながらにして大怨霊になりかねない。連れて行かぬほうが安全かもしれん」

「うわあ。わたしそんなんじゃないよ？　葵さんに負けず劣おとらず失敬だね～晴明さんも～」

「六条さん。鬼。鬼の影をひっこめて！」

「ふう。こやつは都へ置いていけば置いていったで光に捨てられたと世を恨んで怨霊になりそうだしな。やっかいな女だ……急ぐぞみんな。都にはいないが、心当たりがないでもない」

「ということは晴明。このあたりに凄腕の陰陽師がいるのか？」

「ああ。一人だけ、いる。須磨の西にし隣どなりの播磨は陰陽師の王国と言っていい異界だからな。ただし、播磨の陰陽師は都で朝廷に仕えている賀茂家の系統とは違う。土着の、野良陰陽師とでもいうべき面々なのさ。むしろ古いにしえより都の殿てん上じよう人びとたちからは差別されている。芦屋道満もその一人だ。だから播磨の陰陽師に、朝廷に与くみせねばならない義理はない」

「朝廷側に味方してくれるんだろうか？」

「われらに味方してくれるかどうかは五分五分だが、他ほかに選せん択たく肢しはない。最後の賭かけだ。ただ……」

「ただ？」

「その陰陽師は、私や道満に匹敵する力を持っているが、神々や物の怪の血をひいていない。純血の人間なのさ。純じゆん粋すいに陰おん陽みよう道どうという技術の体系をきわめることで、半人半神の陰陽師だけがたどり着ける境地に到とう達たつした。純血の人間であるからには、人間の世界を守ってくれるかもしれない」

「すごいね。ただの人間が、晴明に匹敵する陰陽師に……どうしてそんなすごい陰陽師が都ではなく、播磨に？」

「かつては都人だった父親が風変わりなお方で、かなり昔にわざわざ好きこのんで播磨に移住したのさ。細かい話は実際に会った時に教える」

「そうか。賭けるしかないね」

　いまや呪しゆによって深く結ばれた晴明と光は、お互たがいに無言でうなずきあった。

　もう、複雑な言葉は要いらない。

　光は、（僕の旅は終わろうとしている）と漠ばく然ぜんと思った。

　もう、今の光は自分がどこから来てどこへ向かおうとしているのかわからないでさまよっている根無し草ではない。

　少し以前までは、自分自身の中に、自分が生きているという証あかしを求めていた。

　しかし自分の中には、そのような証しは見つからなかった。

　今は違う。

　晴明たちとともに同じ世界を生きている、それでいいではないか、たとえ自分自身の生に意味があろうとなかろうと、ただそれだけでじゅうぶんなのだ、そう思うようになった。

（結局……この世に生きてあるということは、他人と呪を結ぶ、ということなのだろうか）

　気がつくと心の中でそんな恥ずかしい台詞せりふをつぶやいていたが、もう、くしゃみは出なかった。

（その呪が、時には人と人を争わせる強烈な怨おん念ねんとなることもある。でももしかすると、怨念すらも人にとっては必要なものなのかもしれない）

　紫が、どこか心配そうにそんな光の横顔をちらちらとのぞき込んでくる。

「ねえ。光くん、急に大人っぽくなってない？」

「そうかな？　紫は相変わらず幼女っぽいよね」

「ふーんだ。ほっといてよっ」

　紫は、光に対してなにか言いたげだった。

　しかし、うまく言葉にならないようだった。

　いつからだろう。いつしか光と晴明とのあいだに、目に見えない強固な絆きずなが生まれている──その絆が、紫を不安にさせる。

　自分がもう、光にとって不要な存在になってしまったのではないかという、不安。

　光はまだ、紫のそんな心の内に気づいていない。

　光、紫、安倍晴明。

　葵、六条さん、ねこたま。

　須磨の砂浜を進むうちに、夜の闇やみが迫せまってきた。

　夜の海辺は、なにも見えない。漆しつ黒こくの世界だ。

「このあたりはもう都とは違う。夜となれば物の怪の世界だ。危険だが急ぎ寺に入って一泊するしかない……むっ？」

　しまった、と晴明が小声を漏もらした。

　突とつ然ぜん、牛ぎつ車しやが横よこ倒だおしにされ、晴明たちの身体からだを波が濡ぬらした。

「晴明さんっ？　なななにか来ましたわああああ！」

「え？　なに？　暗くて見えないよおおお～」

「うふふ。大群に襲おそわれてるみたい。さすがは、わたしにふさわしい未開の人外魔ま境きよう……」

「物ものの怪けが、海から襲ってきた！　この晴明の結界をたやすく突とつ破ぱするとは？」

「きっと、わたくしが御み簾すをあげて外へと手を伸のばしていたからですわね」

「ええい、どうしてそういうことをするのだ葵！」

「みんな、牛車から離はなれよう！　丘おかの上へ！　うわっ？　この波、足に絡からみついて引きずってくるぞ？」

「海の中へ引きずり込まれちゃうよう、光くん！」

　光たちは、待ち伏ぶせされていた。

　漆黒の波の中に、無数の物の怪が潜ひそみ、光たちを捕とらえていたのだ。

「ダメだ晴明、敵は完全に波の中に溶とけ込んでいて、てのひらで触ふれようとしても水の中に逃にげられてしまう！」

「はわわ。光くんがいくら手を伸ばしても、ぜんぜん捕らえられないよう～。っていうか姿が見えないよう」

「すでに播磨の物の怪どもがこの須磨でわれらを待ち伏せしていたとは、うかつだった！　しかも、本体が海水に溶け込んでいるから光が手でつかめないとは……光にとって最悪の相あい性しようだ！」

「皆みなさん、この光源氏の正妻たるわたくしが今こそ名めい誉よ挽ばん回かいしますわ！」

　だが葵の放つ矢も、波の中に飲まれていくばかりだった。

「あ～れ～」

　しかも、葵は弓ごと波に飲まれて、そのまま海中に引き込まれてしまった。

「さようなら～葵さん、あなたのことは忘れないよ～」

「ちょっと六条さん、助けようとしなさいな！　ごぼごぼっ……」

「まずい！　セーマンの護ご符ふも効かぬ、濡れて破れてしまうとは！」

　むろんただの水で濡れるような護符ではないが、海中に溶け込んでいる物の怪の邪じや気きが護符を濡らすとともに護符の霊れい力りよくを無効化して破は壊かいしてしまうらしい。

　この海に潜む物の怪は、播磨の海で道満がひそかに育ててきた必殺の「晴明殺し」のようだった。

　海水に溶け込まねばならないため陸にはあがれないらしく、海のない都では暴れられないようだが、ひとたび海で戦えばセーマンの護符も光の龍りゆう穴けつ結界も効かない。

　やはり播磨に接近したのは危険だったか、と晴明は歯ぎしりした。

　その時──。

「海の物の怪には、海の陰おん陽みよう師じなりの祓はらい方があるのさ。行け、『智ち徳とく』！」

　漆黒の海上を、一艘そうの小こ舟ぶねが突つき進んできた。

　その小舟には、日に焼けた瘦やせた子供と、妙みように体格のいい入道とが、乗っている。

　子供のほうが、晴明たちを襲っている波めがけて、なにかを投げた。

　手乗りサイズの、丸い──吸きゆう盤ばん。

　その吸盤が、光の身体に絡みついている黒い波に激げき突とつすると同時に、爆ばく発はつ音が鳴り響ひびいた。

　波が、砕くだけた。

　光の身体が、解放される。

「こ、これは？」

「ふふふ。『智徳』に清せい浄じような気を封ふうじて、波と同化している邪気にぶつけて、はじき飛ばした！　この『智徳』から発せられる気は、液体の中を──伝わる！」

　いわば「晴明殺し殺し」さ、と日焼けした子供が笑った。

　入道が、銛もりを担かついで叫さけんだ。

「われら明あか石し親子、須す磨まのお隣となり・播はり磨まは明石より晴明どのの危機を救うべく参上！　息子むすこよ、播磨の法師陰陽師の力を都人の皆みな様さまに見せてやれい！」
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「息子って言うな！　ボクは娘むすめだ！　仮にもかつては都の貴族だったボクを明石くんだりで育てて、おまけにこんな漁師みたいな格好させやがって！」

「貴族の衣い装しようで船を操あやつり魚を捕るのは至難ぞ、息子よ」

「娘だ！」

「晴明どの！　われらはすでに貴族の名を捨てた親子。わしは『入道』、息子は『明石』と呼ばれておる！」

「娘だっつーの！　行け『智徳』、海中に引き込まれてしまった十じゆう二に単ひとえの姫ひめを救えっ！」

　ぶんぶんぶん。

『明石』と呼ばれた子供が、やけ気味に大量の智徳──丸い吸盤──を海中へと放ほうり込んだ。

　ばんばんばん。

　爆風で波が大きく引き裂さかれて、海底に沈しずんでいた葵の姿が見えた。

「晴明？　あの子が、人間でありながら陰陽道の技術をきわめて晴明や道満の境地に到達したという──」

「そうだ。明石だ。あの変人の父親が徹てつ底てい的てきにしごいて、あそこまでの術士となった。あの吸盤は、触れたものから強引に気を奪うばい、あるいは気を注入することができる。光のように目に見えぬ龍脈を手でつかみとらなくても、少しでも対象に触れるだけでよいのだ。海や水に溶け込んだ物の怪にとっては、最強の武具となる」

　すごい、と紫が驚きよう嘆たんの声をあげた。

　まるで晴明と僕を助けるためにずっと準備してくれていたかのようだ、と光はつぶやいた。

　入道と明石は、海に潜む物の怪を智徳の力で押しまくっている。

「『白智徳』は弾たま切れだ、息子よ。あれは爆破したら消えてしまうのだぞ。少しは考えて使え。敵はまだ邪気を残しておるぞ」

「うるさいぞ親父おやじ。出し惜おしみできる相手じゃない！　こっちにはまだ、『赤智徳』がある。海中にぶつけて、残りの邪気を吸い取る！」

　明石が操る「智徳」という吸盤には白いものと赤いものの二種類があって、白いほうは清浄な気を封ふう入にゆうして敵にぶつけて爆破するもの。赤いほうは、敵にぶつけると邪気を吸収するものらしい。

　明石は積み上げている赤い智徳を海中へ投げ続けて、かたっぱしから海中の邪気を奪いまくった。

　使い終えた智徳は次々と明石の手の中へ舞まい戻もどってくるが、邪気を吸ったために黒くなっている。

「赤智徳もいちど使えば、黒化して使えなくなる。息子よ、智徳を用いねばならぬお前の祓い方には限度があるぞ」

「わかってるよ！　親父、もう銛が届くはずだ！　あの、砂の上に埋うまっている十二単の姫を引き上げろ！」

「合点承知じゃ、息子よ！」

「娘だ！　十二単ははぎとってボクによこせ！　助け料だ！　ああ、これであこがれの十二単を着ることができるよおおおお！」

　明石が気絶している葵に襲いかかって着物をはぎとろうとしているさまは、まさに「原始人」のそれだった。

　そして、戦いは終わった。

　海戦に長たけた入道・明石親子の勝利だった。

「息子よ、よくやったぞ！　物の怪はほうほうのていで海底深くへと逃げ去った！　わはははは！」

「十二単！　十二単！　やったあああああ！」

「今こ宵よいは飲むぞ、息子よ！　うっほうっほ！　のろしをあげい！」

　葵を担ぎ上げて船の上で踊おどる親子の背後に、巨きよ大だいなタコの足が数本、揺ゆらめいていた。

「あ、あれは？　新しい敵？」

「いや、あれは明石が使し役えきしている式しき神がみだ。播はり磨ま灘なだの主と呼ばれる大ダコの妖よう怪かいだな。よくも契けい約やくに持ち込めたものだ」

　どの足も、吸盤を失っている。

「あの大ダコの吸盤ひとつひとつをもぎ取って『智徳』として使うのだ。もぎ取った吸盤が再生するには時間がかかるだろうから、道理で量産できぬわけだ」

「晴明ちゃん。タコは自分の足を食べるっていうけど、タコさんに直接攻こう撃げきさせたほうが早くない？」

「明石は人間だ。人間として戦って、人間として勝つことに意味を見みい出だしているのさ。式神に戦わせて勝利してもそれは人間の勝利ではない、と明石は考えている」

「いやあの。追いはぎにしか見えないんだけど、晴明。葵さんを救ったというより着物が目当てらしいよ？」

「実に人間らしいではないか。着物などにこだわるのは人間くらいさ、光。羅ら生しよう門もんの周囲にはああいう者が大勢いるぞ。荘しよう園えんからの年ねん貢ぐを受け取って贅ぜい沢たくに遊び暮らしている都人だけが人間ではない、むしろああいう者どもこそがこの国を支えているのだよ」

「そうか……地方格差の問題って現代よりも平安時代のほうがひどかったんだなあ。でもとにかく、葵さんが裸はだかにされかけているから、追いはぎは止めないと」

「なにもかも、地方の荘園から財を吸い上げて贅沢している藤ふじ原わら家が悪いんだよ～。だから、藤原家の業を背負っている葵ちゃんに人ひと身み御ご供くうになってもらおうよ～」

「隙すきあらば葵ちゃんを始末しようとするよね、六条ちゃんって」

「播磨の人間とは、おそろしい野や蛮ばん人なのですな。それがし、やはり都へ帰らせていただきまする。ぶるぶる」

　ねこたまが逃げ腰ごしになるのも、無理はなかった。

「ねえ光くん？　……一応、女の子なんだよね、あの子？」

「野生の生活が長かったんだ、ああなるのも仕方がないよ紫。自然はね、弱肉強食の世界なんだよ」

「いやいや光、追いはぎをやらせてはならんぞ。明石には別の贈おくり物を渡わたさねば」

「そうだねえ。着物じゃ餌えさにならないよね。葵さんを食べさせてあげようよ～」

「いや六条さん、あの親子は動物じゃないからね。人間だからね」







　明け方。

　すでに、物の怪の時間は終わっている。

　一行と明石親子は、ようやく互たがいに自己紹しよう介かいをはじめることができた。

「光。こちらの肉ダルマ親父が入道。かつては都人であったが、海の神・住すみ吉よし明みよう神じんが夢ゆめ枕まくらに立った時から播磨の守護を買って出て、以来ずっと播磨の海を舞ぶ台たいに物の怪と戦っている奇き特とくな御ご仁じんさ。一名『明石の入道』と呼ばれているのは、播磨の東とう端たんにある明石という漁村で暮らしておられるからだ」

「わしが入道である！　晴明どののお噂うわさはかねがね。ぐわははははは！」

　でかああああい、顔もガタイも声もでかああああい、と光は思わず震ふるえ上がった。

「あらあら。もとは都人でしたの？　助けていただいてなんですが、てっきり追いはぎかと思いましたわ」

　あやうく身ぐるみはがされかけた葵が涙なみだ目めになっているのは当然といえば当然。

「いや申し訳ござらぬ。すっかり播磨暮らしが板について、都人の作法を忘れておりましたのじゃ。がははは」

「そしてこちらの若いほうの『明石』は、入道のお子さんさ。父親の入道に似ず小こ柄がらで非力だが、腕うで利ききの陰陽師だ。純血の人間でありながら、私や道満に匹ひつ敵てきする術を会え得とくしている。すでにみんな、見たわけだが」

「……ふん。田舎いなかでの野良陰陽師家業なんてもうまっぴらだ。晴明、都では道満に出し抜ぬかれ、須磨では待ち伏ぶせされ。いいところがないじゃないか。そろそろボクが代わってやろう！」

「ふふ、そうだな」

　ふうん。これは都でもまず見かけることがないレベルの美少女だなあ……と光は思った。

　まるで漁師のようないでたちで肌はだが黒く焼けているにもかかわらず、これほどの気品を放っている少女というのもまことに珍めずらしい。

「だいたい親父、『明石』って名前はなんだ。明石という土地に住んでいるから明石だなんて、あまりにも適当だろ。ボクにはもっと格好いい名前が似合うんだ。たとえば『光源氏』とかっ！」

「明石よ、噂の源氏の君はいずれ須磨へやってくる。その時こそお前は、住吉明神のお告げ通りに源氏の君にお仕えしてこの世界を救うのだっ！　そう教えてきたではないか。そして実際、須磨に来られた」

「だから、夢と現実をごっちゃにするんじゃない親父！　来る日も来る日も同じ夢の話ばかり繰くり返し、わが子を都からこんな人外魔ま境きようの僻へき地ちに連れ出して妖怪退治にこきつかって……いい大人がいつまで夢に振ふり回されてるんだよ、いい加減にしろ！」

「もう何年前になるであろうか。わしは夢で見た。この世界にはまもなく破局が訪おとずれるのだ。その破局は、播磨と摂せつ津つの境にあたるこの須磨からはじまり、最後には都へと至る。この悪あしき未来を変える力を持つお方こそが、彼方かなたの世界より都へとやってきた『源光』！　実際、源光を名乗る者がこうして都にあらわれたではないか」

「たまたま同じ名前を持つやつがあらわれただけだろ？　源光って名前の貴族は昔にもいたぞ。菅かん公こうに憑つかれて失しつ踪そうしたやつだ」

「いや違ちがう。ここにおられる源氏の君は後光が差しているかのごとく金色の髪かみを持ち、光り輝かがやいて見える異形のお方。ゆえに光源氏と呼ばれるのだ。わしが夢で見た源光もまた、後光を放っておったぞ。見よ、顔の造形はいまいちだが特とく徴ちようが完全に一いつ致ち！」

　なるほど。この入道さんは夢のお告げを受信して都心から僻地へと疎そ開かいしてしまったあげく、この世の終わりをはばむというやっかいな使命まで抱かかえてしまったんだなあ、中二病をこじらせきってしまうとこうなるという見本のようなおじさんだなあ……と光は巻き込まれた明石を気の毒に思って嘆たん息そくした。

「でもさ、こいつが噂の光源氏なんてね？　さぞかし美形だと思っていたのにがっかりだよ、というか、どうして光源氏ともあろう者が晴明の式神になってるんだよ」

「ともあれ住吉明神の夢は的中したぞ！　わしが夢で見た源光とはだいぶ違うが、わが子をあえて播はり磨まで育てて優ゆう秀しゆうな野良陰おん陽みよう師じに育てておいた甲か斐いがあったというもの！　海がない京の都の賀か茂も家で修しゆ行ぎようさせておれば、海の物ものの怪けを倒たおす術は手に入れられなかったであろうからな」

　かつて入道が見たという住吉明神の夢の信しん憑ぴよう性せいはともかく、話が早くていい、と晴明は苦く笑しようしている。

「入道が夢で見た源光とは、この光のことだろうな。光は彼方の世界から来た人間だが、ちょっとした手違いで私が式神として召しよう喚かんしてしまったのさ」

「えーとね晴明。もしかして手違いじゃなくて、きみは最初から僕を召喚するつもりで狙ねらい撃うちで召喚したんじゃないの？」

「おや光クン。なにを証しよう拠こにそのようなことを」

「だって、幼い頃ころに晴明は僕とすでに出会っていたわけで、その時に僕はいずれ君の式神になると予言して呪しゆを結んでしまったわけで。もしや晴明は、僕と再会するために」

「だだだ黙だまれっ。二度とその話を人前でするなっ」

　ぱたぱたぱた。

　照れた晴明があわてて狐きつね耳みみを振るので、光は黙ることにした。

「おお、晴明どのの夢にも源氏の君があらわれておったのか。源氏の君は、この時代を代表する大陰陽師二人との奇き縁えんの持ち主であるな！　つまり晴明どのと、わが子とだ。息子むすこよ、これはもう疑いのない運命の出会いぞ。源氏の君と今すぐ夫ふう婦ふになるのだ！」

「息子じゃないっ、ボクは女だっ！」

　怒おこった明石が大ダコの式神を呼び出して、入道の体をタコ足でぐるぐる巻きにした。

「あれ、そうだったっけ？」

「どうして驚おどろく光源氏！　ボクを男の子だと思っていたのか、失敬なっ」

　光も、タコの足で巻かれてしまった。

「ごめんごめん。でも、どうして男装しているんだい？」

「親父おやじが、夢のお告げと現実の区別をつけられない異常者だからだよっ」

「黙れ息子よ。住吉明神は、お前がいずれ源光というお方に出会い、そして『救世主を誕生させる』と教えてくださったのじゃ！　ということは、わしの推理によれば──二人はきっと夫婦になるに違いない！」

「なんでそうなるんだ馬ば鹿か親父っ」

「だがしかし！　わが妻にそっくりに生まれてきた明石はこの通り美しすぎる。放置しておけば次々と縁えん談だんが舞まい込んでやっかいなことになる！　じゃからわしは、明石の純潔を守り源氏の君に嫁とつがせるために、あえて心を鬼おににしてわが子を男として育てたのだっ！　おお、まさに美しすぎるわが子ゆえの悲劇っ」

「意味わかんねえんだよ親父っ！　お前の発想はところどころつじつまが合ってないんだよっ！」

「そこはお前の想像力で補うがよいぞ、息子よ」

「ボクは息子じゃないっ、娘むすめだっ」

　ぎりぎりぎり。

　タコ足で入道と光の体を締しめ付けながら、明石が吠ほえた。

「とにかく、晴明。ボクは光源氏の嫁になんてならないし、お前たちの仕事の手伝いもしないからなっ。助けてやるのは一回だけだ！　なぜなら、ボクはもう田舎の野良陰陽師家業なんてやめるんだっ！　都に出て貴族の姫ひめになって十じゆう二に単ひとえを着るんだっ」

「……それでわたくしの着物をはぎとろうとしたんですのね」

　葵が嘆息する。

「都にのぼるなんて、やめときなよー。あそこでは藤原家の人間でない限り、ゴミも同然なんだよ……うふふ……」

　六条さんは「一緒に伊い勢せで巫み女こになりましょう」と明石を喪も女じよの道へ誘さそう。

　晴明が都から持ってきた稲いな荷り寿ず司しをほおばりながら、つぶやいた。

「道満が解き放った怨おん霊りようは、あの前鬼と後鬼だぞ。私一人では調ちよう伏ぶくできない」

　明石の表情が一変した。

「前鬼と後鬼だって？　代々、日ノ本最強の式神だけが用いることのできる通り名じゃないか、それは」

「そう。陰おん陽みよう道どうの開祖とも呼ばれる役えん小のお角づぬが本朝を脅おびやかしていた最強の鬼どもに前鬼・後鬼の名を与あたえ、式しき神がみとして使し役えきしたことからはじまる陰陽師の伝統。今の前鬼と後鬼は、私と空蟬が伏ふし見み稲荷に封ふう印いんしていたものたちだ」

「……契けい約やくできなかったのか、晴明」

「人としての名を奪うばい記き憶おくと怨おん念ねんを奪ったところまでしか、できなかった。芦屋道満の本拠である播磨へ前鬼と後鬼を行かせてはならない」

「そうか。契約を完成させる寸前に、道満が邪じや魔ましたのだったな」

「そういうことだ。今回封印が破れたのも……」

「道満はまだ、あきらめていなかったのか。晴明、お前が道満を闇やみに還かえしてやっていれば今いま頃ごろは」

「私も道満も、神の血をひいた種族の末まつ裔えいだ。戦いに決定的に敗れぬ限り永遠にも近い時間を生きられる命を持っている。お前たち人間とは違う。お互いに相手を闇に還そうと死力を尽つくしたとて、そう簡単には還せないのさ」

　明石。怨霊や物の怪を祓はらい克こく服ふくすべきは、人間なのさ。私ではない──

　晴明の悲しげな言葉に、明石がこくりとうなずいた。

「……親父の夢の話が、実現しようとしているんだな。前鬼が人としての名を取り戻もどせば、もう」

「ああ。この世界そのものが破は滅めつするまで、誰だれも止められないだろう」

「晴明や空蟬から前鬼と名付けられたほどの怨霊が覚かく醒せいすれば、道満が夢見ているまつろわぬものの国さえ作れなくなるぞ。誰もこの島で生きていけなくなる。都どころか、播磨も太だ宰ざい府ふも滅ほろびるかもな」

「道満は今、やっかいな人物と組んでいるのさ。その者は、朝ちよう廷ていがまつろわぬものたちから奪ったこの国をいちどまっさらな死の世界に戻そうとしている」

「なんだって。そんなでたらめな……生きながらにしてそれほど純じゆん粋すいな怨念を抱いだけるものなのか。夢ごときで都を捨てて播磨にひっこみ、娘の人生を狂くるわせたうちの親父よりもひどいなあ」

「そう。ある意味、前鬼と後鬼よりも始末に負えない者だよ。あまりにも純粋すぎる子供というものは……私と道満がかつてそうだったように」

　明石が「播磨の陰陽師の不始末の決着は播磨で生きてきたボクがつけるしかないな」と鼻を鳴らした。

「晴明。この国によどむ怨念に打ち勝つべき存在は、人間だよ。きみと道満がいくら争っても、人間の世は来ない。怨念が増ぞう幅ふくされ続けるばかりだ。きみもそう考えているようだな？」

「そうだ。半神半人の私が宮きゆう廷てい陰陽師をつとめているのは、あくまでも繫つなぎにすぎないのさ。人間が怨霊を乗り越こえて人間の世を実現するには、人間自身が怨霊に勝たなければならない。人間でありながら私や道満と対等に戦える陰陽師を、私は待っていたのさ」

「賀茂家の跡あと継つぎはどうなんだ」

「あの人は、物の怪や怨霊の調伏に興味がないたちなのだよ。暦こよみの研究が主食でな。あれはあれで、人間の技術としての陰陽道には欠かせぬ。が、調伏という技術をきわめる人間も、必要だ。私がなしてきたことをなせる、人間の陰陽師が」

「つまりボクか？」

「ああ。お前が磨みがき抜いてきた『智徳』の術を見せてもらった。今は式神の身体からだを用いているが、いずれあの智徳を工こう房ぼうで量産できるようになれば、人間による人間のための技術としての陰陽道が確立する。私の役目は終わる」

　隣となりで聞いていた光は、晴明の言葉の端はし々ばしに、不ふ吉きつなものを感じた。

　もしかして晴明は──消しよう滅めつしようとしているのではないだろうか──人間の技術としての陰陽道をきわめつつある明石に、自らの役割を託たくして──。

　智徳を人の手で造る？　播磨じゃ無理だ、都にならば技術者がいるだろうが、と明石は明るく笑った。播はり磨ま灘なだでおおらかに育ったためか、根っから陽気な性格らしい。都人にはない素そ朴ぼくな笑え顔がおが、光にはまぶしかった。

「だから約束しろ。この仕事を終えたら、ボクは都にのぼって姫になる。その時は手伝え、晴明」

「ほう。入道の勧すすめに従って、光の嫁になるのか？」

「断じて違ちがうっ！　この式神のできそこないのせいでボクはこんな悲ひ惨さんな田舎いなか暮らしに追いやられたんだぞっ」

「ふん。違うのならば、協力してやろう」

「どういう意味さ」

「な、なんでもない」

「狐耳がぱたぱた揺ゆれているぞ、晴明」

「だだだ黙れっ」

　明石の陰陽師としての力がどれほど絶大なものか、この一言で光は理解した。

　賀茂保憲ですら見えない晴明の狐耳を、明石は、人間でありながらその肉眼で見ているのだ。

「で、僕はいつまでタコ足につかまっていればいいんだい？」

　タコの足から逃にげようとする光の首根っこを、紫と葵、そして六条さんがひっつかまえた。

「光くん？　とうとう男装っ子にまで開眼したわけ？」

「まさか光さん、都落ちを幸い、この子とこのまま駆かけ落ちしてわたくしから逃げるおつもり？」

「晴明ちゃんが連れてきた新手の陰陽師が男の子でよかったよ～。もしも女の子だったら、わたし、錯さく乱らんして暴れてしまったかも……女の子だなんて噓うそだよね？　噓だと言ってよ。うふふ」

　晴明と明石の重大な話し合いにいったん区切りがついたと見た紫たちは、いっせいに明石を取り囲んであれこれと質問をぶつけはじめた。

　明石はあぐらをかいて、むすっとしている。

「都の女どもっていうのはずいぶんとかしましいやつらだな。ボクは動物じゃないんだぞ。これでも都落ちさえしていなければ賀茂保憲をはるかに超こえる力を持つ天才陰おん陽みよう師じなんだ！」

　明石は、「こんなおかしな親父に育てられてさえいなければ、今、安倍晴明がいる場所にはこのボクがいたはずだ」といよいよ不ふ機き嫌げんになった。

「息子よ。源氏の君と祝しゆう言げんをあげて夫婦になれい。そして救世主を産むのだ！　姫ひめ君ぎみがたも納なつ得とくいただきたい！　二人が出会いそして結ばれ、救世主を降臨させる。これはすでに定まった運命！　あ、皆みなさんは源氏の君の愛人ということで、ぜひひとつ」

　紫は「そんなあ。そんなのってないよ」と震ふるえている。

　明石は、血の通った人ではないかのように美しく整った容よう貌ぼうの持ち主。

　髪かみを短く切り、漁師のような格好であぐらをかいているにも拘かかわらず、隠かくしようのない気品と清せい楚そさと問答無用の美少女オーラを全身から放っている。

　これほどの逸いつ材ざいがもしも都の姫君のように美しく愛らしく着き飾かざったら、もはや誰も太た刀ち打ちできない……と気づいた紫たちは金切り声をあげた。

「むきいいい。光くん、もしかして新たな愛人を囲うためにわざわざこの子を男装させて須す磨ままで出張してきたのっ？　そうなんだねっ」

　紫の肩かたに乗っていたねこたまが失禁するほどに激しい、嫉しつ妬との炎ほのお。

「光さん、あなたという人はあああ！　あなたはだらしない浮うわ気き癖ぐせのせいで都を追われ左さ遷せんされている身分ですのよ、それなのに左遷初日にさっそく地元の田舎娘を籠ろう絡らくするだなんて！　まるで反省の色がありませんわねっ」

　葵は激げき怒どの炎。

「……そうなんだ……うふふ……源氏の君って、何食わぬ顔でこういうことをする人だったんだね……もっと誠実な殿との方がただと思っていたのに……信じていたわたしが、ばかだったよ……」

　六条さんは、鬼の影かげを背後から繰くり出して絶望の炎を燃やしはじめた。

「違うんだ！　明石は僕の愛人とかそんなんじゃないっ」

「そうだ！　違うに決まってるだろっ！　ボクほどの美しい乙おと女めが、どうしてよりによってこんな人並み以下の男の妻なんかにっ」

「「「初対面とは思えないほど、息が合っている！」」」

「これすべて、はるか昔にすでに住すみ吉よし明みよう神じんによって定められたこと。本日ただいまより、わが子明石は源氏の君の妻であるうううう！」

「ちょっと待て。こんな時に事態を混乱させるな、馬ば鹿か親父おやじいいいいい！」

「「「な、なんですってええええええ」」」

　こうして、前ぜん鬼きと後ご鬼きを調伏するための作戦会議は、いきなり出だしでつまずいた。

　入道の余計な「明石嫁よめ入いり宣言」によって、それどころではなくなったのだ。

　日ノ本の、いや世界の命運は今、明石の出現に激しく嫉妬するかしましい乙女たちによって蹂じゆう躙りんされようとしていた。

「光くんって、美少女に男の子の格好をさせて連れ歩く趣しゆ味みがあったんだね。なかなか高度に変態っぽい属性だよね。そんな恥はずかしい属性の持ち主だなんて、幼なじみのわたしにも打ち明けられなかったんだよね……素す直なおに教えてくれていれば、わたしだってポニーテールをすぱっと切ってショートカットに変身して半ズボンをはいてあげたのに……ぐすん」

「待ってよ紫。紫がポニーテールを切ったら小学生男子にしか見えなくなるから、やめてくれ！　もったいないじゃないか！　髪の毛って、伸のばすのに何年もかかるんだぞっ？　一時の受け狙ねらいのために女の子のアイデンティティとなっている長い髪を切っちゃうだなんて、絶対にやっちゃダメだっ」

「光さん？　なるほど知ち恵えを絞しぼりましたわね。これ以上浮うわ気き者の女好き、稀き代だいの女たらし風流源氏と噂うわさされぬように静かに暮らすためには、どうしようもなく腐くさったその浮気癖を絶つか、あるいは愛人を男装させて家来としてこっそり侍はべらせるか、ふたつにひとつですものね。そして光さんは浮気癖を改めるくらいなら太宰府にまで流されて怨おん霊りようになったほうがましだと考えるどうしようもない殿方ですから、今後は愛人をすべて男装させて侍らせるおつもりですのね。まあまあ。なんという深しん慮りよ遠えん謀ぼうかしら。そのお知恵を、どうしてまつりごとに活いかしてくださらなかったのかしら……」

「葵さん、誤解だから。っていうかみんなが僕をそんな甲か斐い性しようあふれる肉食系男子だと勘かん違ちがいしているのはなぜなんだっ？」

「もういいよ、源氏の君。わたし、前鬼・後鬼と合流して源氏の君を呪のろう生いき霊りようになっちゃうことにするよ～。その結果、都が滅びようが日ノ本が海中に沈しずもうが、もうどうでもよくなっちゃったよ……うふふ……ぜんぶ、源氏の君が悪いんだからね……」

「六条さんほんとうに誤解なんですすみません！　土下座しますから生き霊にだけはならないでください！」

「はあ……光源氏。お前って晴明の式しき神がみだというだけじゃなくて、こいつらかしましい女どもの奴ど隷れいも兼かねていたんだな。噂と現実とはかくも違うものなのかあ」

「明石、僕は彼女たちの奴隷じゃないからね」

「ふうん。女どもに隷れい属ぞくしているという自覚がないとは想像以上にダメ人間だな、お前は」

「ほっといてくれっ」

　入道が「うんうん」と訳知り顔でうなずいた。

「なるほどなるほど。源氏の君にはすでに、安倍晴明どのを含ふくめて四人の妻がおられたわけか。さすがは今をときめく風流源氏、在あり原わら業のなり平ひらの再来と呼ばれる稀代の好色一代男じゃわい！　世を救う大英えい傑けつはこうでなくちゃならん、英えい雄ゆう色を好むからのう。がははは！」

「違いますからっ。葵さんは僕の婚こん約やく者ですがまだ祝言はあげていませんし、紫は妹分、晴明はご主人さま、六条さんはお友達ですっ」

「うふふ～。わたしがいちばん日ひ陰かげの立場なんだね～。お友達でいましょう、って女の子にとってはいちばん残ざん酷こくな言葉だよね源氏の君……」

「うわああ。鬼を出さないで、六条さんっ」

「がはは。源氏の君！　ならばわが子明石は、そなたの五番目の妻でよろしい！　なあに、これからまだまだ嫁よめは増えますぞ。これからは婿むこ殿どのと呼ばせてくだされい！」

「あなた、もしかして事態を収拾するつもりがぜんぜんないでしょう!?」

「なに、いちはやく子供を産めば事実上の正妻の座は揺るがなくなるというもの。わが子はきゃしゃで小こ柄がらですが、こう見えてすでに子供を産める体ですからな。海での物ものの怪け調ちよう伏ぶく家業で足あし腰こしも鍛きたえていますし精神力も超ちよう一級品、一夜にして婿殿の子種を授さずかれることでしょうながはははは。ではさっそく今こ宵よい、この場にて子作り作業を」

「やめてくださあああああい！　六条さんが須磨一帯を滅めつ殺さつしてしまいます！」

　すでに光たちの背後では、六条さんが繰り出した鬼の影と、自己防衛のためにしかたなく明石が再召しよう喚かんした大ダコの足が戦いはじめていた。

「ふむ。とてもじゃないが前鬼・後鬼を調伏するどころではないな光」

「晴明。黙だまって稲いな荷り寿ず司しばかり食べていないで、入道さんを静かにさせてよ。これじゃ僕たちは仲間割れして全滅だよっ」

「おや光クン。キミが勝手な呪しゆを女の子たちとでたらめに結びまくったから、こうなったのだぞ。そもそも太だ宰ざい府ふへ左遷されそうになって須磨へ逃げるはめになったのも……」

「先の帝みかど・冷れい泉ぜい院いんに口をきいて葵さんと僕を婚約させたのは晴明だろ？」

「あの時は、ああでもしないとキミを殿てん上じよう人びとにできなかったからやむを得なかったのだよ。まさか葵がキミに懐なつくとは思っていなかったしな。あむあむ」

「稲荷寿司はいいから」

「ふむ。気がつけばあと二個しかない……前鬼・後鬼との戦いの前に稲荷寿司が尽つきるとまずいな……お腹が減る」

　突とつ然ぜん砂すな浜はまで物の怪どもの戦いがはじまったことに気づいて駆けつけてきた近場の寺の住職が、「いったいなにごとですかな。どうかこの騒さわぎをお鎮しずめくだされ」と晴明に泣きついた。

「住職。私は宮きゆう廷てい陰陽師の安倍晴明、そしてこちらはかの有名な光源氏」

「な、なんと！　そのような高貴なお方が、この須磨に？　ありがたや！」

「あなたの寺に稲荷の社やしろはありませんか、住職」

「あ、あ、ありません」

「では使っていない社をひとつお借りしたい。稲荷の社として祀まつり直し、巳みの日ひ祓はらいを執とり行おこなってわが稲荷寿司に霊力を封ふう入にゆうします」

「しかし、すでにある社を潰つぶすわけには……そもそも稲荷寿司とは？」

「私と光が今暴れている生き霊を調伏するために必要なものです住職。だがあいにく稲荷の社がない。須磨に稲荷の社さえあれば、光も私も百人力です。都より逃げてきた怨霊を調伏することはたやすくなります」

「おお。そうでしたか！　それではさっそく、社をひとつ潰しまして『源氏稲荷大明神』の社に改装いたしましょう！　また皆みな様さまのための住居も提供させていただき、そこを『源氏寺』と名付けて須磨の名所といたします。この須磨をお救いくださる光源氏さまと晴明どののお二人を、われらは未み来らい永えい劫ごうたたえることといたしまする」

　住職はすっかり晴明にだまされて、貴重な社のひとつを晴明のために提供する上に、屋や敷しきまで与あたえよう、とうなずいた。

「これで稲荷寿司に霊力を封入できる。私のお腹もすかなくなるというわけだ」

「晴明、相変わらず噓うそばかりついて人をだましているね」

「きちんと霊力を封入した稲荷寿司を食べれば、調伏で消しよう耗もうする私の気を少しずつ回復できる。つまり調伏の役に立つのだ。これはほんとうだぞ」

「別に稲荷寿司じゃなくても、フナ寿司でもなんでもいいんじゃないの？」

「いーや。稲荷寿司こそ至高。他ほかの料理では、私は食が細いのでそうたくさん食べられないのだ」

「稲荷寿司よりも、今暴れている六条さんの心の闇やみをなんとかしてよ」

「ふん。それは光、キミの領分ではないのかね」

　晴明は、不満げに小鼻を鳴らした。

「光、稲荷寿司の準備ができたらすぐに調伏に入る。明日、決着をつけるぞ」

「晴明には深い呪があるんだね、前鬼・後鬼とのあいだに」

「……なにがあったか、知りたいか？」

「すべてが終わったらね。今はただ、都を救うために調伏に全力を集中するよ。なにも考えないで戦う。余計な邪じや念ねんがわくと、よい結果をもたらさないからね」

「ふん。キミはずいぶんと大人になったなあ。人間とは不思議なものだ」

　たとえ晴明の過去になにがあろうが、晴明と僕が結んだ呪が揺ゆらぐことは決してない、光は不安げに明石の海を見つめている晴明にそう教えてあげたかった。

　しかし、タコと心の闇が戦っている背後で紫がその光の横顔をやはり不安そうに眺ながめていることに、当の光自身はまだ気づいていない。







　入道が陣じん頭とう指し揮きに立ち、住職と小こ坊ぼう主ずたちが突とつ貫かんで「源氏稲荷」をこしらえていたその日の夜。

　晴明を中心に、明石や光たちは本堂で作戦会議を開いていた。

「幸い、前鬼と後鬼は入道親子が張っている結界によって足止めされ、いまだ播はり磨まへは入れないでいるようだ。だがこの寺を中心に築かれた結界も前鬼と後鬼の力をもってすればそう長くはもつまい。調伏を、明日決行する」

「鬼は二体。どうする晴明」

「私には霊れい剣けんがある。先の都での大火によってひとたびは消失したが、賀茂保憲の尽じん力りよくを得て再び鋳ちゆう造ぞうすることができた。霊剣を用いて前鬼を調伏しよう」

「ではボクが後鬼を。しかしこちらの詠えい唱しようを完成させるまでのあいだ、前鬼と後鬼が黙って見ているとは思えないよ。明石の海に潜ひそむ物の怪のたぐいを総動員して攻せめてくるだろう」

「光がぎりぎりまで防ぎ止めてくれるし、万が一の場合には六条がいる」

「え～？　わたし～？」

「お前の存在は完全に諸もろ刃はの剣つるぎだが、この際やむを得まい」

「うう。ねこたま、わたしハブられてるよ。役に立たないよ」

「このねこたまにお任せあれ。前鬼後鬼なにするものですか、えいえい」

「あらあら晴明さん。わたくしとて弓矢で戦えますわよ！」

「ダメだ。紫と葵は、敵の瘴しよう気きに当てられぬようこの本堂の中に控ひかえていろ。人間が前鬼の瘴気を直接食らったら危ない」

「うー。わたしだって光くんと並ぶ式神だったはずだよ？」

「いまだ紫の式神としての力は完全には覚かく醒せいしていないからな。覚醒すればどれほどの力を発現するのかも謎なぞのままだし、突とつ然ぜん暴発されては作戦が台無しになるかもしれん。今回はおとなしくしていろ」

「ちょっと聞いた、ねこたま？　わたし、脇わき役やくに追いやられちゃうよ！」

「むーん。それがしにお任せあれご主人さま」

「こうしてわたしを少しずつ日陰ポジションに追いやって、光くんの正妻の座を奪うばいとるつもりなんだよ晴明ちゃんは！」

「そそそそんな酔すい狂きような座など私は狙ねらっていないっ！」

「狙っているね。恋こいする乙おと女めの直感は、式神の嗅きゆう覚かくなんかよりもずっと鋭するどいんだよ」

「ええい。どや顔はやめろ」

「光くんの正妻といえば明石ちゃんもあらわれたし、四方八方敵だらけだよねこたま」

「ご心配なく。なんだかんだ言っても、幼なじみの縁えんこそ最強でござりまする。最後に勝利するのはご主人さまですぞ」

「ちなみに私も光とは幼なじみでな」

「むっ。それってどーゆーこと、光くん？」

　晴明と紫のあいだに、微び妙みような緊きん張ちよう感かんが漂ただよいはじめていた。

「あ、いや。僕にとっては幼なじみではないのだけれど」

「ははーん。もしかして幼い晴明ちゃんをかどわかした過去でもあるのっ？」

「す、鋭い……」
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「そうなのだよ紫。いたいけな童女であった私は、この男にお稲荷さんを見せつけられ、しゃぶらされ、くわえさせられて餌え付づけされたのだ」

「ええええっ？　光くんって、もしかしなくても幼女を見ると自制がきかなくなる性犯罪者だったんだね……わたしにはなにもしてこないくせに……くすん」

「晴明、頼たのむからそっち系列の冗じよう談だんだけはやめてくれ。葵さんが弓で、六条さんが鬼おにで僕を殺そうとしている」

「しかしキミはあどけなかった幼い私にお稲荷さんの味を教え込んで」

「僕は稲荷寿司を作ってあげただけだっ！　まぎらわしい言い方はよせっ！」

「キミが稲荷寿司などという異世界のいかがわしい料理を持ち込んだばかりに純真だった私の心はけがされてしまい、歴史は大いに変わったのだ。この責任はとってもらうぞ」

　一いつ触しよく即そく発はつ、ぎりぎりの緊張感の中、あぐらをかいて細い体をゆらゆら揺らしていた明石が呆あきれ顔でつぶやいた。

「はあ。もっと仲良くできないのかきみたちは。特に晴明。そんなにもこのボンクラ男・光源氏が愛いとしいのか。安倍晴明ともあろう者がどうかしているよ」

「ちちちち違ちがうっ！　私はただ、光の周囲を飛び回っているぶんぶん虫どもをからかうのが楽しいだけだっ！　私は仮にも天下の大陰おん陽みよう師じ安倍晴明だぞ、断じてそのようなただの人間の乙女のような恥はずかしい感情の持ち主ではないっ」

「なるほど。晴明が人間の世界に居着いた理由がわかった気がするよ」

　明石はうなずきながらも、「都にはもっとすごい美男子がわらわらいるはずだけれど……」とまだ半信半疑で首をひねっていた。

　その時。

『でたああああ！』

『くわばら、くわばら！』

『息子むすこよ、源氏稲荷が間に合わなんだ！　本堂が襲おそわれたぞっ』

　離はなれで突貫工事に従事していた入道たちが、いっせいに声をあげた。

「この臭におい……向こうから来たぞ、晴明」

　光が立ち上がる。

「こちらの準備が整う前に、急きゆう襲しゆうをかけてきたか」

　賀茂保憲とともに鋳造した真新しい霊剣を担かつぎながら、晴明も臨戦態勢に移った。

「光源氏。きみが伝説の『空の属性』持ちならば、人間でありながら人間の常識を越こえた存在ということだ。半刻は持ちこたえろよ」

　明石が片かた膝ひざをついて、護ご符ふを構える。

　四方に張り巡めぐらせたふすまが次々と吹ふき飛び、黒々とした妖よう気きとともに無数の物ものの怪けが室内へと押し寄せてきた。

「でましたわー！　なんですのこいつらはっ？　多すぎますわっ」

「ねこたま、やっつけて！」

「うぬぬ、数が多すぎまする。えいえい、ねこたまの鉄てつ拳けんを受けて迷わず成じよう仏ぶつするがよいぞ」

「須す磨まの海に巣くう物の怪たちが、前ぜん鬼きと後ご鬼きに使し役えきされているんだよ～」

「道満が用意していたあの海の物の怪は、ボクにやられてしばらく再起不能のはずだが」

　前鬼と後鬼、どちらかは瀬せ戸と内うちの海の眷けん属ぞくだね、と六条がつぶやく。

「光、巨きよ大だいな気のかたまりが二体あるはずだ！　方角を示せ！」

「東の角に一体、西の角に一体。東のほうが大きい」

　明石が「へえ」と意外そうに声をあげた。

「少しは役に立つようだな光源氏。西のほうが後鬼だよ」

「なぜ、後鬼だと？」

「ボクには、後鬼の正体はうすうす見当がついてきたのさ」

「明石、西は任せた。私は東だ。六条たちはこの本堂の部屋から動くな！」

　戦いは唐とう突とつにはじまった。

　前鬼と後鬼はまだ、人としての心を取り戻もどしてはおらず、本能のままに動く獣けもののような状態だった。

　それゆえに、晴明たちが勢せい揃ぞろいしている本堂を全力で急襲するという一見不利な行動に平然と出たのであろう。

　これは、晴明たちにとっては誤算だった。

　裏をかかれた形となった。

　晴明たちは作戦を考えながらぶっつけ本番で調ちよう伏ぶくを行うしかなくなった。

　しかし晴明も明石も、これほどの窮きゆう地ちに追い詰つめられていようともいささかも動じない。

　明石は「今こそこの明石が安倍晴明以上の天才陰陽師だと都人に知られる好機」とかえってやる気まんまんになっている。

「都っ！　上じよう洛らくっ！　ボクはこの明石から脱だつ出しゆつして、十じゆう二に単ひとえを着るんだああああ！」

　都には新しん鮮せんなお魚はないし、干ひ物ものざんまいで高血圧は必至だし、きれいな海もないし、僕は播磨でスローライフをエンジョイする人生のほうが楽しいと思うよ、だいたいこんな大立ち回りを演じたら十二単はむしろ遠のく、と光は明石に教えたかった。

　だが、長い間田舎いなかで男装させられて逼ひつ塞そくしていた明石のやる気は異常。

「明石。あいつだ。あの白い人型をした鬼が、後鬼だ」

　なので、光は気の流れを見ながら、後鬼の正確な位置を教えてあげた。

　後鬼が、吠ほえながら光めがけて突とつ進しんしてきた。

　その本能で、気の流れを自在に見切ることができる光の存在こそがもっともやっかいだと察知したらしい。

「うわっ、なぜか僕に向かってきたっ」

　今、光は紫たちに近寄ろうとする無数の物の怪の気をかたっぱしからてのひらで吸い取っているところで、後鬼を相手にする余力はもうない。

　背後にいる晴明は霊剣をかざして、真っ黒い巨大な影かげ、前鬼と戦っている。

　ここはボクにまかせろ、と明石がほほえんだ。

　ああ。バトルシーンに映はえる美少年キャラが板についてしまっている、女の子になりきるにはけっこうな努力が必要だね、と光は思った。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、住すみ吉よし明みよう神じんよ、荒あらぶる後鬼を調伏せしめたまえ！」

　光の前に立ちはだかった明石が、後鬼めがけて最後の「智ち徳とく」を投じた。

「ちぇっ。もうこれ一個しか残っていないんだ。しまったなあ」

　赤い智徳が光を放ち、後鬼の額に激げき突とつした。

　ギュルギュルギュル……!!

　智徳はすさまじい速度で回転しながら、後鬼の頭ず蓋がいを砕くだこうと突つき進んでいく。

　同時に、後鬼の身体からだから邪じや気きを吸収し、その力を奪いとりはじめる。

「……うおおおおお……！」

　動きを封ふうじられた後鬼が咆ほう哮こうした。

「効いている！　すごいね明石は」

「いやダメだ、こいつの気が強すぎて一個じゃもたない。赤智徳の色が濁にごっているだろう？　限界まで邪気を吸って真っ黒になってしまったら、智徳は効力を失う」

「えっ？　もう残ってないの？」

「ああ、海での調伏の際に使いすぎたんだ。後鬼の気を吸い取ってくれ、光源氏」

「でも僕は有う象ぞう無む象ぞうの物の怪たちを倒たおさないと、紫たちが」

「頼む。ボクが詠唱を完成するまでの数瞬でいい！」

「詠唱？」

「ああ。晴明が言っていた──式神の身体を用いない、人工の智徳。これを、ボクの力で今この場で造り出す！」

「できるのか？」

「今まで、できると思ったことはなかった。だから一度もやってみたことはないが、やらなくちゃならないだろう！　もしも智徳を人の手で造ることができれば──人間の力は怨おん霊りようを超こえられる！」

　明石は、住職が落としていった数珠じゆずを拾い上げて、ひもを切った。

　そうやって手に入れたいちばん大きな珠たまを、握にぎりしめる。

「この珠に、気を注入すれば──白智徳になるはずだ！」

　六条さんが「わたしが紫ちゃんたちを守るからだいじょうぶ」と鬼の影を出しながら声をかけてくれた。

　葵も紫も「がんばって」と光たちを応おう援えんしている。

　光は、一か八かの賭かけに出た。

　逡しゆん巡じゆんしている余よ裕ゆうなどない。

　今ここで繰くり広げられている総力戦においては速度こそが重要で、一いつ瞬しゆんの判断で決着がつく。

「よし、わかった」

　光は物の怪たちから視線を外すと、頭に食いこんだ智徳を引きちぎろうと暴れている白い鬼、後鬼の背中へと飛び乗っていた。

　てのひらを、後鬼の首筋に押し当てていた。

　後鬼が断だん末まつ魔まの叫さけび声をあげる。

　振ふり落とされそうになるが、光は離れない。

　けんめいにしがみつきながら、後鬼の気を吸収した。

　膨ぼう大だいな量の邪気だった。

　光の鼻から鮮せん血けつがあふれだしてきた。

「明石、まだかっ？　これ以上は僕の心臓がもたない！」

「できたぞ！　式しき神がみの吸きゆう盤ばんに比べれば小さいが、白智徳が──完成した！　光源氏、後鬼を前にして少しもおそれないとはお前はすごいな！」

「伊だ達てに、晴明に犬のようにこきつかわれていないからね」

「なるほど、殿との方がたは顔じゃないな！　並の男には晴明の式神はつとまらない。人間でありながら、なぜ式神としてこの世に存在できるのかはわからないが──」

　明石が白智徳を投げ放ち、「後鬼、いい加減に目を覚ませ！」と声をあげながら触手ごと後鬼の腹を貫つらぬいた。

　身長三メートルを超えていた後鬼の全身が、急激にしぼみはじめた。

　光の身体は、しぼんでいく後鬼の背中から滑すべり落ちていた。

　床ゆかの上に転がりながら、光は叫んだ。

「明石、調伏できたのかっ？」

「傷口から邪気が漏もれはじめた！　あとは、赤智徳があれば残った邪気を吸い込んで祓はらえるんだが……」

「明石！　僕の身体のほうは限界に来ている、回復するまでは吸い取れない！」

「あああ。早くしないと後鬼の傷口がふさがってしまう！　くそっ、やはり人間だけではこれほどの怨霊の調伏は無理なのかっ？」

　すでに、先に明石が投げつけた赤智徳は真っ黒になって、明石の手元に舞まい戻っている。

　黒化した智徳は、もう使用できない。

　赤智徳を人力で造る道は、まだ、明石には見えない。

　白智徳は空気中の気を珠に凝ぎよう縮しゆくすればできるが、邪気を吸い込むという特とく殊しゆな性質を持つ赤智徳をどうすれば造れるのか、わからない。

　下手すれば方法を発見するのに一生かかる、と明石がほぞをかんだ。

　その時。

「そうだ。わたしなら……すっかり役立たず幼なじみロリの立ち位置に追いやられているけれど、わたしには邪気を浄じよう化かする力があるって言われているのよ！」

　紫だった。

「明石ちゃん、その黒い吸盤を触さわらせて！」

　そう。

　紫には、邪気を浄化して清純な気に戻す力がある。

　紫が触ふれた智徳が、黒色から赤色へと戻っていった。

「すごい！　紫、いったいどういう理り屈くつなんだ？　黒ずんでいた智徳の色が……これなら、もう一度攻こう撃げきに使えるぞ！」

「明石ちゃん！　これが究極・空の式神だけが放てる最終奥おう義ぎ『錬れん金きん純化の宴うたげ～ジ・ゴールド・エルサルバドル～』だよ！　どやあ！」

「言葉の意味はわからないがありがたい！　きみのその力とボクの智徳を合わせれば、無限に怨霊の邪気を消すことも可能だ！」

「まあ、その小さな珠一個でこんな大きな鬼さんの邪気をぜんぶ吸い取れる気はしないけどね……」

「たしかに時間を食うが、手数を惜おしまなければいける！　しかしきみと光源氏はほんとうに人間なのか？　どうしてこんな力を持っている？」

「ふふふ明石ちゃん。わたしと光くんは一見平へい凡ぼんな少年少女に見えるけれど、実は住吉明神に選ばれし伝説の聖戦士なんだよ！　きっと、明石ちゃんとも前世では一いつ緒しよに戦う仲間だったんだね。二人の能力の相あい性しようからかんがみて、ちまたでは紫×明石の薄うすい本だらけだったはずだよ。どやあ！」

「ううん……きみの言葉の意味はさっぱりわからないけれど……」

　紫が「明石ちゃんと出会えたおかげで、ついにわたしの居場所をこの平安時代に見つけたよ！　もう、残念ポジションとかがっかりヒロインとは言わせない！」と得意満面。

　紫の肩かたに乗ったねこたまが感激のあまり「ご主人さまあ～」と号ごう泣きゆうしはじめた。

「ボクと紫とで後ご鬼きを調伏する。光源氏は晴明のほうへ！　前ぜん鬼きには晴明とて単独ではかなわない！　晴明を助けろ！」

「わかった！　紫を頼たのむぞ！」

「こっちはだいじょうぶ。がんばって光くん！」




　光は身体を反転させ、前鬼の拳こぶしを相手に剣けんをふるっている晴明のもとへと滑り込んだ。

　晴明の息が完全にあがっている。

　全身には、無数の痣あざや傷ができていた。

　晴明と前鬼。霊れい力りよくではほぼ互ご角かく、だが物理的な肉体の力に差がありすぎた。

　前鬼の肉体は、後鬼よりもさらに巨きよ大だいである。

　晴明が霊れい剣けんをかざしても、前鬼の巨大な拳と鋼はがねの筋肉にはばまれて、なかなか斬きり込めない。

「こっちへ来るな。後鬼や有象無象の物ものの怪けどもから目を離はなすな、光」

「でも、晴明が」

「私にかまうな。後鬼の支配から解放された物の怪どもがなにをするかわからぬ！」

「……えっ？」

「先ほどまでは後鬼が物の怪どもを操あやつって動かしていた。今はその力が弱まっている……物の怪どもは暴走する！」

　光が気づいた時には、物の怪たちはすでに葵と六条さんを取り囲んでいっせいに瘴しよう気きを放っていた。

「うふふ。だいじょうぶだよ、ここはこのわたしに任せて～。わが心の闇やみさん、これまでわが一族が藤原家に受け続けてきた受じゆ難なん迫はく害がい屈くつ辱じよく恥ち辱じよくの数々を思いだして～。その怨おん念ねんを今こそ爆ばく発はつさせるんだよ～♪」

「ちょっとお待ちなさい六条さん。そんな物ぶつ騒そうなものを爆発させたら、藤原家のやんごとなき姫ひめであるこのわたくしが真っ先に倒されてしまいますわ！」

「だいじょうぶだよ～藤原家と縁えんもゆかりもない紫ちゃんたちは助かるから」

「お待ちなさい、わたくしも助けなさいっ！」

　六条さんは「だいじょうぶだいじょうぶ」とほほえみながら、背後の鬼おにを解放して物の怪どもを蹴け散ちらしはじめた。

「藤原家にあらずんば人にあらずと言いたげなあいつらの横暴、落ち目になったわが一族に対する粗そ略りやくな扱あつかい、わたしほどの美び貌ぼうと才能に恵めぐまれた姫が藤原家の生まれじゃないからというだけでいい縁えん談だんすら得られないで毎日毎日『源氏物語』を書いて現実から目をそらし続ける暗黒の日々……しかもその藤原家の姫が、よりによって愛いとしい源氏の君の正妻づら……こんな世界はひどいっひどすぎるうよおおっ！」

　ありていに言って、長年の恨うらみつらみ怨念ねたみそねみを溜ため込んできた六条さんの心の暗黒面は、後鬼と同等、いや下手をするとそれ以上に強かった。

　雑ざ魚こ系物の怪がいくら束になっても、かないっこなかった。

　葵は恐きよう怖ふのあまり卒そつ倒とうした。

　どうやら六条さんと葵さんは安全らしい、と光がうなずいたのもつかの間。

　前鬼の圧あつ倒とう的てきすぎる強さとその巨大な怨念の質量を、そして前鬼と晴明とのあいだにかつて結ばれていた呪しゆの本質を、光はまだ理解しきれていなかった。

　晴明は、あまりにも前鬼と自分との物語が長くそして辛つらいものであるために、そして前鬼・後鬼との開戦が予想外に速かったために、光にその物語をまだ話せていなかったのだ。

　それが致ち命めい的てきとなった。




「前鬼よ、もうやめろ！　お前はこの国を滅ほろぼす者ではなかったはずだ！　お前は、人間とまつろわぬものたちの仲立ちをする者だったのに！」




　晴明は、ついに前鬼の懐ふところへと飛び込んだが、剣を突つき立てる寸前に躊ちゆう躇ちよした。

　言葉で、前鬼の心を動かそうとした。

　甘い！　と後鬼の調ちよう伏ぶくに全力を注いでいた明石が思わず悲鳴をあげた。

　人としての記き憶おくを喪そう失しつしている今の前鬼には、人語は通じないのだ。

　晴明の細い身体からだは、前鬼が吹ふきだした息によってなぎ払はらわれ、本堂の外へと吹き飛ばされていた。

「晴明っ!?」

　光が、はじき飛ばされた晴明へと視線を向けた瞬しゆん間かん。




「きゃあああああ？」




　前鬼の拳が、室内を舞っていた六条さんの影かげを、握にぎりしめていた。

　なんという桁けた外はずれの霊力なのか、と光は目の前で起きている現実に打ちのめされ、驚きよう愕がくした。




「しまった。六条さん……!?」




　六条さんの放った「心の闇」こと鬼の影が、前鬼に捕とらわれて融ゆう合ごうをはじめていた。

「けほけほ。馬ば鹿かな。このような能力まで……六条ほど我の強い者の邪じや気きを取り込めるのか!?」

　晴明さえ予想していなかった、前鬼の異能力だった。

　光が用いる術とも違ちがう。

　光は、邪気をてのひらから吸収して異空間へと捨ててしまうことができる。

　だが、前鬼は六条さんの邪気を自らの体内に取り込み、そのまま自らの血肉に変えてしまえるのだ。

　むろん、これは六条さん自身にとっても完全に想定外であり未知の体験だった。

「あ～れ～。どうしたのかしら、突とつ然ぜん生きる気力が萎なえちゃったよ……わたしなんて、もう、生きていても仕方がない負け犬娘むすめなんだわ……」

　本体から分ぶん離りさせて暴れさせていた邪気をすべて前鬼に吸い取られてしまった六条さんは、しおしおと膝ひざをついてうずくまってしまった。

「……わたしの一族なんて、さっさと滅んでしまえばいいんだよ～……そうだわ、わたしがこのまま生しよう涯がい独身を貫つらぬけば、一族はわたしの代で終しゆう焉えん……いっそ斎さい宮ぐうになって伊い勢せにひきこもってしまいたい……しくしくしく」

　六条さんはやおら足もとに穴を掘ほって、自ら埋うまってしまった。

　六条さん、戦せん闘とう不能。

　放置していればいずれまた怨念がよみがえるだろうが、丸一日は動けないだろう。

「きゃああ。いきなり前鬼さんの背が伸のびて、本堂の屋根を突き破りましたわ！」

　六条さんの桁外れの邪気・霊力をことごとく手に入れた前鬼は、五ご重じゆうの塔とうもかくやという巨大な肉体の持ち主となり、ただ背を伸ばして立ち上がっただけで本堂を完全に破は壊かいしてしまった。

「六条の力を奪うばいとられるとは。最悪だ！　もはや止められぬ」

　立ち上がった晴明が霊剣をかざしてなおも前鬼に向かっていくが、もはや足あし下もとに斬りつけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「これでは心の臓には届かぬ。仮に前鬼の胸へと霊剣を突き立てたとしても、刃やいばの長さが足りぬ！」

「晴明、打つ手は？」

「ともあれ、前鬼を播はり磨まへ向かわせてはならない。なんとしてもこの須す磨まで足止めしなければ」

「わかった、僕が時間を稼かせぐ！　後鬼との戦いで消しよう耗もうしたぶんの体力はほぼ回復している！」

　光が暴れる前鬼の右足に食らいつき、けんめいに気を吸い取ろうとするが、前鬼自身がもともと持っている気だけでも光に処理できる限界を超こえている上に、今はあの六条さんの気までもが融合している。たちまちのうちに身体が悲鳴をあげて吹き飛ばされていた。

　晴明は「もはや前鬼、お前との過去の呪は捨てる。光たちに害を及およぼすのであれば、われらはもう他人であり仇きゆう敵てきだ」と覚かく悟ごを決めて、跳ちよう躍やくした。

「晴明さん、その剣の長さでは胸の骨肉にはばまれて心の臓には通りませんわ！」

　葵が声をあげて、晴明を止めようとした。

　同時に葵は前鬼へと矢を放つが、邪気にはばまれて通用しない。

「紫！　明石！　早く来てくれ！　晴明が──！」




　後鬼と明石・紫の戦いは、なおも続いていた。

　光が晴明の元へ跳とんだあと、後鬼はその人間型の身体を崩ほう壊かいさせはじめた。

　シュウシュウと異音を立てて、溶とけはじめている。

「調伏できたの？　明石ちゃんっ」

「邪気の器うつわだった肉体が壊こわれつつある。あと一押しだ！」

　明石の手元に舞まい戻もどってきた黒化智ち徳とくに紫が触ふれる。

　智徳が奪った後鬼の邪気が浄じよう化かされ、再び赤くなる。

「紫！　きみの力はボクの智徳と相性がいい、抜ばつ群ぐんだ！　晴明は、まるでボクのためにきみを召しよう喚かんしてくれたかのようだ」

「そ、そうかなあ。えへへ」

「どうしてただの人間にこんな特別な力があるのかわからないが、二人で調伏すれば無敵だよ！」

「うう。ついにわたしも平安京の選ばれし戦士だよ、ねこたま！　もう残念キャラとは言わせない！　大事なことなので二度言いました！」

「よかったですな、ご主人さま！」

　赤色を取り戻した智徳を、明石がまたも後ご鬼きへと投げる。

　しかし、智徳の連打によって大打だ撃げきを受け続け肉体を失いはじめていた後鬼は──。




『……オレを滅めつしようとしている者は、お前たちか……』




　肉体の崩壊が直接のきっかけとなって──かつて人間だった頃ころの意識を、取り戻したのだ。

　まだ、真ま名なは思いだしていない。

　ただ、消しよう滅めつの危機に瀕ひんしたことで、自分を守るための「自我」がよみがえったのだ。

　ただ力押しだけでは、紫の力で無限に智徳を使いまくる明石には勝てないと本能的に気づいた後鬼の、最後の執しゆう念ねんとでも言うべきものだっただろうか。




『オレは……なにをしていた……自分が何者だったのか……思いだせぬ……だがオレには、なすべきことが……あったはずだ……！』




「明石ちゃんっ？　後鬼さんがしゃべった!?」

「馬鹿な。真名も取り戻していないのに、どうして──紫、一歩下がれ。ボクの背後に隠かくれて！」

「でも、意識を取り戻したのならば、話せばわかってくれるかも……」

「後鬼は消滅の危機に瀕して自意識を取り戻しただけで、ボクたちと対話できるほどの知性はない！　危険な状態なんだ！」

「ご安心を、ご主人さま！　後鬼の身体は限界ですぞ、ふくれあがりだしました！　爆ばく発はつしますぞ！」

「かえってまずいぞ！　完全に邪気を消し去る前に、今、爆発されたら！」




『そ、そうだ。オレには、なすべきことが……だがオレの身体はもうもたぬ……！』




　バシュウッ!!

　後鬼の巨きよ体たいが、はじけとんでいた。

　接近していた明石と紫めがけて、漆しつ黒こくに染まった形を持たぬなにかが、襲おそってきた。




「うわあ。後鬼さんの全身から、あふれる瘴しよう気きが！　浄化しきれないよう！」

「包まれたっ!?　くそっ、紫だけでも……安全圏けんに……」

「……だ、ダメ……立っていられない……」

「ごっ、ご主人さまあああーっ!?　えいえい、消え去れい怨おん念ねんの記憶を刻み込みし邪気よ！」

　かろうじて、小こ柄がらなねこたまだけが、瘴気の範はん囲い外がいへ逃のがれることができた。

　瘴気に包まれてしまった紫と明石は、手をつなぎながら倒たおれている。




　光や晴明たちは、この間、前ぜん鬼きを相手に戦っていて、背後で後鬼が自爆して紫と明石を瘴気に包んだ光景を見ることができなかった。そのような余よ裕ゆうを、前鬼が与あたえてくれるわけもなかったのだ。










「ううっ……ここはどこだ？　しまった、瘴気が結界になって……ボクたちの魂たましいを取り込んでしまったのかっ？」

「ど、どういうこと？　またしても異世界転送？」

　明石と紫が目を覚ますと、そこは一面、闇やみの世界だった。

「紫、ここは現世じゃない。後鬼の瘴気の中だ！　そしてボクの手元にあったはずの智徳がない！　どうすれば戻ることが？」

「わ、わたしの浄化力で、なんとかなるかな？　えいえい」

　紫がぶんぶんと両手を振ふり回すが、力は発動しなかった。

「この結界の中ではおそらく、ボクもきみも能力を使えない」

「あうう。ねこたまもいないよぅ。ねこたま～、どこにいっちゃったの～」

「ここは、爆発した後鬼が拡散させた瘴気によって作り出されている幻まぼろしの世界だ。さほど広いとも思えない。探そう」

「小さな島程度の広さならいいんだけど」

　闇の中に、羅ら生しよう門もんらしき荒あれ果てた門がぽつり、と建っていた。

　京の都の外れ──物ものの怪けや盗とう賊ぞくたちが横行している、貴族たちに見捨てられた魔ま境きよう。

　一人の女人が、血まみれになって地に伏ふしていた。

　その女人を抱だき上げて号ごう泣きゆうしている貴族の男がいた。

「おおお。妻よ、なぜ私を置いて浄じよう土どへと逝いってしまったのだああああ！」

　男の足下には、小さな姫ひめがちょこんと座っている。

「お前には、こんなに幼い姫が……おお、なぜです。神仏はなぜ、かような残ざん酷こくなまねをお許しになっているのです。命というものが奪われ失われるのならば、なぜ与えられるのですか！」

　男はそれなりに高い身分の貴族で、教養人らしい。

　それが男にとっては悲劇だった。

　男は、ただ現世に生まれてきて、ただ生きて飯を食ってただ死んでいく、そのような境地には到とう達たつできないのだ──今、彼の妻を殺した盗賊たちのように、ただ目の前の高価な衣服を奪いとるために命を奪う、そんな単純な反応だけで生きていくことができない。

（明石ちゃん。ど、どうなってるの？　わたしたち以外にも、結界に取り込まれた人が？）

（なんだよ。この光景は？　都でも播磨でも、追いはぎ盗賊に襲われて殺される者などいくらでもいる。どうしてボクの目の前に、こんな嫌いやな光景が──？）

　明石は頭を抱かかえた。これは後鬼の攻こう撃げきなのだろうか？　いや、後鬼の身体からだはすでに砕くだけ散ったはずだ。

（ではこの瘴気の結界の内側に浮うかび上がっているこの光景はいったい……後鬼の人間としての記き憶おくが結界内で再生されているのか？　つまり、後鬼を怨おん霊りようにした呪しゆそのものなのか？）

（うう。あの親子さんたち、かわいそうだよ）

（紫、あれは幻だ。ほんものじゃない）

（幻でもほんものでも、関係ないよ。あんなに悲しんでいるのに。助けてあげられないの？）

　明石は動けない。

　いつの間にか、金かな縛しばりにかかったように、身体が硬こう直ちよくしていた。

　明石はただ、妻の遺体を抱いて嘆なげき悲しむ男を見ていることしかできなかった。

　紫もまた、同様である。

（このままじゃあのおじさん、娘むすめさんを殺しちゃうよ！）

（ま、待ってくれ紫。この男、どこかで……見たことが……）

　男は、死んだ妻の身体を大地に寝ねかせ、まだ生きている幼い娘を抱いた。

　短刀を取り出し、震ふるえながら娘の喉のどに当てた。

　このまま短刀を横にすっと動かせば、娘は静かに息絶えるだろう。

　殺すか。

　殺さないか。

　男は、逡しゆん巡じゆんし続けた。

「おお、阿あ弥み陀だ如によ来らいよ。私も今すぐに妻を追って浄土に旅立ちたいが、幼い娘を育てて生かさねばならん。この子を殺すことは、私にはできない。最後には必ず死ぬ運命なのだから今ここで殺しても同じだ、かかる浅ましき地じ獄ごくの生を終わらせて浄土へ旅立たせてやることこそが娘の幸福、とはどうしても思えないのだ！　たとえ理り屈くつはそうであっても、私の心が納なつ得とくできん！」

　そして、叫さけんだ。

「神や仏から見ればわれわれ人間など塵ちり芥あくたのごとき存在にすぎぬであろうが、われら人間にも魂がある！　心がある！　この心ゆえに、われらは苦しまねばならぬ！　心こそが、怨念を生み、怨霊となり厄やく災さいをもたらすのだから！　いっそ犬いぬ猫ねこのように天地と一体となってなにも考えずにただ生きるために生きたいが、それができぬゆえに……生きる限りなにかを失い続け心を傷つけ続けるがゆえに……人間の魂は、怨霊となり鬼おにとなるのであろうか」

　男は、そこまでつぶやくと、こんどは狂くるったかのように笑いはじめた。

「おお、おお。あなたさまは、住すみ吉よし明みよう神じん？　私の問いに答えてくれるというのか？　わが娘の命に、生きる意味を与えてくれるというのか？　ありがたい……かたじけない！」

（明石ちゃん？　おじさんは……ど、どうしたの？）

（きっと幻げん覚かくを見ているのだろう。神の姿を見みい出だしたのかもしれない。救われるために……悲しみと絶望のあまり、わが娘の命を奪うばおうとしている自分を止めるために）

（救われるために、幻覚を？）

（ああ。神仏とは、そうやって生まれたものなのさ。もともとは神も仏もみな──人間だったんだよ。強きよう烈れつな生き様を残した人間の意思は、肉体が死しても強烈な呪を残す。その呪を、後世の人間は神や仏と呼んで救いを求める。あるいは、その呪を祟たたり神や怨霊としておそれる。あの男の前に降臨しているであろう神さまも、また、かつてはあの男同様に苦しみ続けた人間のなれの果て、呪さ──）

　男は、はっきりとした口調で、こう言った。

　男の瞳ひとみは、もはや絶望から脱だつしていた、希望に満ちあふれていた。

「『娘とともに播はり磨まへ行け！　そなたの娘はやがて、源光という金色の後光を備えた高貴な男と出会うであろう』」

　これって、と紫が声をあげた。

「『それが娘の運命！　そなたの娘と源光は、この世を救う救世主を生みだす！』」

　そうだ、間ま違ちがいない。ボクの親父おやじだ、この幻の世界はボク自身の記憶を再現しているんだ、と明石は身を震わせながらうつむいていた。

（親父は、母上を失った衝しよう撃げきから、神がかりになってしまったんだ。住吉明神の夢を見た、ボクを連れて都を去り、西の彼方かなたの播磨へ行けと命じられた、と……ボクは神がかりから抜ぬけられなくなった親父を人間の世界に連れ戻もどしたくて、陰おん陽みよう師じになった。物の怪や妖よう怪かいに対して遺い恨こんはないが、彼らがもたらす怨念と厄災を、人間の力で祓はらえることを示さなければ。ただの人間が、神仏の力を借りなくても陰陽道を技術としてきわめることで、世界の闇を振り払はらえることを、この世界によどむ呪を打ち払えることを、証明するために。そのためにボクはずっとずっと、修しゆ行ぎように明け暮れて──）

（明石ちゃん）

（……だが結局、親父の世迷い言だったはずの運命が、こうして実現している。ボクがやってきたことは無む駄だだったんだろうか）

（無駄なわけないよ！　明石ちゃんはただの人間でありながら、前鬼さんと後鬼さんを調ちよう伏ぶくしようとしている！　世界を救えるよ！　その時、明石ちゃんのお父さんにとりついてる妄もう想そうは──夢物語は──ほんとうになるんだよ！　明石ちゃんが生きることに意味があったって、お父さんに証明できるよ。それこそが、お父さんのほんとうの願いだよ！）

（……紫。きみは、優やさしいな。人間を憎にくむこと甚はなはだしいあの道満がきみを殺せなかった理由が、わかった）

（明石ちゃん。現実の世界では、光くんたちが前鬼さんと戦っている！　結界があるということは、後鬼さんの邪じや気きだってまだ残っている！　この結界から出よう！）

（ああ。だが、どうすれば──）

　プシュウウッ！

　闇に染まった大地に、長い長い亀き裂れつが入った。

　二人の金縛りが、解けた。

　肉球のような小さな丸い手が、亀裂のあいだからむりむりとねじ込まれてきた。

『ご主人さま、明石どの！　それがしがお助けに参りましたぞ！　さあ、この大地の裂さけ目のあいだに！』

「ねこたま！」

「おい。お前、ただの猫の幽ゆう霊れいじゃないな？　後鬼の邪気が作った結界と現世の境目を引き裂くだなんて、よくもこんな強引なこと……」

『たまには人外の力も借りなされ、明石どの！　それがしも明石どのの悲しき過去を拝見してしまいましたぞ、うるうるうる』

「ちょ。てめえ隙すき間まから覗のぞいていたのか！　死ねやボケ！　げしげしげし」

『にゃふううっ!?』

「うわあ。ねこたまを蹴けり出したら亀裂がふさがって脱だつ出しゆつできなくなっちゃうよ明石ちゃんっ！」

「そうだった！　小こ柄がらな紫から先に入れ！　結界内にボクたちを押しとどめようとするなにかが襲おそってくるかもしれない」

「わかったよ！　明石ちゃんも急いで！」

「……ひっ？　なんか来たあ！　紫、急げ！」

　ズズズズズ……。

　闇の中から、言葉では形容できない「なにか」が、二人の足あし下もとへと這はい寄ってきた。

「なんだあああっ？　これもまた、誰だれかの記憶にとどまっている呪なのかっ？　後鬼のやつ、どうしてこんな気持ち悪いまねを……力と力の勝負では勝てないと悟さとって、ボクたちの心を攻せめに来ているのかっ？」

「明石ちゃん、なになに？」

「いいから脱出しろっ！　振ふり返るな紫！」

　裂け目に紫の身体を押し込みながら、明石は脂あぶら汗あせを流し続けている。

　背後に、どんどん「なにか」が迫せまっている。

　振り返れない。

　振り返って、それを直視したら、間違いなく自分は死ぬ──そう、直感していた。

『…………』

「なにか」は、無言だった。

　だが、明石はその「なにか」から、息づかいを感じる。

　自分の首筋に、冷たい息が吐はきかけられているのがわかる。

　どんどん近づいてくる「なにか」の感情が、明石の身体と魂たましいを凍こおりつけようとしている。

　怨おん念ねん。

　悲しみ。

　絶望。

　呪。

　生まれてきたことそのものへの、怒いかりと憤いきどおり。

　後こう悔かい。

　世界そのものを無かったことにしたいという、どうしようもない衝しよう動どう。

　心の痛み。

　喪そう失しつ。

　生きる意味を見つけたと思った瞬しゆん間かんに、永遠に奪い去られた。

　なぜ世界は、すべてを失って敗北すると定められている命を、生みだすのか。

　なぜ。

　こんな世界だったら。

　ほんとうにほしいものを手に入れられない命だったら。

　いっそ。

　はじめから。

　なにもかも──。

「こ、こいつはやばい！　この世界のものじゃない、智ち徳とくを持たない今のボクがどうこうできる相手じゃない！　紫が現世側に抜けたら、ボクも裂け目を通れる！　逃にげるぞおおお！」

　明石は少しでも時間を稼かせぐために袂たもとに入れてあった珠たまからまた智徳を作ろうとしたが、やはりこの結界内では陰陽道の術はいっさい使えないらしい。

「なになに？　なにを見たの、明石ちゃんっ？」

「ボクはなにも見ていないっ！　見たらその瞬間に呪のろい殺されるっ！　急いでくれ紫！　うわああ、足首をつかまれたあああああっ!?」

「うへえ、やっと抜けたっ！　ふいいい～」

『明石どの、それがしの手につかまりなされ！　むううううん！』

　明石は思った。

　ボクじゃない！　ボクの記き憶おくに、こんなものは存在しない！　では、誰の記憶なのか？　この瘴しよう気きの結界に取り込まれた者の記憶に違いない！　後ご鬼きか？　ねこたまか？　それとも……？　まさかこの記憶は、見ただけで呪い殺されるに違いないこのおそろしい闇やみは、まさか。ああ、まさか……。

「紫！　前ぜん鬼き調伏のほうに力を貸してやれ！　後鬼の邪気はボク一人でどうにかなる！」

「わかったよ！」







　晴明と光たちが、前鬼に追い詰つめられていたその時。

「もう、この紫さまが突とつ然ぜん式しき神がみとしての能力に覚かく醒せいして前鬼を倒たおすしかないみたいだね、ねこたま。わたしは明石ちゃんから、闘とう志しを受け取ったあ！　真のヒロインはこういう土ど壇たん場ばでやってくるものなんだから！」

　後鬼の邪気の結界を抜けだし、満を持して復帰した紫が、「あーれーおやめくだされ、そのように都合よくことが運ぶ道理はございません」とあわてるねこたまを振り切り、前鬼の足下へと駆かけ寄っていった。

「えっ!?　待て紫、そいつに近づくな！　危ないっ」

「こういう時くらい、わたしが光くんを守らなきゃ！　これがわたしの最終奥おう義ぎ!!　『錬れん金きん純化の宴うたげ～ジ・ゴールド・エルサルバドル～』!!　おおお、燃え上がれわたしのハート!!」

　紫の身体からだが、真っ赤に燃え上がった。

「あちちあっち！」

「わーっ紫、火を消すんだ！」

「えっまさか。この期ごに及およんで、紫が式神として覚醒？」

　宙を舞まいながら、晴明が驚きよう嘆たんの声をあげた。

「ぬおおお。燃えるわ、魂があらぶって燃えてきたわ！　服も燃えているけれど今のわたしには無問題！　食らいなさいッ『錬金純化の宴～ジ・ゴールド・エルサルバドル～』!!」

　足下から紫、宙から晴明の同時攻こう撃げき。

　前鬼は。
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　雄お叫たけびをあげながら、二の腕うでで晴明の剣けんを受けた。

「ちっ」

　宙ぶらりんになった晴明が剣を抜こうとあがいている隙すきに。

「グオオオオオ！」

「きゃあああっ？　効いてないよお？」

「まずい。紫はたしかに、邪気を浄じよう化かできている……だが、あまりに前鬼が放つ邪気が強すぎる！　紫、早く逃げろ！」

「せ、晴明ちゃん……！　あっ？」

　前鬼はもう一本の腕を足下へと伸のばして、紫の身体をつかみとっていた。

　紫の放つ炎ほのおが前鬼の腕に燃え移った。

　激しく燃えている。

　しかし、紫の放つ炎によって邪気を浄化されながらも、前鬼は痛みを感じていない。いや、肉体が焼ける痛み以上の怒りが肉体の感覚をも支配していたのだ。

「うわああっ？　紫？」

「光くん、ごめん……つかまっちゃった……」

「あきらめるな！　殺すつもりはないみたいだ！　今、助けるっ」

　光は再び前鬼の足下へとりつこうと駆けた。

「光、まずいぞ。こやつは紫をよりしろとして、この場で己おのれの真ま名なを取り戻もどすつもりだ！　紫はさまざまな物ものの怪けや怨おん霊りようのよりしろになれる体質を持つ──播はり磨まに眠ねむる、『真名を教える物の怪』が、紫を通じて瞬しゆん時じに引き寄せられる！」

　霊れい剣けんを引き抜ぬいた晴明が、再び宙を舞い、前鬼の額を狙ねらう。

　だが、前鬼が口から放つ暗黒の瘴気が、晴明を自在に動かさない。

「これはさっき吸収した六条のぶんか……くっ、強すぎる……いかん、生きていく気力が萎なえてきた……」

「待っていろ、紫！　後鬼が残した瘴気は片付けた！　ボクも加勢するっ」

　明石が息も絶え絶えに紫救出へ加わろうとしたが、すでに後鬼の調ちよう伏ぶくによって力を使い果たしていた。

　紫が浄化した赤智徳は、後鬼を調伏する際に再び黒化して使えなくなっていた。

　そして。

『わが真名を取り戻したぞ、安倍晴明』

　紫を握にぎりしめたまま、前鬼がはじめて、人語を口にした。

　いや、巨きよ大だいな鬼と化している前鬼自身の声帯は、もう人語のような複雑な音を発することができない。

　紫だ。

　紫の喉のどから、前鬼の言葉が発せられているのだ。

「紫と気を連ねているのか！　光に匹ひつ敵てきする式神である紫をよりしろとして、『真名を教える物の怪』を播磨より呼び入れたか！」

　晴明が絶望の声をあげた。

「晴明さん、どういうことですのっ」

「ご主人さま、今ねこたまがお助けいたしまする」

　ねこたまは「それがしの前歴は唐から天てん竺じくにその猫ねこありと呼ばれた大妖よう怪かい、後鬼の瘴気が築いた結界さえ力ずくで割ってみせるほどの剛ごうの者。ひとたび本気を出せば前鬼とて敵ではありませんぞ。しょせんは日ノ本限定のご当地物の怪ですからな」と吠ほえながらむくむくと巨大化し、正面から前鬼とタイマン勝負を挑いどんだ。

　が、デコピン一発で撃げき沈ちんした。

「あーれー」

　紫に懐なついて癒いやされているうちに闘とう争そう本能を失ったらしい、と光は思った。

「ああ。ボクが後鬼の結界内で見たあれは、やっぱり……紫の内面に広がる『空』は青空じゃない。暗黒の闇やみ夜よだったんだ……」

　明石もまた、打つ手がない。

　明石は先程、天てん真しん爛らん漫まんな紫の内側に、なにかおぞましい怨念が秘められていることに、うすうす感づいていた。

　この時、明石が抱いだいていた疑ぎ惑わくが、確信に変わった。

「どういうことだ、明石？」

「晴明、そして光源氏。紫は──ありとあらゆる怨霊、物の怪、妖怪どもに慈じ愛あいの心を抱くことができる。彼女は、あらゆる物の怪どもから愛される存在なんだ。それは──紫自身が──救われない怨念に染まっているからなんだ」

「紫が？　怨念に？　そんなはずは──」

　光には、明石がなにを言っているのかまるで理解できない。

　では、道満が紫に並々ならぬ好意を抱いているのも……と晴明は声をあげた。

　そして、事態は、最悪の時を迎むかえた。

『そうだ。思いだしたぞ、安倍晴明。わが真名を、人であった時代のわが過去を。わが怨おん念ねんの強さは、しょせん太だ宰ざい府ふで餓が死ししたにすぎん菅原道真どころではないわ』

　紫自身の声とはまるで違う。男なのか女なのかも判別できない声だった。

「明石。播磨に到とう達たつせぬうちに」

「晴明。前鬼は、完全体になってしまった」

「菅かん公こうをはるかに上回る怨念に、人としての意思と理性が宿った」

「その意思と理性もまた、いずれ怨念に乗っ取られ制せい御ぎよされる！　その霊剣を用いても、もう封ふうじることはできない。たとえ心の臓を貫つらぬいても」

「霊剣のほうが砕くだけ散る！」

　二人の天才陰おん陽みよう師じにも、もはやなすすべがない。

「……私のあやまちだ。孤こ独どくに倦うんだ私が、ただ光と再会したいばかりに、光を召しよう喚かんしたために……もう一人の空の属性を持つ式神をも召喚した。紫を。『光』を呼べば、その反対のもの、『闇』もまた召喚されるという単純な事実に気づかなかった！　そのあやまちが今、この国を滅ほろぼそうとしている」

　光は、晴明の心が粉々に砕け散ろうとしていることに気づいた。

　僕と晴明が結んだ呪しゆが、このような結末を迎えるものだったと、光は認めなかった。

　紫を守るという呪が、ここで途と切ぎれて偽いつわりだったという結末を見ることも、認めなかった。

　すでに完全体となってしまった前鬼に突とつ進しんし、その邪じや気きを吸い尽つくそうとした。

　そのような無む謀ぼうをやれば、自分自身の肉体が砕け散ることもわかっていた。

　間ま違ちがいなく、吸い尽くす前に死ぬであろうことも。

　それでも、光は、紫と、そして晴明とのあいだに結んだ呪を守りたかった。

　今ここでなにもせずにあきらめてしまえば、自分はもはや自分ではなくなる、と知っていた。

「晴明。きみに罪はない。孤独に倦むということは、生きていないのと同じだ。人として生きるということは、誰だれかと呪を結ぶということなんだ。きみに会えてよかった」

「……光？」

「前鬼。お前がどんな怨念を持っていようが、晴明や紫をお前の物語に巻き込む権利などない！」

　光さんおやめになって！　と光の覚かく悟ごに気づいた葵が止めた、が、「ごめん」と光は振ふり切った。

「紫を、返してもらうぞ！」

　前鬼が拳こぶしで握りしめている紫のもとへ、光は跳ちよう躍やくした。

　目を閉じてうめいている紫の頰ほおへと、手を伸ばした。

　触ふれる直前に。

　光の意識が、ぷつん、と消失していた。

　どのような攻撃を受けたのかすら、わからなかった。

　決着は、一いつ瞬しゆんだった。

　消えていく意識の片かた隅すみで、紫との呪を守れなかったと光は思った、それだけが心残りだった。










「光。死んではならぬ。目を覚ませ」

「光さん、戦いはまだはじまったばかりですわよっ。なんという無茶を」

「どうしてボクがこいつに血を分けてやらなきゃならないんだよっ」

「おお。まさに奇き跡せきですぞ、光どのの意識が戻りましたぞ」

「……どうせわたしなんて……前鬼に力を与あたえるために生まれてきたような愚おろかな娘むすめだもの……もう源氏の君に顔向けできないよ……しくしくしく」

　約一名、邪気を奪うばわれていまだに落ち込んでいる者もいたが、光が目覚めると晴明たちが枕まくら元もとにはべってくれていた。

「……生きている……どうして」

「心の臓は止まり、気は涸かれはてていた。一か八かで明石の血を注いだ」

「明石の血を？」

「やむを得ん。悔くやしいが、私の血はもう、以前分けた時に限度に達していたから……」

「あのね。この世には血液型というものがあってだね、晴明。血液型が違っていたら僕は終わっていたんだよ？」

「だが、血を入れねばキミはあのまま死んでいた」

「……うう。こんなことを親父おやじに知られたら、いよいよ夫ふう婦ふになれと騒さわぎ立てる。他言無用だぞ光源氏！　恥はずかしい、恥ずかしい」

　献けん血けつってそんなに恥ずかしいことかなあ、と光は首をかしげた。このあたり、現代とは価値観が違うのだろう。

「そ、そうだ。紫は。紫と前ぜん鬼きは？」

「前鬼は紫をよりしろとしたまま完全体となり、都へと戻っていった」

「調伏された後ご鬼きのかわりに、前鬼は紫をずっと手元に捕とらえていなきゃ完全体ではいられないんだよ」

「紫のほうが前鬼のよりしろとして優すぐれていたらしく、六条は放置され、救出できた。それがせめてもの救いだ」

「紫を救いださないと……またか。また僕は、紫を守れなかったのか」

　光は、なにかを思いだしかけた。

　ひどい頭痛がして、そのなにかは、一瞬で消え去った。

「……おかしい。僕が遭そう難なんした紫を救いに行った時の記き憶おく……あの呪はもう、晴明によって解放されたはずだったのに……また、なにかが心の中でひっかかっている。紫の心の中に怨念が隠かくされていたことを知ったからだろうか」

「もしや。あの時にすべてを思いだしたのではなく、封じられたキミの記憶にはまだ続きがあったのではないか、光？」

「思いだそうとすると、頭痛が……また、あの感覚だ」

　でも、あの天真爛漫な紫ちゃんがどうして後鬼の代わりをつとめられますの？　式しき神がみとしての強大な力があるとしても、怨霊に同調するような心の闇やみなどあの子にはありませんわ。闇まみれの六条さんならともかく、と葵が首をかしげた。

「明石が、後鬼の結界内でかいま見たという。紫の心の奥には、闇となった呪がよどんでいる。それも、桁けた外はずれの呪が」

「紫に？　戦いの最中さなかでもちらりと聞いたけれど、なにかの間違いだよ」

「残念だが……結界で見たあれは、やっぱり紫の記憶だったんだよ。ボクも、まさかと思って信じなかった。ボクにもっと現実を直視する勇気があれば……」

　明石が、無念そうに歯を食いしばっている。

「われらは紫の明るさに幻げん惑わくされて気づけなかったが、本能だけで動いていた前鬼は獣けものの嗅きゆう覚かくでそれに気づいたのだろう。むしろ紫は、己おのれの心の闇を浄じよう化かして人としての自分を守るために、浄化の力を手に入れたのかもしれない。キミと紫は、人間でありながら希け有うともいえるすさまじい力を持っているからな……キミたちの世界ではその力はほとんど発揮されなかったようだが、われらの世界では、キミと紫の持つ力はもはや神の力にも等しい」

　晴明が言いにくそうに推論を述べた。

「心当たりはないか、光」

「僕にもない。ただ……紫との記憶の一部を……なにか大切なことを僕は今なお、忘れてしまっているような……この感覚は間違いなく、記憶を思いだすことを身体からだが拒きよ否ひしている時のものだ」

「晴明。光源氏。これ以上須す磨まにとどまっていてももう意味はない。都へのぼって、前鬼を倒たおすしかないよ」

　銛もりを研とぎながら、明石がつぶやいた。

「もっとも、倒す方法は、もうないと思うけどね。それでもボクは上じよう洛らくする。親父が信じている予言のためではないよ」

「わかるよ。陰おん陽みよう道どうの技術で人の命を救うため、そして紫を取り戻もどすためなんだね、明石……きみはほんとうは誰よりも心の優やさしい子なんだ」

「ちちち違ちがうっ、この明石さまの名を都にとどろかせるためだっ！」

「うわああごめん！　悪かった！　絶対に智ち徳とくを投げるな！」

「うーん。上洛してもボコられて完敗したら、悪名がとどろくだけだよ～？」

「ふん。戦っても戦わなくてもこの国は滅びるさ。よろしい、ならば上洛だ。都人どもにこのボクのたぐいまれな美しさと有能さを知らしめるだけでじゅうぶんだ」

「明石さん。あなたはたしかにまずまずの素材ですけれど、わたくしのように姫ひめらしい礼れい儀ぎ作法を学んだほうがいいですわよ？　今のままでは山やま猿ざる扱あつかいされますわよ、おーほほほ」

「なあ晴明。この雌め牛うしみたいな乳を持った女を、銛で刺さしていいか？」

「葵とていざという時の生いけ贄にえくらいにはなる、やめておけ」

「ちょっと晴明さんっ？　わたくしの存在意義ってそんな程度のものでしたのっ？　むきいいいいっ！」

「いつもの冗じよう談だんさ。少しは慣れろ」

　光は「うぐぐ」と歯ぎしりしながら、上体を起こした。

　少し動くだけで、全身の骨と肉がばらばらになってしまったかのような激痛が襲おそった。

「……紫の心に、前鬼と共鳴してしまうような闇の部分があったなんて。まるで気づけなかった。兄貴分である僕が愚かだったんだ」

「光さん。せめてあと一日は寝ねていないと、無茶ですわ。こうしてかろうじて生きていることじたいが奇跡のようなものですのに」

「一日遅おくれればそれだけ都の崩ほう壊かいがはやまる。前鬼が朝ちよう廷ていに対してどのような恨うらみを抱いだいているにせよ、都に生きる人々には罪なんてない。僕はもう迷わないし、止まらない」

「それはそうですけど、都には叡えい山ざんを束ねる良りよう源げんさんや陰陽師の賀茂保憲さんがおりますし、新たに即そく位いしたお若い帝みかども英えい邁まいなお方ですわ。たちどころに滅ぼされるような都ではありませんわよ」

「……いや。急いだほうがいい、葵。光が失しつ脚きやくした過程を考えてみろ。芦屋道満と朱す雀ざく帝ていは、もしかしたら……」

「えっ？　帝が？　どういうことですのっ？」

「……かつて、お前の一族・藤ふじ原わら摂せつ関かん家けにも、いただろう。藤原家が朝廷を支配し、まつりごとが汚お職しよくと堕だ落らくにまみれている現状に憤いきどおった若者が。朱雀帝は、もしかしたらあの者の再来かもしれん」

　晴明は、辛つらそうに言葉を濁にごした。

「まあまあ。わが藤原家に？　もしかして瀬せ戸と内うちの海かい賊ぞく大将軍となって謀む反ほんを起こした、藤ふじ原わら純のすみ友ともさんのことですの？　あの朱雀帝が、純友さんと同じことを企たくらんでいるとっ？」

「仮にも時の帝その人が朝廷転てん覆ぷくを企む謀反人だなどとはさすがの私ですら言いづらいが、光の失脚の経けい緯いを振り返って冷静に考えれば、そうとしか思えぬ。藤原純友がそうであったように、朱雀帝もまた芦屋道満と通じているのだ。そう考えれば光がなぜ失脚したか、どうして朧おぼろ月づき夜よとの逢おう瀬せの現場を朱雀帝や右大臣、弘こ徽き殿でんたちが都合よく押さえられたか、説明がつく」

「そうだ晴明。朱雀くんからの密命を受けた僕は、その密命を遂すい行こうする途と上じようで朧月夜と出会い、伏ふし見み稲いな荷りへと誘ゆう導どうされて前鬼と後鬼を解放してしまった。そこに朱雀くんたちが。朱雀くんと朧月夜、つまり道満は」

「……朝廷転覆をはかる、同志だ」

　葵が「まさか」と震ふるえ上がった。

「かつて坂ばん東どうで帝てい室しつの血をひく平たいら将の門まさかどが、瀬戸内の海で藤原摂関家の純友さんが同時に反乱を起こして朝廷を潰つぶそうとしたことはありましたわ。でも、よりによってまさか帝ご自身がそんな。自ら滅ほろびの道を選ぶだなんて。まさか。動機がありませんわ！」

　明石が「後鬼に聞いてみれば、なにかわかるかもしれない」とつぶやいた。

「明石さん？　後鬼さんは調ちよう伏ぶくしたのではなくて？」

「調伏したさ。だが、紫の力でほぼ浄化された魂たましいのかけらを、智徳に封ふう入にゆうして残しておいた。そもそも後鬼が抱く怨おん念ねんは、前鬼ほど巨きよ大だいなものではなかったからね。後鬼は怨念を飲んで都の軍勢に討うたれたのではなく、破は壊かいの道の途上で考えを変えて自ら滅ぶ道を選んだのだから」

「ひい。後鬼さんをあなたが持っていますのっ？」

「後鬼。いや、藤原純友。都へと向かう途上で、語ってくれないか。ボクの師し匠しようとなにを語らい、なぜ海賊となって朝廷を転てん覆ぷくさせようとしたのか。そして、前鬼の正体について」

　明石が、智徳を投げて床ゆかにぶつけ、爆はぜさせた。

　ゆらり、とうら若い貴公子の姿が、明石の背後にあらわれた。

　幽ゆう体たいであった。

　涼すずやかな目元、整った顔立ち、どこか朱雀帝に似ている。

「きゃああああ。このお方が、藤原純友さん？　あなたが謀反したおかげで藤原家は危ないところでしたのよっ」

　藤原純友の幽体は「こうして今しばらく現世に魂をとどめてくれたからには、明石よ。お前の命に従わねばならないな」と微び笑しようしている。

『まだオレにはやり残したことがあるしな……だが前鬼について語るということは、そこの安倍晴明の過去についても語るということになるの。いいのか？』

　晴明が「かまわぬ」と胸を張って答えた。

「光を、なにも知らせぬままに再び死地に立たせるわけにはいかない。私が、臆おく病びようだったのだ……」

『生前の前鬼は知らなかったのだ。この世界の秘密をな。明石も道満も、まだ気づいてはいないだろう。だがオレは、人間であった頃ころに、その晩年に、この世の理ことわりを見てしまった』

　純友が、また笑った。

「この世の理？　つまり、諸しよ行ぎよう無む常じよう、ですわよね？　それくらいわたくしでさえ知っていますわよ。それとも、今の時代はすでに仏教によって人が救われることのない末まつ法ぽうの世だと？」

「待まて。この世界の秘密、だと？」

「陰陽道にも、そのような隠された知識はないよ」

『ふん。明石、お前には結界内でこの世界の秘密を解く手がかりを見せてやったと思うが……まあいい。都へ大船団を率いて攻せめ上る途上、この目で見てはならぬ真実を見てしまったオレが、直接に語ってやる。オレに残された気は少ない。もうあまり長くは顕けん現げんしていられぬが、都へ着くまでには、語り終わらねばな』

　それで、なぜオレが朝廷転覆の野望を放ほう棄きして自ら滅びることにしたかも、前鬼のごとき悪あつ鬼きになりきれなんだかもわかる、と純友は言った。

『光源氏とやら、わが一族の娘むすめにはとうてい理解し得ぬ話をこれからオレは語る。だが、この世界の外側から来た上に、この世界の神と人である晴明と明石の血をともに身体に入れたお前ならば、自らの目で見ることができるようになるかもしれぬ。それが見えた時、混乱し迷わぬよう』

　明石が「きみはもう消える寸前だ、話を急いでくれ！」と純友をせかした。

「とにかく前ぜん鬼きを調伏しなくては。先に教えてくれ。前鬼の正体は誰だれなんだい」

　光の問いに、純友は答えた。

『仕方あるまいな。死して鬼おにとなってもなおオレと対ついで行動していたのだから、見当はつくだろう？　オレが瀬戸内の海を暴れまわり都を攻めようと淀よど川がわをさかのぼっていたまさにその時、坂東八州を奪うばいとって新皇に即位した稀き代だいの大謀反人、平将門さ』

　平将門……と光は身み震ぶるいしながらその名を繰くり返していた。

「僕の暮らしていた時代でもなお、平将門は祟たたり神として畏い怖ふされ続けていた！　学問の神さま・天神さまとして親しまれていた菅原道真以上の大怨おん霊りようだ！」

　無む謀ぼう探検隊を結成してあちこちの心しん霊れいスポットを巡めぐっていた紫につきあわされてきた光は、平将門と聞いただけで震えが止まらなくなる。

　光は横浜育ちの関東人である。

　現代の関東においても、平将門は四谷怪かい談だんの「お岩さま」と並び、人々に畏怖されている。

　今まで光は紫から、将門にまつわる怪かい異いな都市伝説をいろいろと聞かされてきたし、実際に紫と連れだって将門関連のスポットを何度も訪おとずれている。

『高層ビルが建ち並ぶ現代日本の首都・東京の大おお手て町まちに到とう着ちやくしました！　ほらほら。今でも大手町のオフィス街のど真ん中に将門の首くび塚づかがあるんだよ。首塚を動かそうとすると、次々と関係者が倒れて死んでいくので、移動できないんだよ』

『日本の古い迷信などなんとも思っていないアメリカ軍が東京を占せん領りようした時ですら、首塚には手を触ふれることができなかったほどだよ。あれ光くんもしかして信じていない？　それじゃ軽くこの首塚を蹴けってみようか？　え、ダメ？　やっぱり怖こわがってるんじゃーん』

『東京を守護するこの神かん田だ明みよう神じんもまた、将門を神として祀まつっている神社なの。神田明神以外にも、東京には将門にかかわる神社が無数にあるの。東京にとって将門は大怨霊であり、同時に東京を守護する御ご霊りようなんだから。平安時代の京の都で、祟り神の菅原道真が御霊として祀られていたのと同じだね』

『ここがおのぼりさんの聖地・東京タワーでーす！　将門が謀反を起こした常陸ひたちは偶ぐう然ぜんか必然か、東京から見れば鬼き門もん、丑うし虎とらの方角にあたるの。東京の中心部にある皇居から丑虎の方角にかけては、この東京タワー、そしてその先にはスカイツリーという天空へ伸のびる巨大な塔とうが一直線上に配置されているんだよ。もしかしたら、現代のタワーは鳥居のような結界なのかもしれないねっ。そう考えると、東京や横浜の湾わん岸がんにどんどこどんどこタワーマンションが建てられる理由もわかるんじゃない？　あれはぜんぶ、外から怨霊やらなんやらが入ってこないようにするための結界なんだよ』

『わたしたちが暮らしている横浜のみなとみらいもそうだよね。海辺にぽこぽこタワーマンションを建てるのもね、きっと海の向こうから来るものに対する結界なんだよねっ。え？　ただの津つ波なみ対策だって？　海辺に高層ビルがあれば津波が来ても防ぼう波は堤ていになるからだって？　光くんって、そうやって斜しやに構えててつまんないよねー。ロマンがないよねー』

『東京のような国際的な大都市にはさ、海だけでなく、空に対する結界も必要だよね。空港には必ずいわくつきの鳥居があるでしょ？　というわけで横浜から京けい急きゆうで一本で行ける羽はね田だ空港に到着しました！　ほら。ここにも、どういうわけか巨大な穴あな守もり鳥居がどーんと立ってるじゃない？　この鳥居もねえ、将門の首塚同様アメリカ軍ですら撤てつ去きよできなかったんだよ。アメリカ軍のパイロットたちが、滑かつ走そう路ろを走る狐きつねの群れを目もく撃げきして震え上がっちゃったんだって。戦争に負けてもなお、お稲荷さまがアメリカ軍からこの国の土地を守ってくれていたんだね』

『東京から見た鬼門の方角に強引に建設した成なり田た空港もまた、空に対する結界なのかもね。でも、その成田空港の建設が大もめにもめた理由のひとつが、建設予定地内にある東ひがし峰みね神社の存在だったらしいよ。東峰神社とカチあったので建設が難航したとか。東峰神社はもともと航空機事故での犠ぎ牲せい者しやを祀る神社だったんだよ。祀られている人たちだって、この神社を潰して新しい空港の滑走路にしますって言われたら、そりゃあ怒おこるよね……』

『で、話を将門に戻もどすけど、将門はもともと朝廷に謀反しようとしたわけじゃないんだよ。関東の大地主だったお父さんを早くに亡なくして、腹黒い親しん戚せきたちに土地をぜんぶ奪いとられたり都へ追いやられたりしていじめられ続けていたんだよ。それでも将門は人がいいからじっと我が慢まんしていたんだけど、調子に乗った親戚たちに騙だまし討うちを食らって殺されそうになっちゃったの。だからしかたなく戦った。戦えば、将門は無敵の強さを誇ほこっていたから……そうしているうちに将門が謀反を起こしたと都に上じよう訴そされて、朝敵にされちゃった上に、敵方に奥さんや子供まで殺されちゃったんだよ。関東八州を奪って新皇を名乗ったのも、もう独立でもしなければこの国で生きていけないところまで追い詰つめられちゃったからなんだよね。関東の人たちはみんな、将門が悪人じゃないことを知っていたと思うの。だからずっと将門を哀あわれみ、親しんで、祀ってきたんだよね。祟りが怖いから、という理由じゃなかったと思うの』

『当時の関東には、朝ちよう廷ていにまつろわぬ人々が大勢暮らしていたそうなの。もともとこの島に暮らしていた古い種族である土つち蜘ぐ蛛も・国く栖ず・八や束つか脛はぎとか、東北から連れてこられた蝦え夷ぞとか、大陸や半島から渡わたってきた渡と来らい人じんとかね。都の貴族たちは彼らを酷こく使しして利をあげることに夢中だった。関東の大親分となった将門のもとには、そんな虐しいたげられた人々が集まってきたらしいよ』

　どういうことだろう。

　将門の逸いつ話わを思いだそうとすればするほど、紫のあどけない笑え顔がおばかりが浮うかび上がってくる。

（紫は、世界の理から排はい除じよされているものに対して、いつも心の底で深い共感と愛情を抱いだいていたっけ。だから将門をおそれることもなかった。髪かみの毛の色のせいで学校で異い端たん視しされていた僕がいくら紫を遠ざけようとしても、いつもまとわりついてきて、ついには僕の心の壁かべを突つき破ってしまったっけ。あんなに優しい子は、いない……）

　光は、自分が紫を思って落らく涙るいしていることに気づいた。







　第二話　胡蝶




　山やま城しろ国のくに、東西南北を四神相応の地に守られた平へい安あん京きようの都──。

　朱す雀ざく帝ていは深夜にもかかわらずあかあかと輝かがやいている天空を見上げ、「時は来た」と緊きん張ちように震ふるえながら声をあげた。

「安あ倍べの晴せい明めいは前ぜん鬼きを止められなかったらしい。前鬼が完全体となったようだ、道どう満まん」

「そのようね。前鬼は、平たいら将の門まさかどという真ま名なを取り戻した。まっしぐらに都へと飛んでくるわ──かつて俵たわら藤とう太たに首を落とされて京にさらされた時、首だけになった将門は『必ず胴どう体たいを取り戻してもう一戦してやる』と言い残したそうよ。その言葉を今、実行しようとしている」

　朱雀帝の隣となりにはべっていた異形の陰おん陽みよう師じ・芦あし屋や道満は、「接近してくる気は将門だけ。藤ふじ原わら純のすみ友ともは調ちよう伏ぶくされてしまったらしいわね」と、なぜかほっとしたかのような表情でつぶやいている。

「道満よ。いまやこの国も朝廷も、ただ藤原家の一族が私腹をこやすためだけに存在しているようなものだ。すべての土地を国有化すると定めて貴族による私有地の所持を禁じた律りつ令りよう制せい度どは崩ほう壊かいし、藤原家をはじめとする貴族どもは荘しよう園えんと称しようした私有地を次々と増やして民たみを奴ど隷れいのように使し役えきし、苛か烈れつきわまる収しゆう奪だつを続けている」

　まだ少年にすぎない朱雀帝の心には、汚よごれていない正義感の炎ほのおが燃えていた。

「しかし、荘園で使役される民よりもなお悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうに落ちたままの人々が、この国には無数にいる。まつろわぬものと呼ばれる先住民たち。人であることすら否定され、土つち蜘ぐ蛛もや鬼おにや河童かつぱなどという呪しゆをかけられ、物ものの怪けにされてしまったものたち。芦屋道満、お前もそんなまつろわぬものの血をひいているのだったな」

「ええ。藤原家の一門でありながら瀬せ戸と内うちを支配する海かい賊ぞく大将軍となって都を滅ほろぼそうとした藤原純友、そして帝てい室しつの血をひく平へい氏しでありながら関東八州を武力平定して関東に独立王国を築き、新皇となった平将門。二人の願いはただひとつ。藤原家と貴族たちが作り上げた人とまつろわぬものの垣かき根ねを破は壊かいして、誰もが人として生きることのできる世界を取り戻すことだったわ」

「藤原家や平氏にも、正義をなそうとして立ち上がった先人がいた。ならば、時の帝みかどである朕ちんが立ち上がってはならないという道理はない」

　朱雀帝はこの時、決起した。

　帝おん自らが、朝廷に対してクーデターを決行したのである。

　藤原家を頂点とする都の支配階級──貴族どもから、すべての権力を奪い去る、と朱雀帝は自らのもとに集まった武士たちに告げた。

「武士どもよ、あの血ち塗ぬられた空を見よ。かの平将門の怨霊が自らの予言通りによみがえったのだ。将門は日ノ本最強のもののふである、同じ怨霊でも学者であった菅すが原わら道のみち真ざねのようなわけにはいかぬ。政敵を稲いな妻ずまで焼き殺すだけでは終わらぬ」

　このままでは都そのものが根こそぎ滅ぼされてしまう、だがすでに朝廷が常備軍を廃はい止ししてから長い年月が経たっている、都を将門から守れるかどうかは諸君ら若き武士の働きにかかっている、と朱雀帝は居並ぶ若き武士たちに向けて朗々と演説した。

　平氏に源げん氏じ、みな帝室の血をひきながら藤原家との血けつ縁えんがない、あるいは薄うすいために臣しん籍せき降下させられ、貴族よりも一段身分が低い武士とされて虐しいたげられてきた面々である。

　彼らは、朱雀帝じきじきに檄げきを飛ばされて顔を紅潮させ、激しく感激した。

「われらにお任せあれ」

「このような時、怨霊をおそれて物もの忌いみなどに逃にげる貴族など役に立たぬ」

「かの安倍晴明もいないとなれば」

「今こそわれら武士の力を見せる時ぞ」

　朱雀帝は「将門が都へ到とう着ちやくする前に、朕がすべての権力を掌しよう握あくし将門戦の指揮系統を一元化する。まず藤原の右大臣と左大臣の館やかたを包囲し、彼らの権限を奪うばいとれ。今は国家の非常時だ。この期ごに及およんで己おのれの権益にこだわり朕の独走を阻そ止ししようとするであろう藤原家の連中に、勝手なまねをさせてはならない」と武士たちに命じた。

「お言葉は、もっともです」

「そもそも平将門公が謀む反ほんに及んだのも」

「藤原家が武士を虐げ、坂ばん東どうの民たみを搾さく取しゆし続けたからです」

「藤原家の政敵であった菅原道真公を無実の罪で太だ宰ざい府ふに左さ遷せんし怨おん霊りようにしておきながら、貴族どもはまるで反省しなかった。その結果がこのありさまです」

「道真公や将門公を怨霊におとしめ世を乱したやつらに、今こそ責任をとらせまする」

　武士たちにとって、弓矢をとって藤原家の専制政治に反はん抗こうした平将門は英えい雄ゆうである。

　口々に「藤原一門は朝敵である」と叫さけびながら、いっせいに右大臣の館、そして左大臣の館を包囲した。




「弘こ徽き殿でんよ。いったいどうなっておる」

「父上。館の周囲を武士どもに包囲されておりますわ！」

「左大臣のさしがねか？」

「いえ、左大臣の館も同じく武士に囲まれているようですわ」

「では……まさか帝が？　なぜだ、主上おかみはわが孫。そなたの子ではないか！」

「なにがどうなっているのか。あの子がどうしてこのようなことを。ああ……」

　明け方。

　朝廷の権力を一手に握にぎる藤原右大臣の館に、次々と帝方についた若き武士たちが押し入ってきて、印いん綬じゆその他を差し押さえはじめた。

　朱雀帝は、右大臣の娘むすめ・弘徽殿の実子であり、右大臣にとっては孫にあたる。

　朱雀帝はこれから藤原家をさらに引き立てるはずだったのだ。

　右大臣が太だい政じよう大だい臣じんに進む日もまもなく訪おとずれる、その予定だったのだ。

「われらはだまされたのか。最初から、帝はおん自らによる親政を目指していたのか！」

　熱を出して失神してしまった弘徽殿を抱だきかかえながら、右大臣は「やはり英えい邁まいすぎる帝は不要であった」と後こう悔かいのあまり歯ぎしりした。

「右大臣よ、貴様が国家より奪いとった荘園をすべて返してもらうぞ！」

「この国の土地も民も、藤原家の私物ではない！」

「藤原家の権力独どく占せんにあらがい、国家を改革しようとした英雄たちを──菅原道真公と平将門公を怨霊におとしめた藤原家の罪は重いぞ」

　血気盛さかんな武士たちに部屋の四方を取り囲まれた右大臣は、彼らを一いつ喝かつした。

「なにも知らぬ若造どもめ！　藤原家なくば、この国は立ちゆかぬのだ！」

「黙だまれ、お前たち藤原家が怨霊を生み続け、この国を乱し続けているのではないか！」

「そうではない。この国には怨霊が必要なのだ！　大地に気を供給してくれる御ご霊りようとするために！　なぜならば──すでに都のみならず、この大八州そのものの気が涸かれはてているのだ！」

「つ、作り話だ！」

「この国が滅びつつあることは、帝室にも決して漏もらせぬ秘中の秘であったのだ！　この秘事が漏れれば、朝廷にまつろわぬものどもが必ずや朝廷の転てん覆ぷくをはかるだろうからな！」

「右大臣よ、貴様の言葉が仮に真実だとしても、お前たち藤原家だけでその秘密を隠かくして国の命運を動かそうとしたことこそが傲ごう慢まんだ！」

　騒そう然ぜんとする館に、新手の武士団が押し入ってきた。

「右大臣さま、われら急ぎはせ参じました！」

「右大臣さまに手出しする者は、わが平氏一門の同族とて容よう赦しやせぬ」

「源氏も同じぞ、それっ右大臣さまをお救いせよ」

「こざかしや、藤原の犬になりさがった武士どもめ」

「武士の誇ほこりを捨てたか！」

「平将門公は都で藤原家に犬のように忠実に仕えた結果、藤原家がすべてを支配している朝ちよう廷ていのありように失望して関東で独立したのだぞ！　帝室の末である平氏たるものが藤原の犬になっていいのかっ」

「われらは右大臣さまに忠誠を誓ちかったのだ、ただ右大臣さまを守るために戦うだけだっ」

「かかれっ」

「弓ひけい！」

　右大臣に仕える武士団が、異変に気づいて押し寄せてきたのである。

　右大臣が取り立てた検けん非び違い使しの者たちが、その中心であった。

　帝側の武士団と右大臣側の武士団が、ここに血で血を洗う戦せん闘とうを開始した。

　武士団の中心にいる者たちは、源氏と平氏。

　それぞれ同じ一族でありながら、あるいは親兄弟同士でありながら、敵味方に分かれて戦うことになったのだった。

　矢が飛び交かい炎えん上じようする館の中、右大臣は西の空を見上げていた。

「いかん。平将門がまもなく都へ押し寄せてくる。こんな時に、武士同士を争わせている余よ裕ゆうなどない。帝にだけは、この国の気がすでに涸れはてているという秘事をお教えしておくべきであったか──」

　右大臣にはしかし、なおも勝算があった。

　この老ろう獪かいな政治家は、長年にわたり朝廷の権力を握ってきた、事実上の最高権力者である。

　朝廷における真の権力者とは藤原家なのであり、帝は権けん威いの象しよう徴ちようにすぎない。

　国有地の大部分はすでに藤原家をはじめとする貴族や寺社の私有地、つまり荘園になりはてている。

　武士にとってあこがれの職業である検非違使の人事権も、藤原家が握っている。

　だから、即そく位いしたばかりの若い帝に味方する武士の数などは、限られている。

　現に、今、右大臣の館で繰くり広げている武士団の戦いにおいても、右大臣側が圧あつ倒とう的てきに優勢となっていた。

　数が違ちがうのだ。

　まさに神のごとき強さを誇る将門ほどの大英えい傑けつが参戦するならばともかく、並の人間の武士たちの戦いにおいてはなんといっても数こそが勝敗を決するのだ。

「将門襲しゆう来らいの混乱に乗じてわれら藤原家を失しつ脚きやくさせようとしたのであろうが、帝はまだ若すぎる。それほどの改革をなすには、何十年もかかるであろうに」

　右大臣は（わが血をひく孫を退位させるのはいかにも惜おしいが）と目を閉じた。




　左大臣の館においても、武士団同士の戦いが繰り広げられていたが、こちらではあえなく左大臣側が勝利した。

　朱す雀ざく帝ていが放った武士団のほとんどが権力者である右大臣の館に集中したため、右大臣にいいようにやられて目立たない左大臣の館を襲おそった武士の数はまことに少なかったのだ。

　その上、遊び人で女好きとして風流人の名だけ有名だった左大臣の息子むすこ・藤ふじ原わら中ちゆう将じよう、通つう称しよう「藤原くん」が、この非常事態を前にして突とつ然ぜん、本気を出した。

「俺が本気を出す時がどうやら来たようだ」

　たいてい、こういう台詞せりふを吐はく者は本気を出す前に瞬しゆん殺さつされると相場が決まっているのだが、藤原中将の本気はガチだった。

　藤原中将は恋こい文ぶみを綴つづるために握っていた筆を放ほうり投げて、刀を手にとった。

　日ひ頃ごろへらへらと緩ゆるい笑いを浮うかべて女の子のお尻しりばかりを追いかけている藤原中将を見慣れていた家人たちが、あまりにも人が違ったかのような藤原中将の精せい悍かんな姿に思わず「ひい」と悲鳴をあげたほどである。

「者ども、弓矢をとれ！　身分の別も男女の別もなく戦うのだ、降りかかってくる火の粉は自らの手で払はらわねばならんぞ！」

　その勇ゆう壮そうな指揮官ぶりは、まるで武人だった。

　奥の部屋で「ひえええ」と震ふるえていた左大臣も、わが息子がこれほどの器量の持ち主だったとは知らなかった、もしや能ある鷹たかだったのか、鳶とびが鷹を生んだとはこのことか、とあきれ果てたほどである。

「若君、勝ちました！」

「館を襲ってきた連中はみな、若君の勇姿をおそれて逃げましてございます」

「そうか。これで俺はますます都の女たちにもててもててたまらんことになるな。ふふふ」

「やれやれ。いつもの若君に戻もどった」

「やっぱり左大臣家は、こうでなきゃな」

「者ども、安心するのは早い。敵武士団の主力は右大臣家を襲しゆう撃げきしているはずだ。右大臣は当家にとって政敵ではあるが、西の空を燃やしているあの炎ほのおは明らかに平将門。身内で戦っている場合ではない、今は右大臣家に加勢せねばならないのだ！」

「おおお、若君の本気はどこまでも本気だった」

「そもそも、家いえ柄がらも美び貌ぼうも申し分なし。これで女好きの病気さえなければ、日ノ本の歴史に名をとどめる大英傑にもなれるものを」

「なられても困るけど」

「ヘンに真ま面じ目めに働かれたら、われら家人も忙いそがしくなるものな」

「急ぐのだ。進め！　右大臣家を造反武士団どもから救出する！」

　左大臣家では貴公子も姫ひめも、武芸を趣しゆ味みとして常つね日ひ頃ごろからたしなんでいる。

　妹の葵あおいもそうだった。

　その日頃の鍛たん錬れんが、このような時に役に立った。

　藤原中将は自ら馬に飛び乗り、矢を放ちながら大路を突つき抜ぬけ、右大臣家へと突とつ進しんした。

「まったく、このような時に主上はなにを考えているのだ。志があるのはよい。しかし平将門が襲来する前にこの内乱を鎮ちん圧あつしなければ、都そのものが滅ほろびるぞ！」

　そう。

　藤原中将は、藤原家を守るということよりも、怨霊としてよみがえった平将門の襲来をこそ危き惧ぐしていた。

　帝みかどが親政をしたいならすればよい、藤原家が政治的に滅びてもどうということはない、俺は美しい女人たちを追い求めて風流に生きていければそれで幸せなのさと藤原中将は思っている。

　だがしかし、都が滅びてしまえば風流もなにもないではないか。

「美しい都の娘さんがたを、俺は命に代えても守る！　これぞまさに風流貴公子の本ほん懐かいだああああ！」

　やっぱり女のことでなければ若君は本気にならないんだな、と藤原中将をけんめいに追っていく家人たちが口々にささやいた。

　朱雀帝のクーデターは、この突然本気を出した藤原中将によって阻そ止しされるかに見えた。

　しかし──。

　朱雀帝は、まだ少年ではあったが、右大臣が想像していたよりもはるかに英邁である。

　藤原中将が率いる武士団を、大路の真ん中で待ち構えていた一団があった。

　叡えい山ざんの僧そう兵へい軍団であった。

　率いている者は、良りよう源げん。

　叡山で厳しい修しゆ行ぎようを重ねる仏僧としての禁きん欲よく生活の果てに心のタガが外れて、なぜか幼い紫むらさきに心を奪うばわれている男ではあったが、おそろしいほどの切れ者だ。

　そして、いっさいの私情を挟はさむことなく、まるで機械のように帝の指令を実行する。

「藤原中将どのでしたな。帝は平将門の襲来に備えるため、藤原家からすべての権限を奪いとると決められた。武器を捨て、おとなしく帝に従え」

「ははは。はいそうですか、と貴族たちが承知するはずがないだろう。俺と父上は別にかまわんが、権力欲よくの権ごん化げともいえる右大臣は最後の最後まで抵てい抗こうするさ。将門の到とう来らいまであと数刻。このような内輪もめをしている場合ではないぞ良源」

「そうとも。その、あと数刻で右大臣を屈くつ服ぷくさせねばならんのだよ」

「良源、少しは自分の頭で考えたまえ。こんな火急の時になぜ帝が藤原家を襲撃させたか。あまりにも時期が悪すぎる。おかしいと気づかないか」

「火急の時だからこそ、藤原家襲撃を決行せねばならなくなったのだろう。帝は右大臣家の荘しよう園えんの一部を叡山に与あたえ、私に叡山の僧兵部隊を持たせた時から、いずれは僧兵部隊の力を後うしろ盾だてにしたご親政を考えておられたのだろうが──」

「そこまで理解しているのなら、わかるだろう。安倍晴明がいない今、将門から都を守るにはわれらが一丸となって戦わねばならないと」

「案ずるな、都にはこの良源がいる。生きて人間であった頃の平将門を調ちよう伏ぶくしたのも叡山の法力であるぞ」

「ははは。将門は叡山の呪じゆ詛そごときに調伏されるようなやわな武士ではない。最強のもののふであったのだぞ。思い上がるな」

「思い上がりかどうか、試ためしてみるがいい。私はあくまでも帝のために働くだけだ」

「やれやれ。これだから高こう齢れい童どう貞ていは。話にならん」

「どどどど童貞言うなっ！　清らかな肉体と魂たましいを守っている高潔な僧と呼べっ」

「いいや。良源、お前はただの童貞だ。女人との風流を知らぬから、この期に及およんで人らしき自然な心で動けぬのさ。ははは」

「私とて風流の心くらいあるっ！　だがしかし、それはあどけない幼子に対する純じゆん粋すいな愛である！　いやらしい欲よく望ぼうなど私にはないのだっ！」

「ほう。顔を真っ赤にする貴様をはじめてみたぞ、ははは」

「おのれおのれ。僧兵ども、かまわんから藤原中将を討うち取れっ」

　藤原中将はできる限り良源をおちょくって冷静さを奪いとろうとからかったのだが、良源は触ふれられてはいけないなにかに触れられたらしく、大激げき怒どしてしまった。

　都の往来で、激戦がはじまった。

「しまった。まさかここまで激怒するとは。これだから禁欲生活の長い男はわからん」

「呪のろわしや、ふしだらで汚よごれたエセ風流貴公子め。おおかた年頃の娘むすめだけでなく、あどけない幼子をもかどわかしてあんなことやこんなことをしているのだろう！　許さんっ死ねえええええ！　光ひかる源げん氏じの次はお前が消える番だっ」

「失敬な！　俺は、おっぱいが膨ふくらんだ乙おと女めにしか興味はない！　お前と一いつ緒しよにするなっ」

「黙だまれ藤原中将。そもそも貴様なんぞに愛らしい妹がいることじたいけしからんうらやましい。貴様のその罪、万死に値あたいする！」

「ええい。妹がどうしたというのだ。どこまで禁欲をこじらせているんだ、お前はっ」

「庇ひ護ごすべき愛らしい妹を渇かつ望ぼうしながらついに妹を得られなかったわが無念、誰だれが知る！　誰が知るっ！」

「いかん、この男が叡山で五体に溜ため込んできた怨おん念ねんはただごとではない。俺も本気の中の本気を出さねば、斬きられる！」

「腐くされ外げ道どうがああああ、地じ獄ごくへ落ちろっ」

「くっ。これが数十年にわたり童貞力を溜めてきた密教坊ぼう主ずの力か！　女の子と三日会わねば命の泉が涸かれはててしまう風流貴公子の俺にはこれほどの執しゆう念ねんはない、童貞恐るべし！」

「ええい。その言葉をまだ言うかっ！」

　藤原中将と良源は馬を駆かりながら互たがいに斬りつけた。

　ついに、一いつ騎き打うちがはじまったのである。




　あかあかと燃える天空に巨きよ大だいな鬼おにの影かげがあらわれ、人々は「将門だ」「将門公が戻ってきた」「もうおしまいだ」といっせいに逃にげ支じ度たくをはじめた。

　大路のあちこちが人々であふれ、押し合いへし合いの騒さわぎとなった。

　帝が繰くり出した武士団と僧兵軍団は、勇戦する藤原中将のもとに続々と集まってきた貴族方の武士団を相手に激しい戦せん闘とうを繰り広げていた。

　そんな中、次々と突とつ風ぷうが舞まい、将門に呼応した御ご霊りよう・菅原道真の咆ほう哮こうが大地のそこかしこから鳴り響ひびいた。

　無数の火柱もあがった。

　人々は「こんな時に」「帝と右大臣左大臣が合戦をはじめるなんて」「都をどうなされるつもりなのだ、帝は」と口々に悲鳴をあげた。

　誰の目にも、朱雀帝の真の目的が都の防衛ではなく、むしろ将門による都の破は壊かいを推おし進めることだと明らかになりつつあった。

　しかし、朱雀帝の忠実な部下である良源は、僧兵たちが「これはまずい」「そろそろ停戦せねば危険です」と訴うつたえても止まらない。

「考えるな。われらはただ、帝に与えられた任務を実行するのみだ！　将門が来ればその時は将門もわれらの法力で調伏すればそれでいい！」

「空気を読まない人だなー」

　僧兵たちは呆あきれたが、良源の命令は絶対である。

　腹心の部下として良源を抜ばつ擢てきした朱す雀ざく帝ていの人選は、正しかったと言っていい。

　藤原中将が率いる武士団と、帝方の僧兵・武士部隊、その戦力はまったく互ご角かくだった。

　戦いは、完全に膠こう着ちやくした。

　次々と都を守る結界が破れ、すでに日の光が差し込みつつあるというのに至る辻つじで百ひやつ鬼き夜や行こうがはじまった。

　都は、大乱となった。




　朱雀帝に譲じよう位いして引退していた先の帝・冷れい泉ぜい院いんは、弟である兵ひよう部ぶ卿きよう宮のみやと、妹の藤ふじ壺つぼを自らの館やかたにかくまいつつ、宮きゆう廷てい陰おん陽みよう師じの賀か茂もの保やす憲のりを召しよう集しゆうしていた。

「保憲。もはや叡山の良源との共きよう闘とうは無理であろう。そなた一人で将門を調伏できるか」

　冷泉院の深刻な問いに、あけすけな保憲は「おそらく将門はすでに真ま名なを取り戻していますから、晴明の助けがなければ難しいでしょう。いえ、晴明と霊れい剣けんをもってしてもまず不可能でしょう」とあっさり答えた。

「かつて生身の将門を討てたことすら、信じがたい奇き跡せきだったわけですから。本来は、将門が東国で、純友が瀬せ戸と内うちで挙兵したあの時に朝ちよう廷ていは滅びていたはずなのです」

「あの乱の折には叡山のみならず、賀茂家の当主による調伏も効果絶大であったと伝え聞くが」

「いえ。賀茂家は天空の星を見て東西大乱を予言しましたが、それだけです。当時の将門は生きていたがために、『百足むかで殺し』俵藤太にその首を落とされて肉体を殺されることで止まったのです。しかし怨おん霊りようとなった今の将門はもう、誰にも止められないと思います」

「止められぬのか」

「可能性があるとすれば、対ついの式しき神がみである純友の邪じや気きが感じられないことくらいでしょうか。あの両者の気が融ゆう合ごうすれば、将門は手に負えぬ完全体となります。ですが、将門はおそらく純友の代わりを見つけるでしょう。いえ、すでに見つけているのかも」

「……そう考えるのが順当であろうな」

　小心な兵部卿宮は「もう……終わりだ……」と卒そつ倒とうしたが、藤壺が「いいえ。晴明さんのもとには源氏の君と紫ちゃんがおります」と冷泉院をはげました。

「あの二人はきっと、晴明さんとともに都を救うためにこの世界に呼ばれたのだと、私は思います」

　藤壺は、今はすでに都を追われているあの三人──晴明、光ひかる、紫をなおも信しん頼らいしているようだった。

　冷泉院は「待てよ」と眉まゆをひそめた。

「そもそも帝みかどが都の防衛に絶対に欠かせない晴明を須す磨まへ左さ遷せんした時より、なにかがおかしかった。帝は英えい邁まいであり、晴明の存在こそが都を都たらしめていることを理解していたはず。それなのに一連の帝の動きはあたかも、将門に内応しているかのようだが……よもや」

「おそれながら、主上おかみはわざとかかる混乱を招いているのではないかと」

　賀茂保憲はおそれを知らない。

　堂々と、自分の意見を冷泉院に伝えた。

「そうだ。帝は平将門と藤原純友の遺志を継ついでいるのだ。幼き頃より帝は、自分の身体からだに流れる藤原家の血を嫌きらって荒あれていた。今もなおそうだとすれば、これは容易ならぬ事態だ」

　冷泉院がわが子朱雀帝の真の企たくらみに気づき、「急いで帝てい位いを奪だつ回かいせねばならぬ。幸い、帝位の証あかしである三さん種しゆの神じん器ぎは御ご所しよが菅かん公こうに焼かれた際に持ち出され、まだこの冷泉院の館にある」と立ち上がったその時。

「朱雀帝がお越こしです」

　帝位の証しである三種の神器を奪いとるべく、朱雀帝と芦屋道満がじきじきに冷泉院の館へと乗り込んできた。

「しまった、遅おそかったか」

　冷泉院と朱雀帝。

　父と子は、二人の陰おん陽みよう師じ──賀茂保憲と芦屋道満をそれぞれのかたわらに侍はべらせながら対たい峙じした。

「父上、いや冷泉院。朕ちんは、御所の再建が完成するまで三種の神器をここに預けていたはずです。その神器を、今こそ──」

「朱雀帝よ、平将門を目覚めさせて朝廷を滅ほろぼそうとしているそなたに三種の神器は渡わたせぬ。帝位はしばし、返してもらう」

「おや。すでにお気づきでしたか。そこの賀茂保憲が知ち恵えを貸しましたか」

「なぜだ。大化の改新の故事にならい、藤原家を排はい除じよし民たみのための親政を志そうというのであれば、父として協力せぬこともない。しかし朝廷そのものを滅ぼしてどうしようというのだ。まつりごとなしに民草の安あん寧ねいな暮らしが保てると思っているのか」

「いえ。腐りきった朝廷を内部から改革できるのならば、将門と純友が乱を起こした際にできていたはず。その機会はもう失われた。朕は、すべてをいったん無に還かえします」

「そなたは、国を滅ぼすというのか？」

「その通りです。藤原家による専制支配、まつろわぬものから人の名を奪うばい物ものの怪けへとおとしめた朝廷の存在、同じ国に暮らす民が人と物の怪とに分断されて互いに憎にくみ合い争い合うように仕向けられてきた血ち塗ぬられた歴史、それらすべてを玉石ともに砕くだきます」

　そなたはまさしく藤原純友の再来だ、と冷泉院は嘆たん息そくした。

「藤原純友は藤原家の人間でありながら自らの一族による専横を心底憎んでおったという。純友は右京のことごとくを焼き払はらい、摂せつ津つの淀よど川がわを大船団で遡そ上じようし、朝廷を滅ぼそうとしたという」

　朱雀帝に侍っている道満の姿を見つめながら、賀茂保憲が「さすがにあたしにも予想外だったわね」と笑った。

「まさか時の帝が、芦屋道満と結けつ託たくしていたなんてね。西国で乱を起こした藤原純友の背後にも、芦屋道満の影があったというけれど、噂うわさはほんとうだったみたい」

　道満は、「もう賽さいは投げられたのよ」と賀茂保憲の挑ちよう発はつに乗ってこない。

　しかし、藤壺が悲ひ哀あいに満ちたまなざしで道満にこう問いかけた時。

「あなたは、なぜこうまでして都を憎むのです。今こそ勝ち誇ほこるべきあなたのそのお顔は、少しもうれしそうではないというのに。むしろ、悲しみに満ちているというのに」

「わかったようなことを言わないで！」

　道満は、思わず口を開いていた。

　その口から語られる物語は、道満自身の物語であり、そして賀茂家に弟で子し入りしたのち、一時期都から姿を消していた時代の安倍晴明の物語でもあった。
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　その昔。

　帝てい室しつに娘むすめを嫁とつがせ、帝室の血と自らの血を融合させることで朝廷の権力を一手に握にぎっていた藤原家は、最大の政敵であった大学者で右大臣の菅原道真に「謀む反ほんの疑いこれあり」と難なん癖くせをつけて、遠く九州の太だ宰ざい府ふへと左遷した。

　事実上の流る刑けいであった。

　むろん、菅原道真はまったくの無罪である。

　哀あわれ菅原道真は、都を追われ太宰府で窮きゆう乏ぼうのうちに悶もん死しした。

　世の人々は菅原道真を哀れみ、「藤原家でなければまつりごとに関かん与よすることも都仕えで出世することもできぬ世になってしまった」と今の世の不公平さ、血筋によってその人の生しよう涯がいが決まってしまう不条理を嘆なげいた。

　この事件の折、藤原家は菅原道真が太宰府で挙兵して都へ復ふく讐しゆうのために攻せめ寄せてくることをおそれて、ひそかに太宰府へと向かう菅原道真を討うち果たすべく兵を繰り出したという。

　襲おそわれた菅原道真を救ったのは、筑ちく後ご川がわ一帯に根を張っていた「河童かつぱ」の一族であった。

　河童とは、朝廷にまつろわぬものの一種族である。

　朝廷によって呪しゆをかけられ、妖よう怪かいの名で呼ばれ、実際にその呪によって人の姿を失ってはいたが、かつて彼らは人間であった。

　血筋いやしい下級貴族の出でありながら、その学識と人ひと柄がらによって藤原家と肩かたを並べる出世を遂とげた菅原道真は、一いつ般ぱん庶しよ民みんだけでなく、朝廷から「人でないもの」「物の怪」という呪をかけられて河か川せん敷じきや山野、海をさまよう暮らしを強しいられていたまつろわぬものたちにとっても、藤原の世を変えてくれる希望の星だったわけである。

　その菅原道真が、太宰府で悲ひ嘆たんに暮れて死んだのち。

　菅原道真の魂こん魄ぱくは、朽くち果てた肉体から離はなれて、鬼おにとなった。

　物静かな学者であった菅原道真が、死したのちに怨おん念ねんに満ち都へ復讐を誓ちかうおぞましい鬼となった裏には、まつろわぬものたちの助力があったのだ。

　もっと言えば──播はり磨まの流れ陰陽師・芦屋道満が儀ぎ式しきを執とり行い、「我がこのまま朽ち果てては藤原の血をひかぬ者はもはや浮うかび上がることができなくなる。世の人々も、まつろわぬものたちも、希望を失う。鬼き道どうであったとてかまわぬ、我に力を」と懇こん願がんしていた菅原道真を──「鬼」にしたのだ。

　よほどの怨念がなければ、芦屋道満とて菅原道真をそれほどに強大な鬼にできるはずもない。

　太宰府へ流されて都の外の世界を知った菅原道真は、自らの怨念のみならず、貴族の奴ど隷れいとして使し役えきされている民や、人以下の扱あつかいを受けているまつろわぬものたちの長年にわたる怒いかりを、その身に背負っていた。

　河童や土つち蜘ぐ蛛もなどと呼ばれる物の怪たち──彼らも、もとは人間であった──と親しく交わり、彼らの嘆きの声をくみ取ってきた。

　義ぎ憤ふんが、菅原道真をして、謎なぞに満ちた流れ陰陽師・芦屋道満に対して「我を鬼にせよ」と言わせしめたのだ。

　菅原道真は、天空を操あやつる雷らい神じんとなった。

　都を中心に、各地に天変地異が起きた。

　菅原道真を死に追いやった藤ふじ原わら家の人間たち、その藤原家に荷か担たんした貴族たちが、次々と死にはじめた。

　道真左遷の首しゆ謀ぼう者しや・藤原時とき平ひらをはじめ、藤原家の中心人物がことごとく死んだ。

　藤原家の一派だった先代の源みなもと光のひかる（光源氏とは別人）が謎の失しつ踪そうを遂げたのも、この頃ころである。

　菅原道真対策会議を開いていた清せい涼りよう殿でんへ、直接雷かみなりが落ち、大だい納な言ごんをはじめ多数の死人が出た。

　彼らは疑いなく天空に君臨する菅原道真の巨きよ大だいな影かげを見た。

　時の帝もこの時、「思い知ったか、貴様ら貴族どもこそが民の血を吸うほんものの鬼どもよ」と咆ほう哮こうする巨人・菅原道真の姿を目もく撃げきし、天から降り注いだ瘴しよう気きを浴び、わずか数か月で悶死した。

　そしてついには、藤原家の血をひく東とう宮ぐう──皇み子こが、さらにその皇子の実子である皇太孫までもが次々と急死したのである。

「おお。菅原道真は、いや菅かん公こうは」

「藤原家を根絶やしにするつもりだ。たとえ帝室の者であれ、藤原家に連なる者は容よう赦しやなく……」

　朝ちよう廷ていは上を下への騒そう動どうとなり、都の霊れい的てき防衛を任されていた叡えい山ざんと陰おん陽みよう道どうの秘術を駆く使しする宮きゆう廷てい陰陽師がにわかに脚きやつ光こうを浴びることとなったのである。

　藤原家の有力者のうち、かつて道真と親しかった藤原忠ただ平ひらという者だけがかろうじて生き延びた。この藤原忠平は叡山および陰陽道の大家である賀か茂も家と協力して都の霊的防衛をかためた。さらには菅原道真の無実を宣言し、各地に流されていた菅原家の一族を呼び戻もどした。

　これにより、菅原道真の祟たたりはひとまず収まったのである。

　死した菅原道真を鬼として都を襲わせ、朝廷を滅ぼすという芦屋道満の計略は、叡山そして宮廷陰陽師の賀茂家によってはばまれたといっていい。

　それでも京の都は、夜ともなれば百ひやつ鬼き夜や行こうが乱らん舞ぶする魔ま都ととなった。

　賀茂家で姉貴分の保憲とともに陰陽師の修しゆ行ぎようをしていた信しの太だ丸まるもまた、「藤原家のために民があり、その民の怒りが藤原家に向けられることをおそれた藤原家は、まつろわぬものたちを徹てつ底てい的てきに差別することで──民とまつろわぬものたちを対立させ、憎ませ、争わせ、おそれさせているのだ」と気づく年頃になった。

　民が平和に暮らすためには、秩ちつ序じよが──つまりまつりごとがなければならぬことは間ま違ちがいがない。

　しかし、帝室に自らの血を混ぜることでまつりごとを掌しよう握あくした藤原家をはじめとする貴族たちは、荘しよう園えんと称しようする私有地を次々と拡大し、民をしぼりとるだけしぼりとろうとしていた。

　そのために国有地は失われ、国庫は空っぽである。

　もはや朝廷は、治安を守るための常備軍すら維い持じできなくなっていたのだ。

　その一方で、藤原家は民から次々と財を吸い上げていく。

　都の秩序は、藤原家が雇やとっている武士たちによってかろうじて維持されているありさまで、羅ら生しよう門もんには鬼や盗とう賊ぞくどもが住み着き、賀茂川のほとりには死体があふれ、無数の怨おん霊りようが都のいたるところに跋ばつ扈こしていた。

　信太丸が、姉あね弟で子しの保憲に「しばらく世間を見聞したい」と言い残して賀茂家を出しゆつ奔ぽんしたのは、このような都の現状を憂うれえたためだ。信太丸の母・葛くず葉のはもまた道真同様に社やしろへと自らを封ふうじて人々のための犠ぎ牲せいになった。それはいい。しかし、葛葉が伏ふし見み稲いな荷りに身を捧ささげたというのに、肝かん心じんのこの世界はまるでよくならない。

　貧富の差は拡大する一方だし、そもそも生まれながらの「血」が、家いえ柄がらが貧富の差を決めてしまう。個人の努力や才能など関係がないのである。菅原道真の失しつ脚きやくによって、この国の身分制度は決定的なものとなってしまった。

　それなのに、民たみたちは自分を奴隷として扱っている藤原家に対して怒りの声をあげない。

　藤原家にさからって、まつろわぬものにおとしめられたくないのだ。

　たとえ奴隷のような立場ではあっても、藤原家に屈くつ服ぷくしていれば「人」を名乗っていられるのだ。

　だから民は、自分たちを支配し搾さく取しゆする支配者をではなく、世界の辺境に追いやられたまつろわぬものを、物ものの怪けを、妖怪を憎んだ。

　利発な少女に育った信太丸は、人の目には見えぬ狐きつね耳みみを震ふるわせながら憤いきどおっていた。

　民どもはなんと愚おろかなのだ、しかし彼ら民にこの世界の理ことわりを知れと訴うつたえることもできぬ。

　彼らは学問を学べぬのだから字も読めぬし、土地に縛しばり付けられ労働に明け暮れる生を送るしかないから、この世の真相を見聞する余よ裕ゆうもない。

（私が守るべき世界は、都は、このような無残なものであっていいのだろうか）

　信太丸は、いつかきっと自分のもとに式しき神がみとして戻ってきてくれるという、あの金きん髪ぱつの少年との約束を胸に抱いだきつつも、その「いつか」を待ちきれなかった。

　ただ待っているだけではだめだ、と思った。

　私自身の力で、母が自らの身を捨てた行こう為いを、価値あるものにしなければならないと思い詰つめた。

　そんな信太丸が、都の周囲を旅している時に、時の権力者・藤原忠平に仕えていた坂ばん東どうの若き姫ひめ武者・平将門と、そして悠ゆう久きゆうの時を生き続けながらあくまでもまつろわぬものたちの解放のために戦い続けている芦屋道満と出会ったのも運命だったのかもしれない。




　母・葛葉が自らを封じた伏見稲荷──

　朝廷がこの京の地に遷せん都とする以前、先住民たちが信しん仰こうしていた多数の巨きよ石せき群ぐん──

　鞍くら馬ま山やまをねぐらとする天てん狗ぐたち──

　鴨かも川がわと賀茂川に暮らす河童たち──

　人目を避さけて山奥の洞ほら穴あなに隠かくれ住む、土蜘蛛たち──

　信太丸は自らの目で、この都に隠された秘密の数々を、見聞してまわった。

　今は物の怪とされてしまったまつろわぬものたちとの対話を重ねた。

　彼らはできうれば人に戻ることを、それが無理ならばせめて人とともに共生できる世を待ち望んでいた。

　ただ先祖がこの国に攻め込んできた朝廷に従わず抵てい抗こうしたというだけで、いったいいつまで差別されなければならぬのか、と口々に嘆いていた。

　その積もった怨念のために、人に仇あだをなし害をなす者も一族の中には大勢いるのです、と天狗の長老は語った。

　力なき民を襲ったところでわれらはさらに差別されるだけで、倒たおすべき者は都にいる貴族どもだというのに、まだ世間を知らぬ若い者にはそれがわからんのです、と河童の大将は嘆いた。

「ドーマン」なる奇き怪かいな護ご符ふを用いる、芦屋道満というとほうもない霊力を持った流れ陰おん陽みよう師じが、血気にはやる若い物の怪たちを糾きゆう合ごうしてたびたび都を襲っているのだと、信太丸は土蜘蛛の一族から教えられた。

　芦屋道満はその名の通り、播磨国の芦屋地方からやってきた年ねん齢れい不ふ詳しようの童女なのだという。

　金色の髪かみと青い瞳ひとみ、透すき通るような白い肌はだという異形の持ち主で、まさに子鬼を思わせる姿であるがまことに美しく、まつろわぬものの心を激しく揺ゆり動かす楽器の音色のような声を放つのだとも。

　永遠に老いない芦屋道満は明らかに人ではなく、かといって物の怪になりきってもいないのだという。

　人と物の怪とのあいだに生まれてきた子なのだと。

　いずれにもなりきれず、人と物の怪の狭はざ間まを永遠にさまよう宿業の持ち主なのだと。

　私と同じだ、と信太丸は思った。

　しかし、道満の心は憎にくしみに満ちているようだった。

　私も、あの光という者に出会っていなければ、母上を失った苦しみと悲しみに心を押しつぶされて、今いま頃ごろは激しい憎しみに支配されていたかもしれない、と信太丸は思う。

　いちど、芦屋道満に会ってみたかった。




　それは信太丸がただ一人で、賀茂川のほとりで寝ねていた夜のことだった。

「なんだ、子供が一人か」

「見るからに高貴な顔立ち。どうも貴族の子らしい」

「さらって身みの代しろ金きんをとるか」

「待て。子供さらいなどやらかせば、お頭かしらにしかられるぞ」

「いやいや、貴族の子ならば話は別だ」

「そうとも。俺たちをさんざん虐しいたげやがって。俺たちの銭ぜにを返してもらうだけだ」

　信太丸はいきなり、賊ぞくどもに襲おそわれたのである。

「しまった」

　信太丸はまだ陰陽師としての術を習得しきれてはいなかった。

　母・葛葉から授さずかった桁けた外はずれの霊力を用いて物の怪と戦うことはできても、剣けん術じゆつに対たい抗こうするすべはない。

「おっと。傷をつけちゃ人質の値打ちがなくなる」

「お嬢じようちゃん、命がおしくばおとなしくしてるんだな」

「くっ。私としたことが、油断であった」

　狐耳のおかげで、都の各所に隠れ住んでいるまつろわぬものたちと友好的に語らうことができた。

　それゆえに、信太丸はつい「都の外れも私にとっては安全な地なのだな」と過信してしまったのだ。

　万事休すかと思われたが、信太丸を救いにあらわれた者がいた。

「……子供さらいは、許さない」

　目を見張るような大おお柄がらな駻かん馬ばに乗った、凜り々りしい姫武者だった。

　姫武者とは思えぬほどに背が高く、足が長い。腰こしが、信太丸の頭のあたりにある。

　まるで豹ひようか虎とらのような精せい悍かんな顔立ちといい、巨きよ大だいな太た刀ちを軽々と背負っているその膂りよ力りよくといい、一目見て桁外れの武勇の持ち主だと信太丸にも賊にもわかった。

　その言葉には都人の発音とは違うぼくとつとした訛なまりがあり、坂東から来た武者だと思われた。

　なによりも武勇を尊ぶ坂東では男も女も等しく武者として戦うのだと、信太丸は聞いたことがあった。

「な、なんだ、女か」

「驚おどろかせるんじゃねえ」

「すっこんでろ」

「てめえ、誰だれなんだ」

　太刀を振ふり下ろしながら、虎のような姫武者が名乗りをあげた。

「……我は、太だい政じよう大だい臣じん・藤原忠平さまに仕える滝たき口ぐちの衛えい士し、平将門。桓かん武む帝てい五世の子孫。生まれは坂東、常ひた陸ちの国くに」

　馬も巨大だが、その手にした太刀がまた、異形だった。

　とほうもなく巨大だというばかりではない。

　刃やいばが、大きく反っている。

　直刀しかなかったこの都のものとは、異なっていた。

　しかしもっとも異形だったのは、平将門と名乗った精悍な姫武者の瞳だった。

　片側の瞳が、二つあった。

　ひとつの目の中に色違いの二つの瞳がほぼ重なりあいつつ、わずかに左右にずれて輝かがやいている。

　夜空から降り注ぐ月光によって、まぶしく光り輝いている。

　これは人ではなく武神かなにかの化身なのではないか、と賊たちは思わずひるんだ。

　だがすぐに、姫武者にひるんだ己おのれを恥はじて、刀を抜ぬき声を張り上げた。

「俺たちを海かい賊ぞく大将軍・藤原純友親分の郎ろう党とうと知って、けんかを売るか」

「てっきり検けん非び違い使しかと思いきや、滝口の衛士なんて下したっ端ぱかよ」

「強そうなのは見た目だけか」

「ええい、女とて武者だ。やっちまえ」

「……やめておけ、海賊ども。海戦ならいざ知らず、陸の上では我は無敵だ」

「しゃらくせえ！　こっちは十人いるんだ！」

「藤原忠平、太政大臣といえば俺たち海賊の仇きゆう敵てきよ！」

「欲よく深ふかな貴族どもが俺たちから税をしぼりとりやがって、賊に追い詰めやがったんだ！」

「……しかたない。そのような事情があるのであれば、峰みね打うちで許してやる」

　平将門が、片かた腕うでで太刀を一いつ閃せんさせた。

　腕に覚えのある十人の海賊たちは、ただの一振りで全員がなぎ倒され、川に落とされていた。

　なにが起きたのか、信太丸の目にはまるで見えなかった。

　なにごともなかったかのように馬上で胸を反らし無言で月光を浴びている平将門は、まさに武神だった。

「……娘むすめよ。もう無事だ。屋や敷しきへ戻もどれ」

「私は旅をしている。帰る屋敷はない」

「……お前の名は」

「信太丸。陰陽師見習いだ」

「……そうか。その狐きつね耳みみは陰陽師の証あかしか」

「見えるのかっ？　姉あね弟で子しにすら見えないのに？」

「……我は人の瞳と物の怪の瞳を二つ、持っている。物の怪の瞳には、見える」

　平将門がこれほどの神がかった武勇を誇ほこりながら、都では滝口の衛士という低い官職しか与あたえられない理由を、さとい信太丸はすぐに理解した。

「……我は桓武帝五世の平氏だが、坂東に根付いた一族。坂東はまつろわぬものたちの世界。我の身体からだにも、まつろわぬものの血が濃こく流れている……この二つの瞳がその証しだ」

「お前も、人と物ものの怪けの狭はざ間まをさまよう定めのものなのだな。平将門」

「……人として生きるために、都に来た。この武勇を世の平和のため、検非違使となって存分にふるうために」

　検非違使とは、都の治安を守る警察組織にあたる。平将門ほどの剛ごうの者が検非違使に取り立てられなかったのは、この異形の瞳のためであり、またぼくとつすぎる性格のためでもあった。

　平将門は貴族に賄わい賂ろを送ったりおべっかを使ったりするような処世術を、まるで知らなかった。そもそもそのような処世術を理解できなかったと言っていい。

　虎のような肉体と膂力を持ちながら、人を疑ったり欲のために他人を利用するようなことをまるで知らない、童女のような心の持ち主だったのだ。

「お前は、検非違使にはなれぬのだな」

「……忠勤に励はげめば、いずれなれる。藤原忠平さまは、そうおっしゃられた」

「そうだろうか？　お前に流れる血はほとんど人のものだ。私の狐耳は隠かくせるが、お前の瞳は隠せぬぞ。物の怪を忌いみ嫌きらう貴族どもが、お前を検非違使にするとは思えぬ」

「……我は誰よりも強い。我が検非違使になれば、荒あれ果てたこの国を平和にできる。そのために我は生を受けた」

「将門。お前は、正直者すぎる。貴族とは噓うそと方便と腹の探さぐり合いの世界に生きている、ほんとうの妖よう怪かいだぞ。物の怪の血をひくお前など、いいように利用されて使い捨てにされるのがオチだ」

「……信太丸。お前は幼いのに、ずいぶんとひねくれているのだな」

「ああ。私は誰よりも疑い深いのだ。噓をつくために生まれてきたのさ。だから私はお前よりも出世できるさ」

　将門が、目を潤うるませた。

「……噓をつくために生まれてきたとは、悲しいことを言うな……」

「というのは噓だ。つまり噓もまた人の世では武器になるということだよ。お前は、実にだましやすいな」

「……そうか。だまされたか」

　将門が困ったように、はじめて笑った。

　驚くほどに無む垢くな笑え顔がおだった。

　将門が馬を下り、信太丸とともに月を眺ながめながら語らっていると──。

「親分、あいつらです」

「あの姫ひめ武む者しやときたら、それはもう化け物のように強いんです」

「ああ。あいつが平将門か。オレもかねがね噂うわさには聞いている。だがその隣となりの小娘は誰だろう、道満」

「見かけない顔だけれど、ただの人間ではないわね。わたしには見える」

「ほう。道満の親族か」

　将門に蹴け散ちらされた海賊たちが、ついに大将を連れてきた。

　伊い予よに根を張っている海賊大将軍・藤原純友。

　まだ十代の前半といったところの、小こ柄がらな少年だった。

　今をときめく藤原家の出身である。

　高貴な大御おん曹ぞう司しなのだ。

　しかし純友は伊予で海賊を討とう伐ばつする仕事に就つきながら、なんと自ら瀬せ戸と内うちの海賊衆たちを子分にしてしまい、いまや「海賊大将軍」を名乗っていた。

　しかも大だい胆たん不ふ敵てきにも、こうして自由自在に京の都に出しゆつ没ぼつしているのだ。

　朝ちよう廷ていは純友を謀む反ほん人として討伐したいのだが、なにぶん藤原家の御曹司でもあるし、瀬戸内の海賊を糾きゆう合ごうした純友の武ぶ威いはおそるべきものがあった。だからやむを得ず「今は少し暴れているが純友はまだ若い。そのうちつきものが落ちたように正気に戻るのではないか」とおびえながら静観しているという状じよう況きようであった。

　そしてそんな純友に今、影かげのようによりそっている金きん髪ぱつの童女が、芦屋道満だ。

「……お前が、藤原純友か」

　将門が、その背中から闘とう気きを放った。

　海賊の子分たちはもう、その気を受けただけで足がすくんで身動きができない。

　だが、純友と芦屋道満は、将門の気を受け流しながら微び笑しようを浮うかべている。

「そう。オレが藤原純友さ。将門、お前が仕える藤原忠平の一族の者だよ」

「……藤原家の人間が、なぜ、海賊の頭かしらになった」

「世直しのためさ。オレは、藤原家のために国があるような今の世を認めたくないのでね。だから芦屋道満とともに、瀬戸内の海賊を糾合している」

「……藤原家のために国がある……」

「奥おう州しゆうの蝦え夷ぞ、坂ばん東どうの民たみ、瀬戸内の海賊ども、吉き備びの連中、太だ宰ざい府ふの面々。この国にはさまざまな者が生きているというのに、都に暮らす一ひと握にぎりの貴族どもが彼らの富をかき集めて遊び暮らしている。おかしいとは思わないか」

「……国を治めるのは朝廷の役目だ。朝廷には、帝みかどがおられる」

「違うな。帝は、藤原家が人民の血をすするためのお飾かざりだよ」

「……お飾り？」

　純友は、すさまじい早口でまくしたてた。

「そうさ。藤原家自身が帝てい位いに就けば、民は藤原家に対して怨えん嗟さの声をあげるだろう。だから藤原家は帝を尊い存在として飾り立てておいて、その陰かげで実権を掌しよう握あくして民を支配しているのさ。それでもなおまつりごとに不平を言い立てる者には、帝という絶対的な権けん威いを振りかざして沈ちん黙もくさせてしまう。表向きの支配者ではないから、藤原家の者は決して失政の責任をとらない。オレ自身が藤原家のやり方を内側からずっと見てきたからわかるのさ。なるほどよくできている。地方に暮らしている民には、こんな狡こう猾かつなからくりなど見えるはずもない」

　将門、お前の一族も桓武帝の血筋でありながら、藤原家と縁えんがないために臣しん籍せき降下させられて生きるために坂東の武者になるしかなかったのではないか、と純友は笑った。

「……それは、そうかも……だが」

「この国を支配しているものは、帝てい室しつではない。藤原家なのさ。帝室の人間であるお前がこうして藤原家に犬のように仕えている、藤原家の犬にならねば検非違使にすらなれない。この一事をもってしてもわかるだろう」

　純じゆん朴ぼくで感情を隠せない将門とは対照的に、氷のように冷たい笑みだった。

　しかし、純友の切れ長の目だけは、炎ほのおのように燃えていた。

　この世界の矛む盾じゆんに本気で憤いきどおる、若者特有の目だった。

　純朴な将門は「……む、むう」とうなっている。

　そのような難しいことを考えたこともなかった、と言いたげな表情で。

「将門。オレを捕とらえるのならばいつでも捕らえればよい。オレは逃にげないさ。ともかく人のいないところで、ゆっくり話そうではないか」

「……どこで？」

「そうだな。叡山にのぼるというのはどうだ」

「……あそこは女人禁制」

「なにが女人禁制だ。無視しろ、ばかばかしい。叡山の坊ぼう主ずどもは遊女をかこい、子供までなしているのだぞ」

「……まさか」

「一部だが、そういう破は戒かい僧そうもいる。だいいち女人が山にのぼっただけで穢けがれるというのであれば、この大地はすでに穢れだらけで取り返しがつかないではないか。なにしろ人間の半分は女人なのだぞ。お前はまったく正直すぎる」

「……なるほど……」

　こうして、ぼくとつな平将門と突とつ風ぷうのような早口でまくしたてる藤原純友が出会ったこの夜、この時に。

　信太丸と芦屋道満もまた、運命的な出会いを果たしたのだ。

「お前が芦屋道満か。ほんとうに、童女にしか見えないな」

「そういうあなたは何者よ。なんなの、その狐耳は」

　人間である純友には見えていない。「狐耳？」といぶかしそうに目を細めている。

「私は賀か茂も家で陰おん陽みよう師じ見習いをしている、安あ倍べの信太丸だ」

「賀茂家で？　ならば朝廷の犬、いえ、朝廷の狐ね。賀茂家は陰陽道を朝廷のために用いている裏切り者どもよ」

「お前は朝廷を滅ほろぼすためにかの菅原道真を鬼おににしたと噂されている。次は、若い藤原純友を操あやつろうというわけか」

「口の悪いガキねえ。操っているのではないわ。純友はわたしの同志よ。彼は都育ちの貴公子だけれど、伊予で地方の実態を知って藤原家のまつりごとに憤ったのよ。搾さく取しゆされ続ける民が次々と海かい賊ぞくに身を落としていくさまや、海に生きるまつろわぬものの種族がいまだに差別され続け陸にのぼることすら許されない現実を知ってね。だから、わたしと組んだの」

　道満のおかげで検けん非び違い使しに気取られることなく都へ入ることができる、と純友が笑った。

「菅原道真がおとなしくなってしまった今こそ、オレが立ち上がるべきだと思ったのさ。菅原道真に頼たより切りでは恥はずかしい、藤原家を終わらせるのは藤原家の人間であるべきだとね」

「そういうことよ」

「それに、道満は愛らしいからな。都の姫なんぞより、はるかに愛らしい」

「ちょっとやめてちょうだい！」

「そうとも、オレは道満に色いろ仕じ掛かけで籠ろう絡らくされたのさ」

「噓よ噓！　だいいち童女に籠絡されるなんて、あなたそれじゃまるっきり変態じゃないのっ」

「お前は見た目は童女だが実際にはオレより年上だからまったく問題ない」

「ありすぎるわよっ、人前でなんてこと言い出すのよっ。やめてよねっほんとにっ」

「まあまあ」

　道満の頭を純友がなでようとしたが、道満は赤くなってその手を払はらいのけた。

　もしかして純友は道満に惚ほれているのだろうか、と信太丸は思った。

　道満のほうはどうなのだろう。本気でいやがっているのか、それとも照れ隠しなのか、それはまだ幼い信太丸には察することができない。

　ただ……もし、光が今私の頭をなでようと手を伸のばしてきたら、私も思わずその手をぺしりと叩たたいてしまうかもしれない、私ももうあの頃ころのような童女ではない、と晴明は気づいた。




　夜が明けた。

　その足で叡山の山頂にのぼった四人は、京の都を眼下に見下ろしながら、それぞれの夢を語り合った。

　とりわけ、将門と純友とはなぜか妙みように馬が合ったらしい。

「菅原道真は遣けん唐とう使しを廃はい止ししたが、あれは失策だったとオレは思う。もちろん藤原家は遣唐使という口実で政敵の道真を異国へ追い払おうとしたわけで、遣唐使を廃止して身を守った道真はさすがの知ち恵え者だがな。しかしオレは、再びこの国を外へ向けて開きたいのさ」

　純友はもともと早口だが、いつもにもまして饒じよう舌ぜつだった。

「なぜなら、国を閉じ続ければこの大地に怨おん念ねんがよどんでいく。この、まつろわぬものどもをおそれて四方をかためた都こそがいい例だ。人の流れ、気の流れというものは、よどめてはならないんだ。わかるか」

　将門が「こくこく」と素す直なおにうなずくので、いくらでも心の内側に秘めている思いを話したくなってしまうらしい。

「我、この島国を飛び出して巨海へ出いでんと欲ほつす。藤原家を倒たおしたのち、オレは船団を率いて道満とともに海の彼方かなたへと向かう」

「……海の彼方」

「道満の故郷は、この海の西の彼方、ずっとずっと彼方の世界にあるという。唐からよりも天てん竺じくよりもはるか西にあるのだそうだ。そこでは、道満のような金髪を持った人間が大勢暮らしているのだそうだ。オレはいちど、この目で見てみたいのさ」

「……我は、坂東から離はなれたくはない。山と馬がいないと、落ち着かない」

「そうだな、人にはそれぞれ生き方というものがある。お前は坂東で生きればいいさ。オレは行ったことがないが、このせせこましい都とはまるで違ちがう、広大な平野と高い山がどこまでも広がっている別天地だそうだな」

「……そうだ。我は坂東の民の暮らしを豊かにしたい。今は都からの要求が、あまりにひどすぎる」

「そのために都で出世しようと思っていたわけだな。だが、お前には無理だ。貴族どもは物ものの怪けを異形の穢れとして忌いみ嫌きらう。そもそも、坂ばん東どうはまつろわぬものたちの世界。都にとっては鬼が暮らす地でしかないさ」

「……ならば、どうすればいい」

「それは自分で考えろ。将門、お前自身の夢は、お前自身が見つけるしかない」

「……藤原家を滅ぼすことは、我にはできない。藤原家は、わが主人」

「はは。お前らしいな。いずれにしてもオレたち四人の志の源は、ただひとつさ。人もまつろわぬものも物の怪もない世界を作ることだよ。そのためには、藤原家を倒さねばならないと、オレと道満は今のところそう考えている。他ほかに策が浮かばないのでな。だが、お前はお前のやり方で進めばいい」

　将門はじっと、都を見つめていた。

　一方で、一見相あい性しようが悪そうな信太丸と道満もまた、この道中で、意気投合していた。

　互たがいに、似たような境きよう遇ぐうである。

　人と、人でない種族とのあいだに、生まれてきた。

　心に、どうしようもない孤こ独どくを、抱かかえていた。

　人として生きることも、物の怪として生きることも、どちらもかなわないのである。

　性格の違いを超こえて、二人は互いの胸の内を理解することができた。

　その上、道満は信太丸よりもずっと長い時を生きている。

「信太丸。お前にもいつかわかるわ。この国の歴史をいちどまっさらにしなければならないということを。流れ去った時は、決して消えないの。大地に、空に、海に、そして生きる者どもの心の中に、消え去ったはずの過去は傷として残り続けるの。怨おん霊りようもまた、過去に捕らわれた者の思いが残ってしまったものなのよ」

「しかし道満、この国には大勢の民たみがいる。国を滅ぼせばその民が不幸になるだけではないのか」

「その議論は純友と何度も交かわしたわ。でもこのままの状態で朝ちよう廷ていの存在を認めていれば、まつろわぬものたちは永えい劫ごうに差別され続ける。ならば破は壊かいも、やむを得ないと」

「なにも知らぬ状態に置かれている民に叡えい智ちを与あたえればいいのではないか」

「そんな手段は陰陽道にもないのよ、信太丸」

「私には、朝廷を潰つぶしたところで民の心が育たねば結局は同じだとしか思えない。私たちが奇き異いな目で見られ差別されるのは、ほんとうに藤原家のさしがねだけが原因だろうか？」

「信太丸。それ以上言ってはダメよ。その言葉を突つき詰つめれば、そもそもすべての人間に生きる値打ちがないということになってしまうから」

「そうは言っていない。人は成長するものだ。私は、そのような人に出会ったことがある。私の狐きつね耳みみを決して奇異な目で見ない人に。とても、優やさしい人に」

「……ふん。純友だってそうよ」

「道満。お前も結局は、人を信じたいのだな」

「信じたいからこそ、こうして戦うのでしょう。誰だれも信じないのであれば、山にこもって仙せん人にんにでもなってしまえば済むことだわ。神の血をひいているならば可能でしょう。わたしは実際に、尸し解かいの術を会え得とくしたけれど……」

「それでも仙人にはなれなかったのか。結局は、人の世で生きたかったということか」

「わたしはあなたと違って、あまりにも長く生きすぎた……菅原道真を、鬼にしてしまった。朝廷を滅ぼさねば、道真を浄化することもできない」

「道満。道真を浄化したいか」

「当然でしょう。あなたはどうなの。伏ふし見み稲いな荷りに封ふうじられているというあなたの母上を解放したくないの？」

「したいとも。そうでなければ、陰陽師など目指さぬ」

「将門が東で、純友が西で挙兵すれば、朝廷は倒せるわ。都の貴族どもが浪ろう費ひのために大地の気を次々と涸からしていくこの悪あく循じゆん環かんを断ち切って、まっとうな世界を作るのよ」

「母上は、大地の気が涸れかけている、自分が犠ぎ牲せいにならねばこの国の天変地異を食い止められぬとおっしゃっていた。都があろうがなかろうが、大地は死につつあるのではないだろうか」

「あなたたちは朝廷にだまされているんだわ。都での貴族どもの浪費がなくなれば、大地の気も涸れないわ。やつらが必要以上に使うから、涸れてしまうのでしょう？」

　信太丸には、わからなかった。

「いずれにしても、私は母上を取り戻もどしたい。そう、あの人が来るまで待ちきれない……」

「あの人？」

「私の希望だ。いつかきっと、その人は私のもとに帰ってきてくれる。私の、式しき神がみとして」

「あんたガキだと思ってたけど、もう恋こいに夢中だったのね」

「そそそそういうことではないっ！」

「いいのよ、たとえ人としての魂たましいが半分だけとはいえ、それでも人ならば誰だって恋をするものよ。そうでしょう信太丸」

「……お前も、恋しているのか。やはり相手は純友か」

「……あいつには秘密よ。調子に乗せたくないから」

「わかった。乙おと女め同士の秘密だ」

「それに、人とわたしたちとでは、生きていく命の時間が違いすぎる。最後は、一人ぼっちに戻るしかないのよ。わたしはだから、今まで恋なんて拒きよ絶ぜつしてきたのだけれど……」

　道満は、信太丸を待ち受ける運命に心を痛めているかのように、声を潜ひそめた。

「人の生はせいぜい五十年。わたしたちは千年を生きるかもしれないのよ。呪しゆを結ぶことを躊ちゆう躇ちよして当然でしょう」

「だがそれでも、純友に恋してしまったのだろう？」

「だから、それはここだけの秘密よ。声が大きい！」

「それに私が待っているあの人は、時を超えて来てくれる。流れる時間の違いなど、私には関係ない」

「ふん。いい目をしているじゃない。わたしたちにとって恋とは、人として生きていくための希望の光なのかしらね」

「そうかもしれない」

　信太丸と道満は、手と手を握にぎりあった。

「わたしにとっては純友が最後の希望ね。藤ふじ原わら家にもこんな人がいたんだ、と衝しよう撃げきだったわ」
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「道満。その心があれば、われらは最後まで人を信じられる」

　菅原道真を鬼おににした責任を果たすためにも都を滅ほろぼそうとする道満と、人の世にそこまでの恨うらみはなくただ母を取り戻したい一心の信太丸の道は、本来ならば重なるはずがなかった。

　だが、信太丸は、道満の心にも純友という希望が宿っていることをこの時知った。

　道満が、菅原道真を鬼にした過去を悔くいていることも。

　ならば道満もまた、人とまつろわぬものの仲立ちをしてくれるはずだ、ただ憎にくしみで都を破壊するだけの鬼にはならない、と道満を信じた。

「道満。名という呪をかけられただけでは、人は鬼や物の怪にはならぬのではないだろうか。最後の最後には、人は自らの魂に呪をかけてしまうのではないだろうか」

「そうね……菅原道真を鬼にした時も、わたしはただ道真の手助けをしただけ。強制的に人を鬼にする術は陰おん陽みよう道どうにもないし、朝廷にもないはずよ。それでも、名を奪うばうのは許しがたい行こう為いだわ」

「お前も純友も、最後までほんものの鬼にはならぬと私は思う。将門とともに、まつろわぬものと人とが共存できる新世界を作る道を選んでくれるはずだ。そのような世を作ることができれば、今は鬼となって都の周囲をさまよっている菅原道真も救われるだろう」

「……純友次し第だいよ。わたしはただ、純友に力を貸しているだけ」

「ならば、だいじょうぶだな。純友は、道満を鬼になどしたくないと願っているさ」

「……ふん。小こ娘むすめがわかったようなことを」

「初恋以外の恋を知らぬという点では、われらに年ねん齢れい差などないさ」

「言うわね」

　信太丸と道満の志が重なりあった瞬しゆん間かんだった。

　四人の前で朝日が昇のぼり、どこまでも透すき通った青空が広がった。

「恋をしているのならもうお子様ではないわね。信太丸、お前はこれから、安部晴明と名乗りなさい」

「晴明、か。私にとっては、ちとご陽気すぎるな」

「ええ。名は最大の呪よ。どうせならば思い切り陽気な名のほうがいいでしょう？」

「……そうだな」

　将門が「ああ。都は美しい」と素そ朴ぼくな感かん嘆たんの声をあげ、純友は「都に暮らす人の心も浄じよう化かしてやるのさ、このオレが」と瞳ひとみをきらめかせた。

　大それた野心に満ちた若者ではあるが、破壊の鬼が持つ瞳ではなかった。

「我、巨海へ出いでんと欲ほつす」

　純友は本心から破壊神になりたいのではなく、純じゆん粋すいに海の彼方かなたへ飛び出したいのだ、そのために都の古きしきたりを突き破りたくてたまらぬのだ、と晴明は思った。

　そして、将門は純友や道満でさえ思いつかなかった言葉を、口にしていた。

「……我は、坂東にまつろわぬものが人として生きられる新たな国を、建てたい」

　この日ノ本の中にもう一つ、新しい国を作る。まつろわぬものも人も等しく生きていける、理想の国を──。

　純友も道満も、ただ絶句していた。

　その発想はなかった、と純友は叫さけびだしそうになっている。

「将門。お前は稀き代だいの英えい傑けつだな。なんという大それた夢を、さらりと語るんだ。お前こそ、世の衆しゆ生じようが長く待ち望んでいた救世主なのかもしれん」

「……救世主？」

　将門は、自分がどれほどこの国の常識を飛び越こえた思想をふと抱いだいたのかということに気づいていない。

　坂東八州を独立王国となす。今ある都を滅ぼすことなく、この土地を二つに割って、坂東に新たな理想郷を作る。

　大だい胆たんで、非常識で、規格外の発想だった。

　しかも、その発想の中に、将門自身の欲よく得とくはかけらもない。

「……この美しい都を滅ぼしたくない。だから、もうひとつの都を作りたい。我は、そう思っただけ」

「将門。お前は、どうしようもなく優やさしいな」

　将門が何気なくふと漏もらした言葉は、信太丸──安倍晴明の心を捕とらえた。

　そして、都の破壊のみを考えてきた純友もまた、将門の夢に乗った。

「将門、お前は坂ばん東どうに王国を築くがいい。俺は海の上に、俺の王国を築く。まつろわぬものたちの王国を、坂東の大地と海の上に、作ろう。ともに割かつ拠きよし、朝廷が認めざるを得ない実力をつけていこう」




　都を去り、故郷の坂東へと戻った平将門は、さっそく苦難に直面した。

　長らく留守をしているうちに、地元の叔お父じたちに所領を奪い尽つくされていたのだ。

　だがおおらかな将門は、叔父たちの仕打ちに耐たえ、郎ろう党とうとともに川沿いの新たな土地を開かい拓たくしはじめた。

　川沿いの湿しつ地ち帯たいには朝廷にまつろわぬ河童かつぱの一族が住み着いていたが、将門は彼らをも郎党として迎むかえ入れた。

「妖よう怪かい、物ものの怪け、鬼、なんであろうが我のもとではみな、人だ。みな、同じ坂東の民たみだ」

　やがて、将門のもとでは身分出自の貴き賤せんにかかわらず誰もが同じく人として生きることを許される、と坂東中が将門の噂うわさでもちきりとなり、あらゆる身分のものが続々と将門のもとに集まり忠誠を誓ちかいはじめた。

　都から坂東へ赴ふ任にんし支配階層となっていた源家や平氏──この坂東平氏とはつまり、平将門の叔父や従い兄と弟こたちのことである──は、将門の勢力が急激に拡大しはじめたことをおそれた。

　まつろわぬものたちのみならず、それまでおとなしく年ねん貢ぐを納めていた一いつ般ぱんの民までが将門のもとに走りつつあったのだ。

　将門の叔父たちは、お人よしの将門が留守をしている隙すきに将門の所領を奪い尽くしていたので、まつろわぬものを集めた将門がその武力で必ず自分たちに復ふく讐しゆうすると思い込んだ。

　だから、先手必勝とばかりに、将門をおびき寄せて騙だまし討うちにしようとした。

　が、この企たくらみは、坂東の川一帯に情じよう報ほう網もうを持っていた河童の一族によって、そうとも知らず死地へと向かっていた将門に伝えられた。

　騙し討ちにされるはずの将門はわずかな兵力で、叔父たちの奇き襲しゆう部隊と戦い、勝った。

　将門は否いや応おうなしに、朝ちよう廷てい方の地元武士たちと合戦を繰くり広げねばならなくなったのである。

　半独立した自治王国を坂東に作るためには、避さけては通れない道だった。

　だが、武勇に優すぐれた将門は戦えば必ず勝ったが、人を疑うことを知らないから、騙し討ちや策略には致ち命めい的てきに弱い。

　それに、将門本人には、叔父たちと戦う意思はそもそもないのだ。

　常に、朝廷側から攻せめてくるのである。

　将門がまつろわぬものたちを糾きゆう合ごうしている姿を、朝廷に仕える側の武士たちが黙だまって見ているはずもなかったのだ。

　それに、所領を奪われた将門が自分たちに復讐しようとしている、という恐きよう怖ふもあった。

　だから、将門は朝廷に対して謀む反ほんを企んでいる、と決めてかかった。

　朝廷側──叔父側の勢力は、将門の父親の像を戦場の最前線に押し立てるという策によって「父上の像を攻めることはできない」とひるんだ将門をいったんは破り、将門の家族を襲おそってこれを殺した。

　これで将門は滅び去るかに思われたが、坂東のいたるところで暮らしていたまつろわぬものたちが、「出家して死んだ者たちの霊れいを弔とむらいたい」と語っていた将門を支えた。

「将門さまは、お人がよすぎます」

「怒おこりなされ」

「あなたさまが倒たおれられたら、我らの一族は永遠に物の怪のまま生きねばなりません」

「どうか、我らをお救いくだされ」

　将門は「我に覚かく悟ごが足りなかったばかりに、多くの者を無む駄だに死なせてしまった」とつぶやき、「これより、我の命はあなたがたに預けよう」とうなずいて再び決起した──。

　将門は坂東王国の自治を宣言した。

「坂東は坂東として自らの意思で生きるのだ。坂東は都の貴族たちのために生きる奴ど隷れいの国ではない」

　これは朝廷に対する反乱ではなく、あくまでも自治権の要求であり、都から来た支配者たちによる苛か烈れつな年貢の取り立てや無体な労役の押しつけを拒絶するという性格のものだったが、既き得とく権けん益えきをことごとく失うことになる朝廷側武士団は震しん撼かんした。

　将門に従うまつろわぬものたちと、朝廷側武士団との合戦は、坂東八州全域に及およぶ巨きよ大だいなものとなったのだ。

　叩たたかれれば叩かれるほど強くなっていく将門の勢力をおそれた叔父側は、ついに都の朝廷へと讒ざん訴そした。

「平将門、坂東にて謀反」

　と訴うつたえ出たのである。




　その朝廷。

　突とつ然ぜん坂東から「将門謀反」の讒訴が舞まい込み、清せい涼りよう殿でんの貴族たちは震撼した。

　時の太だい政じよう大だい臣じんは、藤ふじ原わら右大臣・左大臣の祖父にあたる、藤原忠平。老ろう獪かいな政治家である。

　朝廷を支配してきた藤原家の有力者のほとんどは、かの菅原道真の怨おん霊りようによって祟たたり殺されてしまったのだが、生前の菅原道真と親しかった忠平だけが生き残り、太政大臣に進んでいたのだ。

　藤原忠平は、上じよう洛らくしていた時代の平将門の主人でもあり、武勇に優れた将門に目をかけていた。

　正直者で人並み外れた武勇を誇ほこる将門を検けん非び違い使しとして用いれば、怨霊や物の怪が跋ばつ扈こする都の治安は回復する、と忠平は常々考えていた。

　だが、忠平ほどの権力者であっても、明らかに物の怪の血をひいている将門を検非違使に昇しよう進しんさせることはどうしてもできなかった。将門が「故郷へ帰ります」と言い出した時にしかたなく坂東へ返さざるを得なかったのである。

　その忠平が、坂東から逃にげて来た反将門側の武士たちを、帝みかどの前で一いつ喝かつした。

「あの平将門が朝廷に弓ひくはずがない。おおかた、将門の所領に目がくらんだお前たちが人のいい将門をなぶるようにいじめ抜ぬいてついには将門を滅ほろぼそうとしたのであろう。その結果、将門に合戦でさんざん打ち破られて、朝廷に泣きついてきたとみた」

　まったくその通りだったので、反論できる者はいなかった。

　忠平は将門を讒訴しに来た者を捕らえて、牢ろうへ入れたのだった。

　忠平は、藤原家一門の実力者でありながら菅原道真に祟られなかった男だ。

　都を遠く離はなれていても、坂東でなにが起きているかくらいは読める政治家だった。

　将門が坂東の民やまつろわぬものたちを集めて自治王国を作りつつあることも忠平は知っており、そして「あの将門が旗はた頭がしらをつとめている限り、反乱にはなるまい」と黙もく認にんするつもりだった。

　そもそも、将門を追つい討とうする兵力など、朝廷にはないのである。

　西国の海で暴れている海かい賊ぞく大将軍・藤原純友が、西国から京の都へ送られてくるはずの年貢類すべてを遮しや断だんしていたため、都は兵ひよう糧ろう攻ぜめに遭あって動くに動けない状態だったのだ。

　純友は、将門が坂東王国を建国できるよう、一暴れして朝廷を牽けん制せいしていたのだ。

　だが、将門も純友も予想していなかった事態が、まもなく起きた。

　将門の件を不問に付すと決めた忠平のもとに続々と、各地から天変地異の知らせが舞い込んできたのだ。

「眠ねむっていたはずの富ふ士じの山が、突とつ如じよとして火を噴ふきました。東を守っていた箱根の結界は、破れました」

「鬼き門もんを守護していた叡えい山ざんにて大火が発生し、多くの伽が藍らんが焼け落ちてございます。都はこれで、丸まる裸はだかに」

「賀か茂も川がわが氾はん濫らんし、都の半ばが水すい没ぼつ。叡山が機能していないためでありましょうや」

　藤原忠平は、窮きゆうした。

　彼は藤原家の統領である。

　帝すら知らされていないこの国の秘中の秘──「この国の大地を貫つらぬく龍りゆう脈みやくはすでに涸かれはてている。このまま座していてはこの島に生きる命がすべて滅び去る」という絶対の秘密を、忠平は知っていた。

　菅原道真に呪のろい殺された、亡なき兄が、この秘事を忠平に書状で伝えていたのである。

　かつて藤原家が、あの唐からから渡わたってきた妖よう狐こ・葛くず葉のは姫ひめを伏ふし見み稲いな荷りに封ふうじたのも、すでに涸れている大地の気を補ほ充じゆうするための苦肉の策だったのだ。

　この秘事を知っていいのは、代々の藤原家の統領のみである。

　民はもちろん、他ほかの貴族にも、一族ぞくにも、帝にも、漏らしてはならない。漏れれば、朝廷はたちどころに瓦が解かいする。誰だれにも知らせず、すべてを隠いん蔽ぺいして藤原家の統領が事態を収拾しなければならない。「収拾」とはいうが、つまりは気の枯こ渇かつによる破は滅めつをひたすら先延ばしにするための努力をせよ、ということだ。

　藤原家は、そのために権力を独どく占せんし続けねばならない。

　藤原家が強引に菅原道真を左さ遷せんしたのも、このためであった。

　そして、すでに妖狐としての全盛期を過ぎて半ば人となってしまっていた葛葉の霊力だけでは長くは持たないということも、忠平は知っていた。

　忠平は「菅原道真の怨霊の力によってこの島の気を補充できぬだろうか。怨霊・道真を調ちよう伏ぶくし、この国に気を送ってくれる御ご霊りようとすることで」と考えていたが、菅原道真の調伏は困難をきわめ、いまだ成功しそうにない。

　むしろ、怨霊となった菅原道真は、伏見稲荷に封じられた葛葉姫による気の供給をその霊力によって遮さえぎり、この国の滅びを加速させている。

　忠平はひそかに、自分の館やかたへ宮きゆう廷てい陰おん陽みよう師じの賀茂忠ただ行ゆきを呼んだ。

　賀茂忠行は、賀茂保憲の父親で、安倍晴明の師し匠しようである。

　宮廷陰陽道を確立した達人である。

　賀茂忠行もまた、大地の気が枯渇していることをうすうす感づいているが、これまでは藤原忠平の立場を考こう慮りよして知らぬ顔をしていた。

　が、もう、そのような態度でいられる状じよう況きようではなくなっていた。

「賀茂忠行よ。葛葉姫の霊力をもってしても、もはや」

「左様。もはや滅びはまぬがれますまい」

「かくなる上は御霊を用いるしかない」

「ですが、菅かん公こうの調伏はいまだ……播はり磨まに根を張る芦屋道満の術は、都で陰陽道をきわめてきた賀茂家の術とは系列が異なりますゆえ、調伏が困難なのです」

「さもあろう。ならば賀茂家の手で、別の御霊を生みだすのだ」

「まさか」

「賀茂忠行。そちは急ぎ、東西大乱の予言を上奏せよ」

「それでは。よもや、平将門と藤原純友を朝敵として討とう伐ばつすると？」

「そうだ。罪なき者を朝敵として討伐すれば、彼らはその恨うらみによって怨霊となる。賀茂家の術士が彼らの怨霊化に手を貸せ。ならば賀茂家による調伏もできよう」

「わざと怨霊を生みだして、御霊にせよと？　純友はあなたのご一族。将門はあなたの家来。しかも讒訴に対して将門は無罪であると、あなたさまが先日おっしゃられたのではありませぬか」

「この上ない非道であるが、事態は切せつ迫ぱくしている。この島に暮らす者すべての命と、あの二人の命。どちらが重いか、考えるまでもあるまい賀茂忠行よ。これがまつりごとだ。そなたも朝ちよう廷ていに仕えたからには、藤原家の業を一部背負ってもらう」

「……れっきとした藤原家の人間である純友はまだしも、平将門は物ものの怪けの血をひく武神。いったん怨霊となれば、鬼おにとなれば、たとえ賀茂家の術で怨霊化させた者とはいえど容易には調伏できませぬぞ。老いたわたくしには、そのような力はございませぬ」

「そなたの娘むすめにやらせよ。あれは、そなた以上の天才だというではないか。幼い頃ころから百ひやつ鬼き夜や行こうを心眼で見ることができたとか」

「保憲はそのような企たくらみ、決して承知いたしませぬ。たとえ死を賜たまわろうとも」

「他には、適任者はおらぬのか」

「……葛葉姫の娘なら……安倍晴明ならば、あるいは」

　安倍晴明という名を藤原忠平が知ったのは、この時である。

「かの者に、娘がいたのか」

「わが弟で子しでございます。いまだ年若く術は完成しておりませぬが、葛葉姫の霊力を受け継ついでおり、わが子保憲をはるかに超こえる不世出の天才陰陽師にして、その力はまさに鬼き神しん」

「それほどの者か」

「もしも晴明に野心があれば、この国を……いや、唐国をも天てん竺じくをも奪うばいとることすら可能です」

「待て。その娘は、朝廷によって母が伏見稲荷へ封じられたことを恨んでおるのではないのか？」

「言いしれぬ悲しみを背負っておりますが、この国の民たみのためである、と納なつ得とくしております。いかなる思いを抱いだいているのかわたくしごときにはわかりませぬが、けんめいに、人を、信じようとしております」

「……将門と同じか……器うつわの小さな者が、そのような者を己おのれの器量でおしはかって勝手に疑い、むざむざと鬼に変えてしまうのか。人とは愚おろかなものだ。麻ま呂ろも、坂ばん東どうから讒訴に来た連中をそしれぬ」

「晴明ならば、納得してこの大任を引き受けてくれるやもしれませぬ」

　賀茂忠行は不幸にして、晴明と将門が志を同じくしていることを知らなかった。

　この日の夜、晴明は師匠の賀茂忠行から「東国で反乱を起こした平将門を討伐するゆえ、そなたの手で将門を怨霊とし、ただちに調伏して御霊にせよ」と命じられたのである。

「なぜです？　討伐するというのであれば、せめて人として死なせてやるのが」

「我らが手を下さずとも将門は怨霊になる。朝廷は将門が無実と知っていながら討伐するのだからな。だから、調伏できる形で怨霊にしてやれ」

　将門を怨霊となし、ただちに調伏するという自作自演。

　皮肉にもこれが、安倍晴明がはじめて宮廷陰陽師として与あたえられた仕事だった。




「菅公よ。菅原道真よ。平将門を罪なき鬼としてはならぬ」

　深夜。月が出ていない北きた野のの森。

　信太丸改め安倍晴明は、大だい胆たんにも、大怨霊の菅原道真を呼び出していた。

　菅原道真は、晴明の声に応こたえて天空にその影かげをあらわした。

『妙みような娘だ、貴様は』

　自分をおそれない幼い陰陽師に、菅原道真は興味を抱いたらしい。

『我になにをなせと言うのか。平将門を陰いん謀ぼうによって破滅させようとしている藤原忠平を呪のろい殺せと言うのか』

「いや。藤原家に人間は大勢いる。いくら殺してもきりがないということは、そなたがいちばん知っているだろう」

『その通り。藤ふじ原わら家の血をひく者を皆みな殺ごろしにせんとすれば、結局はこの国の人間すべてを殺すことになろう。そのような意思は、我にはない』

「平将門を怨おん霊りようにしてはならない。人でありながらまつろわぬものの血をひく将門の霊力は、菅公、そなたよりもはるかに強い。怨霊となった将門の調伏に失敗すれば、この国は滅びる」

『言うわ、小こ娘むすめが』

「朝廷と坂東王国の共存が、将門の夢だった。だが、その夢はもはや破れた。ならば」

『坂東王国が存続するためには、朝廷から完全に独立しなければならぬな。新たな王朝をおこし、朝廷軍を退ける他ほかはあるまい』

「そうだ。それしかない。だが将門には、帝てい位いに就く野心などない。かつて仕えていた主人の太だい政じよう大だい臣じん・藤原忠平を信用しきっているのだ。しかしその忠平は、将門を討うって御霊にするつもりだ」

『わかった。我が、手を貸そう。坂東へ天下ればよいのだな。将門に直接、帝位に就つけと我が命じれば、ことは動くだろう』

「さすがは大学者の菅公、話が早くて助かる」

『しかし小娘よ。うぬはなぜ、九きゆう尾びの狐きつねの霊力を受け継ぎながら人として朝廷に仕えている？』

　晴明は、あいまいな表情を浮うかべて、その菅原道真の問いには答えなかった。

『そうか、小娘よ。うぬは、人として生きたいのだな。恋こいか』

　晴明は、「そなたに私の呪しゆを握にぎられるのは困る」とつぶやき、問いには答えなかった。




　菅原道真の怨霊は天空を駆かけ、遠く坂東の地へと降臨した。

　ある夜。自ら牧場で育成した騎き馬ばに乗った部隊を率い、坂東八州を電でん撃げき的な速度で平定した将門の館に、菅原道真があらわれたのだ。

　朝廷が突如態度を翻ひるがえして自分たちを朝敵として討つつもりになったらしいという情報を河童かつぱたちから手に入れて「どうすべきか」「一戦に及およぶべし」「いや弁明すればきっと今回も」と話し合いを続けていた将門とその郎ろう党とうたちは、雨あめ露つゆに濡ぬれた庭園にはっきりと菅原道真の姿を見た。

　菅原道真は、命じた。

　平将門よ、汝なんじは坂東王国の新皇に即そく位いせよ、と。

『そなたにできることは二つある。末代に至るまで朝敵の名を受けることをおそれるか、それとも坂東の民のために己を捨てるか、だ。将門よ』

　将門は「すでに、みなに我の命は預けてある」とうなずいた。




　晴明が飛ばした式神が、瀬せ戸と内うちの海に大船団を構えていた藤原純友と芦屋道満のもとに舞まい降りたのも、ほぼ同じ頃だった。

　しかし道満はすでに、自らが飼っているヤタガラスによって、藤原忠平の変心を知っていた。

「だから言ったでしょう。これが朝廷のやり口なのよ！」

「突とつ然ぜん、無罪だとかばっていた将門を討つことにしたか。まさに朝令暮改だな」

「こちらにも征せい討とう軍が来るわ」

「東の将門を討伐するというのなら、西の守りは手て薄うすになるだろう。道満、オレは淀よど川がわをさかのぼって都を攻せめるぞ」

　純友は「将門を受け入れる度量がないのならば、朝廷を滅ほろぼすまでだ」と言い放った。

　道満は、そんな純友の一いつ瞬しゆんの決断に驚おどろいていた。

「ほんとうに？　あなたの一族を滅ぼすことになるのよ」

「将門が滅びるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ。オレにはわかる。あいつは、本気で朝廷軍を討ち滅ぼすことのできぬやつだよ。これまで繰くり広げてきた叔お父じたちとの戦いでも、何度も相手の総大将を助命してきた」

「坂東八州を平定する際にも、各国の国こく司したちを殺さずに丁重に都へ送り返しているわ。甘いのよ」

「優やさしすぎるのさ。オレが将門のかわりに、朝廷を滅ぼしてやろう。オレは、藤原家の呪のろわれた血をひく者だ。権力は惜おしみなく奪うものだと知っている。甘くは、ない」

「……でも。朝廷を滅ぼし、将門を新たな帝みかどとしたあと、あなたはどうするの」

「そうだな。将門のもとで、関かん白ぱくにでもなるか。なにしろ、オレは藤原家の男だからな」

　純友が珍めずらしく冗じよう談だんを言って笑った。

　不安で胸が張り裂さけそうになっている道満の心を、ほぐしたかったらしい。

「……嫌いやな予感がするわ。純友」

「オレが負けるはずがあるまい。海の上では、オレは無敵だ」

「そういうことじゃないの。わたしたちは、なにか重大な間ま違ちがいを犯おかしているのではないかという予感が……」

「間違い？　朝廷を滅ぼすのがしのびなくなったのか？」

「……そうではない。でも……晴明がいまだに坂東へ向かわず、都にとどまっている。もしかしたら」

「安倍晴明は裏切らないさ。都でしかできぬことをしているのさ。杞き憂ゆうだ」

「裏切りはしないと思う。でも……わたしが心配しているのは、そういうことじゃなくて」

「それに心配せずとも、オレはたとえ夢敗れても菅原道真にはならない。怨霊になどならず、笑って死んでいける」

「純友」

「道満。お前に出会えたのだ。お前のおかげで、オレは自分の生を生きることができた。いつ死んでも、悔くいはない」

　海かい賊ぞく大将軍・藤原純友、数千の船団を率いて瀬戸内の海を進しん撃げき開始。

　目指すは淀川、そしてその先にある平へい安あん京きよう──。

　この純友の動きに呼応した京周辺の物の怪たちは、いっせいに都へと向かった。

　鞍くら馬ま山やまの天てん狗ぐ、蓮れん台だい野のの土つち蜘ぐ蛛も、大おお江え山やまの鬼などである。

　すでに叡えい山ざんの結界はほぼ壊かい滅めつしている。

　強力無比な怨霊であるはずの菅原道真の存在が、実は、無数の怨霊をよせつけない都の結界となっていたのだ。

　その菅原道真が坂東へ出で払はらい、不在となった。

　右京で、左京で、百ひやつ鬼き夜や行こうがはじまった。

　次々と火の手があがった。

　右京は、壊滅した。

　左京の御ご所しよ周辺のみが、宮きゆう廷てい陰おん陽みよう師じの賀茂親子によってかろうじて守られているというありさまであった。

　東国へ将門追討軍を派は遣けんしたばかりの朝ちよう廷ていには、もはや、打つ手がなかった。

　太政大臣・藤原忠平は、朝廷の終わりを、すなわちこの国に生きる人々の命の終わりを予感したが、どうしても「すでにこの島の気は涸かれており、新たな御ご霊りようが必要なのだ」という忌いまわしい真実を公表することができなかった。

「藤原家が、かような重大事を隠いん匿とくしていた」と民たちが激げき怒どし蜂ほう起きすることを、おそれたのだ。

　仮に御所が民たちに襲しゆう撃げきされて壊滅してしまえば、御霊を生みだし維い持じすることすら不可能になり、そうなればすべてが終わるのだ。

　そんな折り、娘むすめ・保憲に御所の警備を任せた賀茂忠行が、苦く悩のうする忠平のもとを訪おとずれ、打ち明けた。




「伏ふし見みにて獅し子し奮ふん迅じんの働きをしてくれている葛葉姫の気が尽つき果てるまで、あと三日しかございませぬ」










　京の都の西部──右京が全焼し、残る左京にも百鬼夜行の群れが迫せまる中。

　藤原純友が率いる瀬戸内海賊の大船団は、摂せつ津つの湾わんに入り、淀川を遡そ上じようしつつあった。

　この大河の上流には都を四方から守る天然の結界のひとつ・巨椋おぐら池いけがあり、その巨椋池を越こえればそこはもう平安京の都である。

　純友海賊団は、摂津での海上決戦に圧勝すると、あとは無人の野を進むがごとき破竹の進撃を見せた。

　ついに都を捉とらえた。

　芦屋道満が助力する必要もないほどに、海の上での純友は強かった。

「藤原家の貴公子が、海賊やまつろわぬものたちのために立ち上がって藤原家を滅ぼす」

　この一事だけで、無法な海の荒あらくれ者どもはみな純友に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置き、自らの命を惜しみなく捧ささげるのだ。

　進軍途と中ちゆう、純友は決戦に備えて補給を行うべく、全船団を一時停止させ、自らは信しの太だの森もりに仮の本ほん陣じんを作って一夜の休息をとることとした。

　道満と純友は、ともに信太の森の丘おかの上で酒を酌くみ交かわしながら、夜明けを待っていた。

　本陣の周辺は、すっかり宴えん会かいになっている。

　海賊が都の貴族を滅ぼすという奇き跡せきが今、実現しようとしているのだ。

「明朝、都に攻め入る。都の上空に菅原道真がいないのは、安倍晴明の働きだろう」

「……道真ともあろう者が、なぜ今、都を去ったのかしら。悪い胸むな騒さわぎがするわ」

「平将門に加勢しているのだろうさ。おそらく晴明が命がけで説得してくれたのだ」

「だといいのだけれど」

「道満、浮かぬ顔をするな。朝廷を滅ぼすという夢が実現しようとしているのだぞ。夢は、達成された瞬しゆん間かんに色あせ、もう夢ではなくなってしまう。むなしいと感じるのは当然だ。だが、それでもオレたちは行きつくところまで行くのだ。生きるとは、前へ進むということだ」

「わたしは……純友がわたしより先に老いて死んでいくことが、怖こわいわ」

「道満。お前は、今を生きていない。過去の呪しゆに捕とらわれて、過去を生きている。だが、その過去も明日、終わる。都とともにすべて燃やし尽くそう。その時は……」

「……その時は……？」

「オレとともに生きろ。今という時間の中で。千年先のことなど、考えるな」

　道満が、涙なみだぐみながらうなずこうとした。

　だが、道満と純友の心が重なろうとしたその時に、二人の運命は暗転した。

　道満が坂ばん東どうへと放っていたヤタガラスが、信太の森に舞い降りたのだった。

　ヤタガラスは、「平将門が死んだ」と道満に伝えた。

　道満も純友も、はじめその言葉を信じられなかった。

　ヤタガラスいわく──。

　完全に追い詰つめられた朝廷は、武勇に優すぐれ「百足むかで殺し」の異名を持つ坂東武者・俵藤太という男に、藤ふじ原わらの姓せいと貴族の身分とを与あたえるという前代未聞の恩賞を前まえ払ばらいし、「平将門を裏切って討うち果たせ」と密命を与えた。

　将門が、人を疑わない俠きよう気きの持ち主であることは坂東中に知れ渡わたっている。

　俵藤太は、物ものの怪けである百足を狩かる仕事、すなわちまつろわぬものを退治する「妖よう怪かい始末屋」である。

　まつろわぬものの王国の主あるじとなった将門にとっては、本来ならば仇きゆう敵てきである。

　だが将門は、「心を改めて新皇にお仕えしたい」と名乗り出た俵藤太を信じて受け入れ、罠わなに落ち、俵藤太の放った破は魔まの矢にこめかみを撃うち抜ぬかれてあっけなく討たれたのだという。

　絶命した将門は俵藤太に首を切られ、今、その首だけが都へと運ばれつつある。

　将門の坂東王国はたった一日にして、うたかたのように消え去ったという。

「まさか。あの平将門が、百足殺しごときに殺されるはずがない」

　これまで将門は何度も敵にだまされて窮きゆう地ちに陥おちいってきたが、そのたびに桁けた外はずれの武勇を見せて敵中を突とつ破ぱし、生き延びてさらに強くなってきた。

　その将門が、坂東八州を平定し菅原道真の命を受けて新たな国を建てた今、こんな形で突然討たれてしまうはずがない。

　道満は、「悪い予感が当たってしまった」と震ふるえた。

「菅原道真はなにをしていたの？」

　ヤタガラスは、悲しげに鳴くばかりだった。

　なぜか、坂東へ天下っていたはずの菅原道真は、窮地に陥った将門を救わなかったらしい。

　ヤタガラスにも理由はわからないようだった。

「そんな殺され方をしたのでは、将門は怨おん霊りようになってしまう。菅原道真に続いて、将門まで。わたしが、将門をけしかけたせいで」

「あわてるな道満。将門追討軍が都へ舞まい戻もどる前に、オレが都を討ち滅ぼす。まだだ。まだ終わってはいない」

　純友ははかりしれぬ打撃を受けたが、震える道満の肩かたを抱だいて歯を食いしばった。

「嘆なげくな。オレもお前もまだこうして生きている。前へと進めるのだ。将門はたとえ首だけになっても、きっとオレたちを守ってくれる」

　すすり泣く道満をしばらく一人にしてあげよう、と純友は思ったらしい。

　本陣をそっと出て、暗い信太の森を散策した。

　そして、純友は神木のもとで、出会った。

　狐きつね耳みみを持つ女の霊れい体たいに。

　その女は、葛葉、と名乗った。




　純友が突とつ如じよ都への総攻こう撃げきを中止し、淀よど川がわからの撤てつ退たいを海賊たちに命じたのは、この葛葉の霊との出会いから数刻後のことである。

　海賊たちは口々に、騒さわいだ。

「平将門が死んだらしい」

「それで大将も、都の攻略をあきらめたのか」

「しかしよ。今なら、まだ行けるぜ」

「そうだ。都は空っぽなのによ」

「大将は気落ちしちまったんだろうか。らしくねえ」

「将門が負けた理由を小耳に挟はさんだぜ。朝廷が繰くり出した叡山の坊ぼう主ずと陰陽師どもによって呪じゆ殺さつされたそうだ」

「叡山は坂東から遠すぎる。だから朝廷は坂東の成なり田た山さんに、将門を調ちよう伏ぶくするための寺院を急造したというぜ」

「その成田山の調伏が効いたってことか」

「だろうな」

「おおかた、そういうことだろうと思ったぜ」

「人間なんぞとの戦いくさで、あの将門が死ぬはずがねえ」

「しかしうちの大将には芦屋道満がついているじゃねえか」

「そうだ。叡山や陰陽師など敵じゃねえ」

「それなのに、なぜ撤退するんだ？」

　道満もまた同じ理由で撤退に反対したが、葛葉と出会ったのちの純友は別人のように恬てん淡たんとした少年になってしまっていた。

　瀬せ戸と内うちの海上で、純友はつぶやいた。

「オレたちは、九州へ行く」

「九州？　都から遠ざかるの？」

「九州における朝廷の拠きよ点てん・太だ宰ざい府ふを攻せめる」

「どうして、太宰府に？　あそこは海から遠いわ。陸にあがった海かい賊ぞくなんて、ものの役に立たないわよ。陸へあがれば致ち命めい傷しようになるわ」

「……太宰府には、菅原道真の遺い骸がいが埋うめられている。あれを焼き払はらって、土へ返す」

「なんですって？　どういうことなの、純友？」

「道満、お前が操あやつる術に疎うとい朝廷の連中は思い違ちがいをしている。菅原道真をおそれてあの遺骸を丁重に守っているのは逆効果だ。無む尽じん蔵ぞうの怨おん念ねんがこもる遺骸を土へ返せば、その時こそ菅原道真は御霊になる。そうだろう？」

「そ、それは、そうだけど、なぜ……」

「これがオレの最後の仕事だ」

「菅原道真を御霊に？　なぜ？　そんなことをすれば、菅原道真は永えい劫ごうの時を社やしろに封ふうじられて苦しみ続けねばならなくなるのよ？　どうして気が変わったの？　なぜ今いま更さら、朝廷を存続させたくなったの？」

　将門が死んでも、あなたはまだ生きているのに、どうしてすべてをあきらめてしまったの、と道満は何度も純友に迫った。

　しかし純友は、

「……今のお前にはまだ、打ち明けられぬ」

　と涸かれた微び笑しようを浮うかべるばかりだった。

「道満。絶対にお前を裏切ったりはしない。いずれ、真実を話す」

「疑ってなんていないわ。ただ、理由が知りたいの！　信太の森で、あなたはなにを見たの？」

　純友は「すべてはむなしい。だが道満、お前の心に燃える復ふく讐しゆうの炎ほのおまでをオレは奪うばい去りたくない。そんな勇気は今のオレにはない。オレはまだ、子供だった」と顔を覆おおった。

　将門の突とつ然ぜんの死、純友の激変──道満にはまるで理解できない、悪夢の連続だった。

　なによりも、一気に老け込んで命が涸れてしまったかのような純友の姿を、道満は見ていられなかった。




　海賊たち全員が「なぜだ」と首をかしげる中、太宰府攻めがはじまった。

　太宰府の守りは手て薄うすだった。

　海賊たちの船団は一気に博多の港を占せん領りようし、陸を攻め上り、太宰府へと突とつ入にゆうした。

　純友は海賊たちに命じて菅原道真の遺骸を捜そう索さくさせ、これを念入りに焼いた。

　しかしこの理解不能の作業に数日を浪ろう費ひしたため、太宰府にのぼった純友たちは逆に、朝ちよう廷てい方の船団によって海上を封ふう鎖さされ、不得手な陸に孤こ立りつすることになってしまったのだ。

　そして、純友はここでも早々と交戦をあきらめた。

「者ども、こうなった原因はすべてオレの失敗だ。藤原純友の海賊団は解散する。海へと到とう達たつすれば国の境などない、どこまでも逃にげられる、行け」

「大将、そりゃねえや」

「どこまでもあんたについていく」

「海賊の王国を海の上に作るんじゃなかったのか？」

「すまない。オレには新しい舞ぶ台たいで別の仕事が待っている。だが、そこはお前たちが来てはならない世界なのさ」

　海賊どもは泣きながら朝廷軍の包囲陣じんに突とつ撃げきし、それぞれ血路を開いて海上へと逃のがれていった。

　純友自身は、もはや生き延びる意思を失っていたが、道満の働きによってかろうじて伊い予よの小島へと逃れることができた。

　だが、道満をもってしてもこの包ほう囲い網もうから純友を無傷で脱だつ出しゆつさせることは不可能だった。

　純友は逃とう走そう中に矢で射いられ、重傷を負った。

　すでに海賊団は壊かい滅めつし、純友のもとには道満一人だけが残っていた。

　波が押し寄せてくる薄うす暗ぐらい洞どう窟くつに、純友と道満は潜ひそんだ。

　この小島の洞窟で、道満をさらに困こん惑わくさせる言葉を、瀕ひん死しの純友は言い出した。

「オレはもう長くは生きられない。太宰府攻めがオレの人としての最後の仕事だった。死んだのちは将門とともに、陰陽師の式しき神がみになろうと思う。オレを式神として使し役えきしてくれるか、道満」

　道満は「ダメよ。あなたは生きて朝廷を滅ほろぼすのよ！」と叫さけんでいた。

「滅ぼすために式神になるのではない、道満。オレは式神となって、朝廷を……いや、この国と民たみを守るのだ」

「純友？　わたしは、絶対に朝廷の犬になんてならないわ！　わたしの一族がやつらからどんな仕打ちを受けて滅びていったか……あなたは知っているはずよ！」

「……そうだったな……では、やむを得まい。やはりオレは、安倍晴明の式神になろう」

　出てきていいぞ、安倍晴明、と純友が苦しげにうめきながら言った。

「晴明？　どうしてここに？」

　道満はまたしても、言いしれぬ衝しよう撃げきを受けた。

「もう、大地はもたない。私は陰陽師としてあの菅原道真を御ご霊りようにせねばならない。だが菅公を調伏する術を持つ道満は、手を貸してくれないだろう。私がやる。だから、私を補ほ佐さしてくれる強力無比な式神が必要なのだ」

　洞窟内にゆらりとあらわれた晴明の腕うでの中には、平将門の首が抱かかえられていたのだ。




「死した将門は、わが式神に、『前ぜん鬼き』となってくれると誓ちかってくれた」




　晴明がなにを言っているのか、道満にはわからなかった。




「式神は常に二体で一組なのだったな、晴明」




「そうだ純友。二体一組で契けい約やくする。そうでなければ、陰陽師は式神を制せい御ぎよできない。そしてその二体は、近しい者でなければならない」




「ならばオレを、将門と対ついをなす式神にせよ。前鬼と対をなす式神の名は、たしか、『後ご鬼き』であったか」




　純友の言葉もまた、理解できなかった。




「なぜ。どうして、わたしを置いていってしまうの。純友？」

「……オレは知ってしまった。信太の森で、葛葉姫にこの世界の秘密を教えられた。この国の民が生きるためには、御霊が必要なのだと。そしてその御霊を生みだすには、まず怨おん霊りようが必要なのだ。御霊なくば、この国は滅びる。まつろわぬものも人も関係なく、生きられぬのだ。オレたちは、菅原道真を御霊にせねばならないのさ」

「だからって、どうして純友が式神に？　御霊や式神の犠ぎ牲せいのもとに成り立つ国なんて、あなたが犠牲にならなければ生きられない命なんて、わたしは要いらない！　晴明、あなたはどうして──」

「……わが母はもう、戻もどらぬ。大地にすべての気を注ぎ込んで、永遠に……消えてしまった……誰だれかが、御霊となって大地に気を注がねばならない……」

「ふざけないで！」

「ふざけてなどいない。菅原道真はこの世界の秘密を、大地の気がすでに涸かれていることを、坂ばん東どうへ天下る途と上じようで知ってしまった。京の都にいるあいだは、憎にくしみの炎で目をふさがれて見えなかったのだ。伏ふし見み稲いな荷りに自らを封じていたわが母の気も、尽つきてしまった。だから菅原道真は俵藤太を殺さず、敢あえて将門を怨霊にしたのだ。怨霊将門を、菅原道真自身を調伏させるために陰陽師に仕える式神となし、そしていずれは浄じよう化かされ消えていく自分の後を継つぐ未来の御霊とするために」

　晴明は葛葉と出会って知らされたのだろうか、それともその理知によって推論を立てて真実に到達したのだろうか、純友にはどちらがほんとうなのかわからなかった。

　消しよう滅めつしつつある葛葉から直接真実を伝えられたのならば残ざん酷こくすぎる、そうではないと信じたい、きっと首だけになり都へ運ばれてきた将門が最後の力を振ふり絞しぼって「菅原道真の変心」の真相を晴明に伝えたのだろう、と純友は虫の息になりながら思った。

「……そろそろ死ぬ頃ころだ。オレは生来、執しゆう着ちやくの薄うすい男だからな。これほど無様な負け戦をやらねば、怨霊にはなれなかった。晴明、オレの首を取れ。将門の首の隣となりに並べよ。契約の時だ」

「私がもっと早く、藤原家が隠かくしている真実に気づいていれば。純友、すまない」

　平将門と藤原純友はこの時より安倍晴明の式神となり、大怨霊・菅原道真をこの国の大地に気を送る御霊とする──はずだった。

　だが、ただ一人、この成り行きにあらがった者がいた。

　芦屋道満だった。

　道満はこの時、純友を守るために、自らの命と術のすべてを注ぎ込んで晴明を殺そうとした。

　そして晴明は、この世界を守るため永遠に消えてしまった母の遺志を継つぎ、道満の怨念のすべてを自ら背負う覚かく悟ごをすでにかためていた。

　陰おん陽みよう道どう史上ただ二人の究極の術士は、純友以外に誰も見ている者がいない伊予の小島の洞窟で、激げき突とつした。

　道満の肉体も晴明の肉体も、この一いつ瞬しゆんの激突によって、海に浮かぶ小島とともに消滅霧む散さんした。

　技量と経験に長たけた道満がこの時、術士として未完成だった晴明を完全に葬ほうむれなかったのは、純友を巻き込むまいと思わず彼の身体からだをかばったからであった。

　それでもなお、焼けていく道満の腕の中で、純友の命は尽きた。

「……すまなかった、道満。お前は、今を生きろ。オレという呪しゆに、縛しばられるな」

　そう言い残して、純友は息絶えた。

　肉体を燃やし尽くされて霊れい体たいだけになってもなお、道満は咆ほう哮こうした。




「安倍晴明。絶対に許さない。絶対に──！」




　たとえわたしは千年かかっても、何度業火に焼かれて朽くち果てようとも、絶対にこの国を滅ぼしてやる、と道満の魂たましいはあらぶり続けた。










　そこで、道満が語る過去の物語は、終わった。







　第三話　御法




　道どう満まんが語り終えた時、道満たちが集まっていた冷れい泉ぜい院いんの館やかたはすでに炎ほのおに包まれていた。

　藤ふじ原わら家が隠してきた真相を知った冷泉院は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「大地の気がすでに涸かれはて、死に向かっているこの国を救うため、どうしても菅公を御霊とせねばならなかったのか。将まさ門かどを討とう伐ばつした理由もそれか。それこそが、藤原家が隠していた秘事か」

「父上、このような欺ぎ瞞まんに満ちた朝ちよう廷ていは要らないのです。大地の気が涸れはてていることを民が知れば、世は乱れに乱れ、朝廷は賊ぞくと化した民によって滅ぼされるやもしれません。ですが、だからといって大地とともにすべての命が絶えるはずはありますまい。どうしても御霊が必要だというならば、権力の頂点に立つ藤原家の人間がすすんで御霊になるべきです。純すみ友ともがそうしたように──あるいは、藤原家のお飾かざりという立場に甘んじて沈ちん黙もくを続けてきた帝てい室しつの人間が──」

「朱す雀ざく帝ていよ。そなたはもしや」

「この造反劇が万が一失敗に終わり藤原家と朝廷が生き延びた時には、朕ちん自らが大日本国を呪のろう大怨霊となり、御霊となりましょう」

　朱雀帝の若さが、冷泉院にはまぶしかった。

　なんという無む軌き道どうさ。

　なんという純じゆん粋すいさ。

　だが、冷泉院にはまだわからないことがあった。

「革命戦の途上で、藤原家が隠いん匿とくしてきた秘密を知ってしまった純友は、世を救うために死して晴せい明めいの式神になろうとした。菅公を御霊とする他ほかに世を救う道、民を救う道がないと理解したために。だが芦あし屋や道満よ、それをそなたが阻そ止しした。結果、将門と純友はいずれも晴明の式神になれず、菅公同様に朝廷に仇あだなす怨霊となった。そういうことであったのか」

　道満が無言でうなずく。

「ではなぜ、菅公は御霊になったのか？　将門と純友はいかにして、伏見稲荷に封ふうじられたのか？」

「空うつ蟬せみよ。大地の気が涸れはてたのに呼応して、眠ねむっていたあいつが高こう野や山さんの穴の底で目覚めたせいよ。空蟬が晴明に手を貸して菅公を北きた野のの社やしろに封じ込め──さらには将門と純友の真ま名なを奪うばい、強引に眠りにつかせたのよ」

「空蟬？　それは、いったい何者なのか？」

「真言密教をきわめた稀き代だいの天才術士、弘こう法ぼう大だい師し空くう海かい。あいつは大地の気が涸れはてる未来の大破局を予知し、その破局に立ち向かう陰陽師・安あ倍べの晴明の出現をも予知していた。しかし不世出の天才であろうとも人である空海は、肉体が滅ほろべば死んでしまう。どれほど仙せん術じゆつをきわめても、わたしや晴明のように朽ちた肉体を再生する術を身につけることはできなかった。だからあいつは、自分が死んだ後の未来に介かい入にゆうし晴明を助けるために、生きながらに自らの肉体を高野山の地下へと埋うめた。空海の肉体という殻からを脱ぬぎ捨てて魂こん魄ぱくだけの存在になったから、『空蟬』」

「おお。弘法大師であったか」

　弘法大師は護国のためにまだ高野山で生きているという伝説は、それでは事実であったか、と冷泉院はうなった。

「でも、空蟬はその際に霊れい力りよくを使い果たして長い眠りについてしまったわ。もう、ほんとうに抜ぬけ殻がらよ。先日伏見稲荷で、光ひかる源げん氏じと戦った時にあらわれた空蟬は、かつての弘法大師空海の残像にすぎない。そして今──須す磨まで純友は調ちよう伏ぶくされたけれど、かわりに将門は空の属性を持つ最強のよりしろを得た。完全体よ。もはや誰も、将門を止められない。勝負は決したのよ」




『そうだ。ついに誰も、怨霊と化した我を調伏できなかった。我を怨霊としておきながら──無能な朝廷にはもはや守るべき価値がない。この勝負は道満の勝ちだ。朝廷よ、今こそ滅びの時だ』

　将門は、到とう来らいした。

　焼け果てた御ご所しよ跡あとに、阿あ修しゆ羅ら像のごとき形相をもって、平たいらの将門が降り立った。

　生前の将門とは比べものにならぬほどの巨きよ人じんである。

　その腕うでには、気を失った紫むらさきが捕とらわれている。

　道満は、哀あわれな紫の姿を見ると思わず目を伏ふせていた。

「なんてことだ！　愛らしい女の子をかどわかすとは、いくら同性とは言え許せん将門。僧そう兵へいはうち捨てろ、紫ちゃんを救いだすんだっ」

　藤原中将が武士団を率いて巨人・将門を包囲すれば、

「おおおおおお？　帝みかどよ、わけあって私は若わか紫むらさきの君をお救いする！　もはやあなたがたは私の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵です！」

　良りよう源げんは血相を変え、一瞬で寝ね返がえった。

「わっ、若紫の君いいいいい～！　今参ります！」

　良源に率いられた僧兵たちもいっせいに将門へと襲おそいかかった。

　朱雀帝は「な、なんだこいつの異様な闘とう気きは」と呆あきれたが、もう良源が荒あれぶるロリ魂こんを覚かく醒せいさせて大暴走しても勝負にならない。

　将門が全身から放つ邪じや気きが、武士団や僧兵たちを次々と空中へと吹ふき飛ばしていく。

　炎えん上じようする館から藤ふじ壺つぼをかばって大路へと飛び出してきた冷泉院が「北野で御ご霊りようとなっておられる菅かん公こうを解放するのだ。朝廷と藤原家に恨うらみを抱いだく菅公ではあるが、この国の民たみの危機を前にした今、必ずやみなのために将門と戦ってくれるはず」と起死回生の策をひらめいた。

　だが、将門の笑い声が天空に鳴り響ひびいた。

『菅公はもう、あらわれぬぞ』

「なにっ？」

『わからぬか。菅公はうぬらに頼たのまれずとも、渾こん身しんの霊力をふるって我の都入りをはばもうとしたのだ。我と菅公は天空で死し闘とうを繰くり広げた──そして、すでに菅公の気は、我の気に融ゆう合ごうした。我は、怨おん霊りようの気を自らの器うつわに取り込むことができるのだ。ゆえに、我は本朝最強の鬼おになのだ』

「では、御霊としてこの国の大地を延命させてきた菅公は……そなたに、食われたのか？」

『そうよ、我と一体となった。北野の社に封じられ千年も続くはずであった孤こ独どくと怨おん念ねんの苦く悩のうから、解げ脱だつしたのだ。我が、菅公を救ったのだ』

「そんな馬ば鹿かな！　菅公の力のすべてを、そなたは手に入れたというのか……ありえぬ！」

『我一人の力ではない。本来ならば、強大な菅公を取り込むと同時に我の器は内部より打ち砕くだかれたであろう。だが空の属性を持つよりしろを得た我は、無敵だ。この娘むすめが、菅公の魂魄を浄じよう化かし、我の器の中へとなじませてくれたのよ』

　大地が震しん撼かんした。

　大おお地じ震しんだった。

　都の市街地に建てられていた建築物のすべてが、この衝しよう撃げきで倒とう壊かいした。

　都を守るべき叡えい山ざんの御ご坊ぼうも北野の社も、炎に包まれているらしい。

「朱雀帝よ、これではすべての命が死に絶えてしまうぞ！」

「父上。命はそれほど弱くもはかなくもない。必ずこの破は壊かいの中から立ち上がります。むしろこの都に集められた富こそが、身分の差を生みだし続ける元げん凶きようだった。こんどこそ、まつろわぬものも物ものの怪けも御霊もない、すべての者が平等に人として生きられる世になるのです」

「誰だれも彼もが破は滅めつしていく世界の中でねずみのようにおびえながら順番に死んでいく、そんな世のほうが今の世よりましだとそなたは言うのか？」

「人はいちどすべてを失ってこそ、正しき世を作ることができます、父上」

「それは傲ごう慢まんというものだ、そなたが独断で決めていいことではない朱雀帝よ！」

　都人たちは大路を逃にげ惑まどおうとするが、大地の揺ゆれが激しすぎて歩くこともできない。

「紫ちゃんを救えなかったとあっては、源氏の君に会わせる顔がない。だが、ただの人間がいくら束になってかかっても大怨霊・将門には勝てん！」

　藤原中将は残っている武士団を率いて、倒壊する館からかろうじて逃のがれ出た右大臣一家、左大臣一家、藤壺たちを守るので精せい一いつ杯ぱいとなっていた。

「なにしろあの良源でさえ、瓦が礫れきの下に埋もれて死んでしまった……」

「……うおおおおおおお！　若紫の君いいいいいいいいいいいいい！」

「おっと。復活した上に自力で脱だつ出しゆつしてきやがった。しかも、真っ黒い鬼の姿に変化している。いったいこの力はどこから」

「ぬおおおお、私は若紫の君をお救いするまで絶対に死なぬ！　ええい安倍晴明と光源氏はなにをしているうううう！　わが妹に、いやわが母になってくれるかもしれぬ若紫の君の危機なのだぞおおおおおお！」

　全身を黒化させた良源は頭に角を生やし、口からは牙きばが飛び出している。

「この魂たましいが冥めい府ふ魔ま道どうに落ちようとも、若紫の君だけはお救いするううううう！」

「そうか、これが菅公の怨念をもはるかに凌りよう駕がする煩ぼん悩のうの力か。くわばらくわばら」

　激しく揺れ続ける大地の上で、叡山で溜ため込んだ法力を全開にして人外の鬼に変化した良源と将門の戦いがはじまり、都の崩ほう壊かいはさらに加速した。

　逃げ惑っていた都の民たちも、「あの良源さまが鬼になってしもうた」「動機が不純なぶん、将門公より面めん倒どうくさくね？」とすっかりおびえる始末。

　いかん。良源のやつ、都が吹き飛ぼうが俺たちが全ぜん滅めつしようが紫ちゃんさえ救えればどうでもいいと思っている！　と気づいた藤原中将は悲鳴をあげていた。

「晴明ーっ早く来てくれーっ！」

「晴明はまだみたいだけれど、かわりに賀か茂もの保やす憲のりちゃんがさっそうと参戦！」

　怨霊調伏のような荒あらっぽい仕事を好まない賀茂保憲が、藤原中将の隣となりに立ち、護ご符ふを良源の額に投げつけた。

「……はっ？　私はいったいなにをしていたのだろう？」

「良源、紫愛を爆ばく発はつさせて正気を失わないでよ。あんたが上空から、あたしが足あし下もとから。将門を上下から同時に攻せめるわよ」

「上下から、か」

「あの圧あつ倒とう的てきな邪気が将門を守る見えない壁かべになっているから、物理攻こう撃げきは無理。だから、将門の五体を覆おおっている邪気を上と下から削けずっていくの。きっと邪気を集中できるのは一か所だけだから、あんたとあたしが二か所同時に削れば必ず上下どちらかは突とつ破ぱできる」

「わかった！　もう密教だ陰おん陽みよう道どうだと対立している場合ではない、うるわしの若紫の君を救わねばこの世は闇やみなのだああああ！　将門滅ぶべしっ」

「……はあ。本来こういうのは晴明の仕事なんだけど。邪気の壁を破ったら藤原中将は、武士団を率いて一点攻撃をお願い。行くわよ！」

「うむ、任せておきたまえ」

　賀茂保憲の緊きん急きゆう参戦によって良源はどうにか人の心を取り戻もどし、ついにさすがの将門も五体を守る邪気を祓はらわれて後退するか、と思われた。

「効いてるぞ、邪気の層がどんどん薄うすくなっていくのが見えるわ！　ふははははは、若紫の君！　今参りまする！」

「生身の人でありながら幼女への執しゆう念ねんだけで生きながらに鬼と化すなんて──良源、絶対に敵にまわしたくないやつだわ」

「これがっこれが叡山で日夜悶もん々もんと燃える煩悩を抑おさえ続けることで開花したわが法力よ！　幼子への無む償しようの愛は！　人じん智ちを！　超こえるのだあああああ！」

「なんだかよくわからないけどとにかく不気味すぎるわね」

「おお、良源が将門の頭上に広がる見えない壁を突破するぞ！」

　だが。

　良源と賀茂保憲が死力を尽つくして、ついに邪気の壁に一点の穴を開いたと思われた瞬しゆん間かん。

　将門が腕に抱いていた紫が、まぶたを開いた。

　そして、か細い声で、つぶやいた。




『……誰も、もうこの壁を超こえて、入れないの』




　紫がその言葉を発すると同時に。

「うそっ？　必死で削ったはずの邪気が……一瞬で、充じゆう塡てんされちゃった？」

　将門へ迫せまっていた賀茂保憲と良源の身体からだは、再びよみがえった将門の邪気によってはじき返されていた。

「あの子は源氏の君と同じ空の属性持ちの式しき神がみ。源氏の君は邪気を吸収する力の持ち主だけれど、あの子は菅公の怨念を無害化させてしまうほどの強大な浄化力を持っているのでしょう？　それなのにどうして、将門の邪気が回復するの？」

「怨念を浄化させる力がひとたび裏返れば、逆に邪気を生みだし増やす力にもなるんじゃないかな？」

　藤原中将の推測は、正解らしい。

「そうよ……彼女をこのような形で利用したくなかったけど……もう手て遅おくれよ。紫ちゃんの心の闇が、将門の魂と呼応してしまったのよ」

「将門の邪気は、空の属性を持つよりしろの力によって無限に増ぞう殖しよくする。お前たちはもう誰も将門に近づくことすらできない。終わりだ」

　芦屋道満と朱雀帝が、将門の足下に歩み寄った。

　しかしこの二人でさえ、将門が張り巡めぐらせている邪気の結界を超えることはできないらしい。

「若紫の君の心が、将門に捕らわれてしまったというのかあああ？　おのれ将門、いくら女人同士とはいえそれだけは許さんぞおおおお！」

　良源は怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで激高し、何度も将門へと突進したが、そのたびに将門の腕に抱かかえられた紫は「近づかないで」とさらなる邪気を増殖させていく。

「あああ。若紫の君いいいい！　いったい、いかなる心の闇を抱えていたというのですかあああ！　お悩なやみごとがあるのでしたらこの良源にすべてをぶつけていただきたい！」

「やめなさい良源、攻めれば攻めるほど将門の邪気が増えているわ。今のあの子はもう誰にも近づかれたくないのよ、特にあんたみたいな手合いが襲ったら逆効果よ！」

「なんだとぅ。絶望した！　私は出家して世を捨てる！　いやしまった、すでに私は出家済みであった！　もはやこの世界に逃げ場なし！」

「あんたは少し落ち着きなさいって」

　大地が激しく揺れ続ける中、刀折れ矢尽きた敗残の武士団にかろうじて守られながら、冷泉院が顔を覆った。

「無限に邪気を増殖させる力、か。ほんとうに無敵ではないか。そして頼みの菅公までもが将門と一体化あそばされたということは……御霊を失ったこの国は将門が暴れようが暴れまいが、まもなく滅ほろびるということか」

「それがしの呼びかけも届きませぬ。ごっ、ご主人さまあ～」

　紫をけんめいに追って飛んできたねこたまがゆらゆらと藤壺の頭上を舞まいながら紫に声をかけるが、将門の邪気の結界に入りこんでしまった今の紫には届かない。

　そんな絶望的な破局の中──。

　ずっと期待に満ちた表情で空を見上げていた藤壺が、頭上を指さした。




「皆みなさん、空をごらんになって。源氏の君が、舞い戻られました」




　光ひかるは、生きていた。

　今、光は晴明と手をつなぎ、将門の頭上へと一直線に降下していた。

　将門の足下には、葵あおい、六ろく条じようさん、そして明あか石しと入道の父娘が牛ぎつ車しやを突進させて迫っている。

「ちょっと。どうして紫ちゃんが闇落ちしていますのっ？」

「いいから破は魔まの弓を結界に打ち込んで～。源氏の君を地上から援えん護ごだよ～」

「……どうしてボクが光源氏に血を分けてやるはめになっちゃったんだっ。あああ、あの男の身体にボクの生の血が今も流れているかと思うと……いやらしい、いやらしい」

「明石よ、お前と源氏の君とのあいだに救世主が生まれるというわが夢は、こうしてみるとちと違ちがっていたらしい。お前が源氏の君の子を産むのではなく、お前が源氏の君に血を与あたえることであのお方自身が救世主となられたのだ」

「なんだって？　じゃあボクが男装していたことにどういう意味があったんだ、このタコ親父おやじがっ！」

「待て息子むすこよ。お前が男装して乙おと女めの純潔を守っていたからこそ、瀕ひん死しとなった源氏の君をよみがえらせたのだぞっ。お前が純血を失っていたら源氏の君はお前の血に汚けがされて死んでおったわ。こら待て、タコの触しよく手しゆを繰くり出すでない」

「乙女だろうが人妻だろうが関係ないだろうが！　いっぺん死ねっ」

「……源氏の君と、わが息子明石……人間と人間の出会いが、救世主を生もうとしておるのだろうか……かよわき人間の力で、あの圧倒的な怨おん霊りようを祓えるというのだろうか……」

　入道がふと真顔になって祈いのるように光の姿を凝ぎよう視ししていることに気づいた明石は、入道を殴なぐる手を止めていた。

「……親父」







「光。手を離はなすぞ。紫を救いだせる者は、キミしかいない」

　晴明が、光を送り出した。

　光は無言で、将門の頭上へと一直線に降りていった。

　この刹せつ那な──二人の陰おん陽みよう師じ、晴明の血と明石の血をともに入れて「この世界」と完全に調和した光の身体の中で、なにかがはじけとんだ。

　光は、失われていた記き憶おくを取り戻していた──永遠に封ふう印いんしたはずの記憶だった。

　いかなることがあろうとも、存在しなかったことにしたはずの過去だった。

　あってはならない呪しゆだった。

　紫も、将門に捕とらわれた時に同じ記憶を取り戻してしまっている、だから将門の怨おん念ねんに呼応しその邪じや気きを無限増殖しているんだ、と光はすでに気づいていた。

「将門には、この国を滅ぼそうという怨念はもともとなかった。騙だまし討うちされて怨霊となった瞬間に菅かん公こうの真意を知った将門は、晴明の式神になってこの世界を救おうと決めたんだ。だが、将門は式神になれなかった──だから、将門の魂こん魄ぱくの隅すみにわずかによどんでいた邪気が、怨霊となった瞬間からじょじょに増殖をはじめた──その増殖する邪気がいつしか、ついに将門自身の意思そのものになってしまった。その邪気が今、将門に身体を握にぎられている紫をも侵しん食しよくしている。しかもその紫自身の力によって邪気はどんどん増殖し、将門自身ももう邪気と怨念を制せい御ぎよできなくなっている！」

　将門の邪気が、紫の心の奥底に封印されていた小さなよどみを解き放ち、そのよどみが無限増殖をはじめてしまったのだ。

　今、自分自身の過去の記憶を、呪をすべて明めい晰せきに思いだした光は、この怨霊が跋ばつ扈こする平へい安あん京きようの世界の真の姿をも心眼ではっきりと見ることができるようになった。

　晴明も道満も将門も朱雀帝も、この大地の気がすでに涸かれているという秘事を隠いん蔽ぺいしていたあの藤ふじ原わら左大臣も、最強の言こと霊だま遣づかい・六条さんすらも、誰だれも知らないこの世界の秘密を、光は今その目で見ている。

　しかし今は、将門の邪気に共鳴して怨念の無限増殖という悪あく循じゆん環かんから抜ぬけだせなくなってしまった紫を、迎むかえに行く時だった。

「必ず見つけだして迎えに行く。僕は、そう紫と約束した」

『我に近寄るな！』

　怒いかり狂くるった将門が次々と、赤く燃え上がる邪気のかたまりを光めがけて放ってくる。

　その邪気のすべてを、光はてのひらをかざして防いだ。

　放っても放っても、その怨念のすべてを光の手は吸収して、いずこかへと飛ばしていってしまう。

「紫のように怨念を浄じよう化かし消し去ることは僕にはできない。でも、ここでないどこかへ運び去ることは、できる」

　将門の頭上に展開されている邪気の壁に、光が伸のばした指先が触ふれた。

　壁を突つき破って、将門へと迫った。

　正確に言えば、将門の腕うでに抱だかれている紫へと。

　迫れば迫るほど、放たれる邪気の圧力は増していく。

　全身の血管が膨ぼう張ちようして爆ばく発はつしそうだった。

　紫と将門が生みだす黒くよどんだ邪気が、無限増殖する──

　光がてのひらから吸収できる量を、その増殖速度が上回る──

　それは、あまりにも絶望的で、無む謀ぼうな戦いに見えた。

　それでも晴明が、葵たちが、良源たちが持てる力を振ふり絞しぼって光を支し援えんする。

　ああ、あのお方こそが住すみ吉よし明みよう神じんだったのじゃ、いや、神とは世界を救うために自らの血を流す人間のことを呼ぶのかもしれぬ、と明石入道が思わず伏ふし拝おがんだ。

「……来ないで。光くん」

　人形のように表情を失って動かない紫が、口を開いた。

「誰ももう、わたしの世界に近づけないと決めたの」

　光は、全身の肌はだから赤い血を流しながら、笑った。

「そうは行かない。だって、約束したから」

「そんな約束もう無効なの。来ないで！　光くん、死んじゃうよ！」

「紫は絶対に、僕を殺したりしない」
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「自分でももう自分を抑えられないの！」

　光の伸ばした指が、紫のポニーテールのしっぽに、届いた。

　二人の記憶が交こう錯さくした。




　紫が遭そう難なんして、光に救出されたあの事件の直後──。

　場所は、みなとみらいのタワーマンション。

　朝あさ比ひ奈な家で、紫の母・桐きり子こと、光の親しん戚せきたちとが緊きん急きゆう会議を開いていた。

　会議に参加させてもらえなかった紫は、お隣となりである光の部屋へ来ていた。

「いったいどういう会議なんだろうね、光くん」

「わからない。うちの親戚一同が集まって、桐子さんとなにを話すんだろう？」

「まあ、このたびはなんとかかんとかって挨あい拶さつしてるだけなんじゃない？　海でも眺ながめて待っていようかー」

「そうだね」

　二人は、ベランダに出た。

　このタワーマンションのベランダからは、横よこ浜はま湾わんを一望できるのだ。

　南側には山やま下した公園、ポートタワー、山手の丘おかが。

　東の海上にはベイブリッジ。

　湾岸沿いの高層ビルだから本来、今日のように風が強い日にはベランダに出られない。

　その上、大雨も降っていて、見晴らしは最悪だった。

　黒い曇くもり空に覆おおわれた海は、空が晴れている時とは違って、不気味である。

　しかし冒ぼう険けん好きの紫は「この強風がたまらねえぜえ」とポニーテールをなびかせながら喜んでいた。

　遭難しても懲こりてない、と光はため息をついた。

　この時、不幸な偶ぐう然ぜんが起きた。

　隣の朝比奈家のリビングで会議をはじめていた桐子と光の親戚たちもまた、「あの子は好こう奇き心しん旺おう盛せいだから」「隣の部屋の壁かべ沿いに私たちの話を聞かれるかもしれない」という理由で、危険な強風が吹ふいているベランダへと出てきたのだ。

　彼らの会話は、薄うすいボード越ごしに隣のベランダにいた光と紫の耳に、聞こえてしまった。







『今回の紫ちゃん行方ゆくえ不明事件の報道で、はじめて知ったのだが』

『桐子さん、あなたは水みず原はら家には二度と近づかないという約束だったはずだ』

『……申し訳ありませんでした。ただ……』

『光くんが、ご両親を失って辛つらい思いをしている。見かねて、同じマンションに転居したのだろうが』

『まあ、あなたは光くんの実の母親だからね。心配になったのは当然だ』

『しかし私たち水原家の一族と協議した際に、決めたはずだ。彼とは二度と会わないと』

『……実の母だと名乗らなければ、問題はないと……誰かがあの子のそばにいて、支えてあげなければならないと……そう、思ったんです』

『それはそうかもしれないが、かの平将門公の末まつ裔えいであり横浜随ずい一いちの名家である水原家にとって、本家の御おん曹ぞう司し・光くんが実は愛人に産ませた子だという事実は、決して表おもて沙ざ汰たにはできない一大スキャンダルなのだから』

『まあまあ。実際、親戚の誰にも心を開かなかった彼も、桐子さんには懐なついているようだし』

『紫ちゃんとも仲がいいようでなによりだが。なんといっても、母親を同じくする実の兄きよう妹だいだからね』

『お互たがいに真実を知らずとも、気が合うのだろう』

『やはり兄妹だな』

『とはいえ、今後も決して真実を光くんに漏もらさぬように』

『もしも彼に気取られた時には、あなたがた母子を問答無用で横浜から退去させることになる』

『われわれがその気になれば、あなたがたを国外へ追放することもできる』

『そうなれば二度と、彼には会えなくなるのだよ。あなたも、紫ちゃんも』

『……死ぬまで、決して漏らしません。誓ちかいます』










　覚えていてはならない記憶を封印した者は、光だったのか、それとも紫だったのか。

　忘れなければならない呪を世界から消したのは光の力か、あるいは紫の力か。

　光は今、紫のポニーテールのしっぽをその手でつかんでいた。

　邪気の壁を突とつ破ぱされた将門の意識は、今、腕の中に捉とらえた紫と一心同体となっている。

　将門は、だから、仁に王おう立ちしたまま動けないでいる。

　本来ならばあの日あのベランダで爆発するべきだった紫の感情が今、何年ものあいだ嘆なげくことすら禁じられて封印されてきた想おもいが今、いちどにあふれだしていたから。

「光くん。わたしたちは最初から、出会わなければよかったんだよ」

　僕たちの初はつ恋こいはただ一日で終わったのだった、と光は思った。

　いついかなる時にでも紫を迎えに行くという呪しゆを結んだその日に、僕は永遠に紫を迎えに行けなくなったのだと、やっと理解した。

　こうして将門の邪気の壁を貫つらぬいて、紫の髪かみに手が届いても、僕は紫を抱だきしめて連れ帰ることができないのだ、と。

（ずっと、自分が何者なのか、どこへ向かっているのか、わからなかった。ずっと見えないなにかにおびえていた。自分自身が虚うつろなような気がして、心に開いた穴を埋うめてくれるなにかを探し続けていた。僕は、答えを見つけてはいけなかったんだ）

　とっさには、紫にかけるべき言葉が出てこなかった。

「迎えに来た。約束だったから」

　振り絞るように、それだけをなんとか伝えた。

「でも、もう。お母さんがした約束を、破っちゃったよ、わたしたち。もう、会えないよ。お別れだよ、光くん」

　僕たちはあの時すでに終わってしまった初恋を、あたかも終わっていないかのように自分たちの心を欺あざむいて、そしてここまで来てしまったのだ、と光は思った。

　あの時、僕たちは声をあげて抱き合って泣くべきだったのだ。

　とりわけ、紫は──。

　でも、声を漏らせば、僕たちが秘密を知ったことを桐子さんたちに気づかれていた。

　だから──。

　知ってしまった呪を、知らなかったことにするしか、なかったのだ。

　目をそらすしかなかったのだ。

　ほんとうはもうすべてが終わってしまっているのに、まるでなにごともなかったかのように素知らぬ顔をして生きていくしかなかったのだ。

　紫が僕を欺いたわけでも、僕が紫を欺いたわけでもなく、お互いに望んでそうする他ほかはなかったのだ。

　でも、もう。

　僕たちはもう、現実に戻もどらなければならないのだ。

　これ以上お互いを欺き続けることはできないのだ。

「あんな約束に、従わなくてもいい。僕は、ずっと紫とともにいる」

　光は、紫の頭を腕の中に抱いた。

　しかし紫がつぶやく声は、おそろしいほどに冷たく、無感情だった。

「……兄として、でしょう。わたしがほしかったのは、お兄ちゃんじゃなくて……」

　その紫の声に呼応するかのように将門が咆ほう哮こうし、さらなる邪じや気きを解放した。

　大地の振しん動どうは、さらに激しさを増した。

　誰だれももう、その場に立っていることすらできない。




「滅ほろんでいく。平安京が滅んでいく。だが違ちがう。これは、朕ちんが望んでいた終わりとは違う。これでは、再生への希望すらない。あるのはただ喪そう失しつと絶望だけだ。ほんとうに、なにもかもが終わってしまう」

　道満の結界に守られている朱す雀ざく帝ていですら、顔面蒼そう白はくとなって震ふるえはじめていた。

「藤原純友が朝ちよう廷てい打だ倒とうの野望を土ど壇たん場ばで翻ひるがえした理由がわかった気がするぞ、道満。あの娘むすめを将門の腕うでの中から救いだせないのか？」

「……紫ちゃん……」

　道満は、紫をこの戦いに巻き込んでしまったことを悔くいていた。

　だが同時に、この結末が、紫の魂たましいが将門たちまつろわぬものの怨おん念ねんに呼び寄せられた結果生じたひとつの必然であろうということも、理解していた。

「光源氏にしか、紫ちゃんを救うことはできないわ。でも」

　でも、どれほど光源氏が救おうとしても救えない、必死になって救おうと願えば願うほどあの子の絶望は深まるだけよ、と道満はつぶやこうとした。

　が、その言葉を、発することを慎つつしんだ。

　音にすれば、その瞬しゆん間かんに言こと霊だまになってしまう、と気づいたからだった。

「道満。頼たのむ。朕はあの少女に都を滅ぼす業を背負わせたくはない。あれは本来、朕が背負わねばならぬものだ」

「わたしや晴明、明石がいかなる式しき神がみや術を繰くり出しても、今の将門と紫ちゃんの元にはたどり着かない。あの邪気の壁は、光源氏以外の誰にも突破できないの」

「源氏はなぜ突破できた」

（邪気を吸い込むという式神の力と、なによりも──紫ちゃんの闇やみを共有している者だから。でも、光源氏があの闇からあの子を救いだそうとあがくほど、あの子を想えば想うほど、逆効果になってしまう。そして外からわたしたちがどれほどの術を用いても、あの桁けた外はずれの邪気にはばまれる。手の施ほどこしようが……）

　いいえ、ひとつだけあるわ、と道満は気づいた。

　そうだ。

　自分はなぜ、「もうダメなの」と口にせず、言葉を発することをためらっているのか。

　その言葉が言霊になってしまうからだ。

　呪になってしまうからだ。

　つまり──。

「言霊ならば。音ならば、あの邪気の壁を伝わって紫ちゃんの耳に届くわ！」

　道満が叫さけぶと同時に、晴明も解にたどり着いていた。

「そうだ。手練れの言霊遣づかいなら、光を支し援えんできる！」




「ふむふむ。なるほどなるほど。つまり、わたしの出番というわけだね～」

　絶望にうちひしがれる人々をかきわけて、六条さんが、将門の足あし下もとへと突つき進んでいった。

「な、なんて平常通りなんだ、すごいぞ六条さんという人は」

　人々が驚おどろきの声をあげた。

「わたしは常に絶望しっぱなしだから、今いま更さらこれ以上心に打だ撃げきを受けることはないんだよ～。うふふ～」

　そしてもう、この兄と妹の悲ひ恋れんの物語を目撃してしまったわたしの頭の中では、激しい妄もう想そうの物語がとぐろを巻いて悶もん々もんと炸さく裂れつしているんだよ～、と六条さんは「ごっつあんです」とばかりにほほえんだ。

　ほほえみながら、筆をとり、真っ白な帳面にすらすらと文字を書きはじめた。

「題して『源氏物語、若紫の巻』」

　源氏物語──それは、六条さんの脳内でスパークして止まらなくなっていて絶賛執しつ筆ぴつ中の、妄想まみれな恋愛小説である。

　主人公は実在の水原光、つまり光源氏。

　もちろん六条さんの主観で、ほんものと比ひ較かくすると５０００％増し増しの超ちよう絶ぜつイケメン貴公子という設定になっている。

　光源氏の周辺には口うるさい妻の葵や「才さい色しよく兼けん備びすぎて男が近寄ってこない」という泣けてくる妄想チート設定を与あたえられた六条さん自身がわらわらと登場し、源氏を巡めぐって恋のリア充じゆうバトルを繰り広げるという、リアルの六条さん（絶賛独身ひきこもり中）を知っている人が読んだらあまりにも悲しすぎる筋立てである。

　安倍晴明が六条さんの引き立て役としてすら登場しない理由は不明だが、光を式神として使し役えきしている晴明について書くだけで六条さんは腹が立ってたちまち鬼おにになってしまうので、書けないのだろうか？

　ちなみに作中で光源氏と藤原中将の仲が妙みようにあやしいのは、六条さんが独身をこじらせて腐くさりかけている証しよう拠こであろう。

「うう、かわいそうに。現実では決して結ばれない運命の兄と妹だけれど、せめてわたしの物語の中では、仲むつまじい夫ふう婦ふにしてあげるね──」

　六条さんは紫の悲恋を想って涙なみだぐみながら、物語を書きはじめた。

　現世に疲つかれ、病を得た傷心の光源氏が、まだ十歳ほどの幼い紫と出会う場面から──。




　清げなる大人二人ばかり、さては童女ぞ出いで入り遊ぶ。中に十ばかりやあらむと見えて、白き衣、山やま吹ぶきなどの萎なえたる着て、走り来たる女おな子ご、あまた見えつる子どもに似るべうもあらず、いみじく生おひさき見えて、うつくしげなる容貌かたちなり。髪は扇おうぎを広げたるやうにゆらゆらとして、顔はいと赤くすりなして立てり。

「何ごとぞや。童女と腹立ちたまへるか」

　とて、尼あま君ぎみの見上げたるに、すこしおぼえたるところあれば、「子なめり」と見たまふ。

「雀すずめの子を犬君が逃にがしつる。伏ふせ籠ごのうちに籠こめたりつるものを」

　とて、いと口くち惜おしと思へり。




　六条さんが口にするその言霊を耳にしただけで、黒い鬼と化していた良源などはさめざめと涙を流し、両りよう膝ひざを地について「『雀の子を、犬君が逃がしちゃったの』……なんという愛らしいお言葉。ああ、ああ、私はあなたとの出会いを永遠に忘れません、若紫の君いいいいい！」と人間に戻っている。

　一方、ねこたまは「なぜご主人さまにお仕えする従者の名前が犬なのですか。猫ねこですぞっ」と吠ほえた。

　そして六条さんの描えがく光源氏は、はじめて出会った幼い紫の中に、まだ見ぬ母の面おも影かげを見つけるのだった。




　つらつきいとらうたげにて、眉まゆのわたりうちけぶり、いはけなくかいやりたる額つき、髪ざし、いみじううつくし。「ねびゆかむさまゆかしき人かな」と、目とまりたまふ。さるは、「限りなう心を尽つくしきこゆる人に、いとよう似たてまつれるが、まもらるるなりけり」と、思ふにも涙ぞ落つる。




　晴明が「幼い幼いと幼さをしつこく強調しすぎていて、これではまるで光が変態ではないか」と不満を漏もらしたが、「だって紫ちゃんの売りはそこだから～」と六条さんは聞き入れない。

「あ、そうそう。明石ちゃん？　明石の海はすてきだよ、明石には美少女がいるしね、と投げやりな台詞せりふを挟はさんで明石の巻の伏ふく線せんを張っておいてあげるね」

「張らなくていいっ。ボクを勝手に光源氏の恋こい人びと役で出演させたら呪のろうぞっ」

　光に頭を抱だかれている紫の表情が、はじめて動いた。

　六条さんが語る言霊の物語に、心を動かされているのだ。

　さらに六条さんは筆を進めて、光源氏が父親から放置されてよるすべのない紫を強引に連れ去って自宅にひきとる場面を語りながら書きはじめた。

「待て六条。光が、力任せに幼女を誘ゆう拐かいだと？　完全に変態ではないか」

「世間から見れば変態でも、二人の出会いは運命なんだよ～。年の差や立場を離はなれた、美しい純愛なんだよ～」

「……耐たえる。私は耐えてみせる。いやむしろ私自身が源氏になった気分でこの物語を聞けば、ただそれだけで私の魂は救われるのだ……早く続きを頼む！」

　良源が抗こう議ぎする晴明を黙だまらせ、六条さんは先へと進んだ。

　言霊である。

　現世で結ばれることのない光と紫は、『源氏物語』の言霊の世界では兄きよう妹だいという立場をも超ちよう越えつし、夫婦として結ばれるのである。

　光源氏は紫が暮らす館やかたへと乗り込み、強引に紫を連れ出そうとする。

　とはいえ、相手は十歳にしか見えない幼女であるから、




　君、「いかにせまし。聞こえありて好きがましきやうなるべきこと。人のほどだにものを思ひ知り、女の心交はしけることと推おし測られぬべくは、世の常なり。父宮の尋たずね出でたまへらむも、はしたなう、すずろなるべきを」と、思し乱るれど、さて外してむはいと口くち惜おしかべければ、まだ夜深う出でたまふ。




　と、六条さんが描えがく妄想の光源氏といえども、一応は「俺って変態じゃないんだろうか。幼女に手を出したと噂うわさされたら世間体も悪いし」と逡しゆん巡じゆんしてみせたりするのであった。

　こう書いておかないと読者が光源氏に感情移入できなくなるからねえと六条さんがどや顔で語り、良源は「いやそんな偽ぎ善ぜんはどうでもいいから早く連れ出すんだっ」と叫んだ。




「そだね。愛は惜しみなく奪うばうものだからねえ、こんな台詞をつぶやいた直後に光源氏は紫ちゃんを誘拐しちゃうんだよ～」




　君は何心もなく寝ねたまへるを、抱きおどろかしたまふに、おどろきて、宮の御おん迎むかへにおはしたると、寝おびれて思おぼしたり。

　御み髪ぐしかき繕つくろひなどしたまひて、

「いざ、たまへ。宮の御使にて参り来つるぞ」

　とのたまふに、「あらざりけり」と、あきれて、恐ろしと思ひたれば、

「あな、心こころ憂う。まろも同じ人ぞ」

　とて、かき抱いだきて出でたまへば、大たい輔ふ、少しよう納な言ごんなど、「こは、いかに」と聞こゆ。




　と、幼い紫の寝込みを襲おそって抱き上げた光源氏（明らかに犯罪者）は、紫の乳う母ば・少納言たち周囲の人々の呆あきれる声を華か麗れいに無視して紫を自分の牛ぎつ車しやへと連れて行く。




　若君は、いとむくつけく、いかにすることならむと、ふるはれたまへど、さすがに声立ててもえ泣きたまはず。

「少納言がもとに寝む」

　とのたまふ声、いと若し。

「今は、さは大おお殿との籠ごもるまじきぞよ」

　と教へきこえたまへば、いとわびしくて泣き臥ふしたまへり。




「鬼き畜ちくだねえ～光源氏は鬼畜だよね～拉ら致ち監かん禁きんされておびえる幼女ってかわいいよねえ～えへへへへ」

　六条さんは妄想の世界に取り込まれて、どうやら現世に戻もどってこられなくなりつつあった。

　悪い意味で筆が乗ってしまって、これでは明らかに性犯罪者の犯罪日記である。

　待て、紫の瞳ひとみが真っ黒になってきたではないか、これでは逆効果だと晴明があわてて六条さんを止めた。

「ところで六条さん？　光さんの正妻であるはずのわたくしは、いつ登場しますの？」

「あー。嫉しつ妬と深ぶかい正妻の葵ちゃんはもう死んでるから。序じよ盤ばんでわたしが呪い殺したんだよ～」

「ななななんですってえええ？　その不ふ吉きつな展開は取り消しになったはずですわっ！」

「やっぱり正式採用するよ。だって正妻が死なないと、紫ちゃんが源氏の君と結けつ婚こんできないでそ？　てへっ」

「どういうつもりですのっあなたという女はっ」

「だって～。紫ちゃんを源氏の妻にしなければならないという物語展開の都合上、年上の正妻がいたままだと邪じや魔まなんだもん」

「わたくしはそのような物語、決して許しませんわっ！　これは命令ですわよ、わたくしを再登場させなさいっ」

「ちょっと邪魔しないでちょうだい、言こと霊だまを捻ひねりだすには集中力が必要なんだからっ」

「妄もう想そう力の間ま違ちがいですわっ！」

「待て葵、今は六条の邪魔をするな！　いかん、もはや紫の黒化が止まらなく……」

　この危機を救った真の勇者、その名は──。

「幼子が自分をさらった男におびえる描びよう写しやが現実的すぎて心が痛む、もっと若紫の君を笑わせていただきたい！　そもそも、光源氏が若紫の君を賞賛する台詞がぜんぜん足りーん！　こうだ、こう書くんだーっ！」

　良源。

　怒おこった良源は大だい胆たんにも筆をとって、強引に帳面へ文章を書き足した。

　紫に癒いやされて救われた光源氏が、紫の愛らしさ純真さを褒ほめ称たたえる心情を綴つづったのだ。




　さかしら心あり、何くれとむつかしき筋になりぬれば、わが心地ここちもすこし違ふふしも出で来やと、心おかれ、人も恨うらみがちに、思ひのほかのこと、おのづから出で来るを、いとをかしきもてあそびなり。女などはた、かばかりになれば、心やすくうちふるまひ、隔へだてなきさまに臥し起きなどは、えしもすまじきを、これは、いとさまかはりたるかしづきぐさなりと、思ほいためり。




　この文章で良源が訴うつたえている本音を意訳すれば、「大人の女は小こ賢ざかしくてむかつく。身体からだの交わりなんぞも強制されるし、他ほかの女に嫉しつ妬とするし、けんかは絶えないし、実に鬱うつ陶とうしい。捨ててこい、私の理想の女性にはほど遠い。その点、愛らしくて幼い若紫の君とお人形遊びなどをしているひとときこそが私にとって真の幸福。自分の実の娘むすめが相手でも、十歳を過ぎるとなかなかこうして添そい寝したり抱だっこしたりはできないものだ。てか普ふ通つうはさせてくれないよな。ああ、若紫の君のような風変わりと言っていいくらい無む垢くな女の子と一いつ緒しよに暮らせる私はほんとうに幸せ者なのだなあ。私の迷える魂たましいは今、救済されているっ！」とかそんな感じである。

　前半で大人の女とのどろどろの恋れん愛あい模様を「こざかしい」「むかつく」と全否定し、後半で「その点、いたいけな幼女は最高だぜえ！」と無む邪じや気きで幼い紫を菩ぼ薩さつかなにかのように絶賛しているのである。

　六条さんが描いているモテモテ光源氏は稀き代だいのプレイボーイで鼻持ちならないリア充じゆう野や郎ろう。口が裂さけてもこんなロリータ礼賛台詞を吐はくようなキャラクターではないのだが、この台詞だけ良源が書き足しているのでキャラが激しくぶれているのである。

　六条さんの外道きわまるリアルな筆ひつ致ちに憤いきどおった良源がこの文章を書き足した瞬しゆん間かんから、『源氏物語』は永遠のロリコン文学になってしまったのであるが、この文章が──期せずして、深い闇やみに落ちていた紫の心を救うきっかけになった。




「……光くん……それって、ほんとう？」




　六条さんが帳面に書き付けている言霊は、紫の耳には光自身の言葉と重なって聞こえているのだ。

　光は悪い意味でリアルすぎる鬼き畜ちく貴公子を描き込んで暴走する六条さんと、幼子による魂の救済を訴えて血の叫さけびをあげている良源に半ば呆れていたが、「そうだ。そうかもしれない」と不意に納なつ得とくしていた。

「わたしがいたことで、光くんは、救われてた？」

　もちろん、そうだよ、と光は素す直なおにうなずいていた。

「家族を失ってしまった僕の前に紫があらわれてくれたから、僕は、人間でいられた」

「……恋こい人びとになれなくても、それでも、救われた？」

「そうだよ。僕は孤こ独どくじゃない、と紫が教えてくれたからだよ」

　恋人にはなれなくても、僕たちはずっと一緒だ、兄妹だから、絶対に誰だれにも邪魔はさせない、と光は口にしていた。

「誰にも？　水原家の怖こわい人たちが来ても？」

「そうだ。誰にも、邪魔はさせない。約束する。横浜へ戻ったら、公然と名乗りをあげるんだ。桐子さんと紫と僕。僕たち三人は、ほんものの家族だと」

「……光くん」

「もしも紫が僕を連れ出してくれていなかったら、僕は今もずっとあのマンションの部屋の中に閉じこもっていた。だから──」

　だからこんどは僕が紫をこの壁かべの外へと連れて行く、と光は紫の頭をなでながら言い切っていた。

「約束したから」




　将門の腕うでから、力が抜ぬけた。

　光は紫を抱きしめながら、将門のもとを離り脱だつしていた。

「くっ。悔くやしいが、実の兄であれば妹の頭をなでるくらいはやむを得まい。むしろ私にとってはこれは好機！」

　良源が野望の炎ほのおをめらめらと燃やしながら、うなずいている。

「えっと。紫ちゃんが光源氏に寝込みを襲われて処女を喪そう失しつする濡ぬれ場をこれから書くね～。どんどん想像力が増ぞう幅ふくしてきたよ～」

「ええい。そんな場面は書かなくていい、六条！」

「いくらあんたの頭の中のことだろうが、紫ちゃんを汚けがしたら殺すわよっ」

「ボクを無断で出演させても殺すっ明石編の伏ふく線せんは取り消せっ」

「なんでもいいから、正妻であるわたくしをさっさと復活させなさいっ！」

　だが──。

　これで決着がついたわけでは、なかった。

　巨きよ人じん・将門はなおも、紫が増ぞう殖しよくした強大な邪じや気きを身にまとって、都の中心に立ちすくんでいる。

　むしろ、将門の怒いかりは、かつてないほどに増幅されていたのだ。
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『聞け。我は、朝敵とされたことで家族をすべて失った。藤ふじ原わら家の陰いん謀ぼうによって──妹たちはみな、無残に汚され、そして殺されたのだ──この怒り、うぬらに鎮しずめることはできぬぞ！』




　いかん。将門の家族は坂ばん東どうでの合戦の折にほぼ皆みな殺ごろしにされてしまっていたのだ、われらは火に油を注いだぞ、と晴明が気づいた時にはもう、将門の巨体は灼しやく熱ねつの炎に包まれていた。




『晴明、こんどこそ我を止められるか？　できまい！　空蟬はもう起きてはこぬぞ、都もろとも滅ほろべ！』




　将門の怨おん念ねんは、紫が光に癒やされていくと同時にさらに増幅していたのだ──朝ちよう廷てい軍ぐんにかけがえのない家族を殺された、という怨念を将門が思いだすことによって。

　事態は、さらに悪化した──もはや、陰おん陽みよう師じたちが束になってもかなわない大怨おん霊りように、将門は育ってしまったのだ。

「……光くん。あの人は誰にも止められないよ。あの人は、志半ばで散っていったまつろわぬものたちの怨念を一身に引き受けているの。わたしにも、無理だった。逆に怨念の渦うずに取り込まれて……」

「紫。僕は、あきらめない。僕が見たものを晴明にも見てもらえれば、きっと道が開ける」

　光は晴明のてのひらに、自分のてのひらを押しつけていた。

「晴明。僕の目が今見ているものを、晴明に伝える。読み取ってくれ！」

「こら待て光。いきなり思考を送ってくるなっ乙おと女めの頭の中に！」

「口で説明している時間がないんだ、ぜんぶ感じ取ってくれっ」

「ちょっと光くん。なにやってるのよ外道じゃないの？　どさくさにまぎれて異能力を使って晴明ちゃんの精神を汚お染せんしないでくれる？」

「いやそういうんじゃないから。僕が見たものは、この世界のほんとうの真相だ。晴明に伝われば、きっと将門を調ちよう伏ぶくする方法を晴明が見つけてくれる！」

　光は、晴明の心と波長を合わせて、自分が臨死体験中に「見た」イメージのすべてを晴明へと送り込んだ。




　光と晴明の意識が同調した時、晴明は光の意識そのものを自分のものとして見ることができる──光がイメージした映像を、晴明自身の目で見ることができる。

　安倍晴明と、明石。

　空の式しき神がみという超ちよう越えつ的な才能を持ち、さらにこの世界において二人の陰陽師の血をともに受け、かつ、その血の力に生命を奪うばわれることなく蘇そ生せいした光の知覚は、ついに、人間の限界と常識を完全に超こえた。

　今、光がその目で見ているものは、この世界そのもののほんものの構造だった。

　大空も。

　たなびく雲も。

　雄ゆう大だいな海も。

　ただ、「空」や「雲」や「海」としてそこにあると同時に、それらの「呪しゆ」を構成する小さな小さな要素のすべてが、光には見えるようになった。

　いわば、分子レベル、原子レベルで、ものを──呪の本質を見ることが可能になったのだ。

　異形のもの、神の血を受け継つぎつつ、さらにこの世の構造を知によって支配し操作せんとする陰陽道をきわめた晴明や道満さえ、できないことだった。

　世界のすべてを構成する「呪」そのものの正体を見み極きわめること。

　賀か茂も家の系けい譜ふと播はり磨まの系譜、異なる二つの陰陽道が光の中でひとつに交わった時、はじめてこの奇き跡せきが可能となった。

　そして、光が見たものは──その光の意識を受けた晴明の二つの瞳ひとみの網もう膜まくに映し出されたものは、「言葉」だった。

　小さな小さな、しかし膨ぼう大だいな量の、文字通り無数の「言葉」が複雑に絡からみ合い、この世界のありとあらゆるモノを──空気、物質、液体、熱、気、生命、あらゆる呪を構成していた。

　晴明自身、その目で、自分という呪が無限の言葉によって形作られているさまをはっきりと確かく認にんしていた。

　真ま名なという呪。

　性質。

　感情。

　記き憶おく。

　過去。

　夢。

　現在。

　未来。

　怨念。

　嫉妬。

　憤ふん怒ぬ。

　特性。

　属性。

　憎にくしみ。

　愛情。

　希望。

　悲しみ。

　絶望。

　快楽。

　苦痛。

　安倍晴明という呪は、それら無数の小さな言葉がえもいわれぬような精せい妙みような結びつきによってひとつの構造を形作り、安倍晴明という生命たらしめているのであった。

　しかもそれらの言葉は不変のものではなく、刻一刻と生まれ変わり、新しく生まれては消えていき、一いつ瞬しゆんたりとも固定されているものではなかった。

　晴明が「なんだ、これは。これが、この世界の真の姿なのか」と驚おどろけば、晴明を形作っている言葉の構造の中に「驚きよう愕がく」「衝しよう撃げき」「恐きよう怖ふ」「悟さとり」「真相」といった新たな言葉が次々と生まれいずるのだった。

「六条が詠えい唱しようしていた聖書とやらに、こう書かれていた。『初めに、言ことばがあった。言は神と共にあった。言は神であった』、と──そうか。この世界は」

　最初にこの世界の真の構造を見た光は、これがいったいなにを意味しているのか、理解できなかった。

　しかし陰陽道をきわめた晴明には、直感的に理解できた。

「『この言は初めに神と共にあった。すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、ひとつとしてこれによらないものはなかった』。六条が西方より携たずさえてきた聖書の言葉は言こと霊だま遣づかいのみが駆く使しできる呪じゆ文もんではなく、この世界の真実だったのだ。この世界は、言葉という呪によって、言葉だけによって成り立っているのだ」

「なにを言い出すの。世界は陰いんと陽ようの二極によって作られているはずよ」

　芦屋道満が、即そく座ざに晴明の言葉を否定しようとした。

「陽とは、形あるもの、実体。陰とは、形なきもの、気や呪。陰陽道の根本は、その二極を操作し動かすことだったはず──」

「わかったぞ、道満。この世界そのものが、陽の世界が生みだした影かげなのだ」

「ここが、偽いつわりの世界だとでも言うの？」

「そうではない。ここではないどこかに、実体を持つ陽の世界がある。その陽の世界にあふれる言こと霊だまが、呪が生みだした影が、われらが今こうして存在している陰の世界なのだ。初めに言葉があった。形ある実体ではなく、言葉が、この世界を生じさせたのだ」

　だから、この世界では生命にとって真名こそが重要であり、言霊に絶大な力があるのだ、それゆえに名を物ものの怪けのものに改めてしまうことで人はほんとうに物の怪になってしまうのだ、と晴明は断言した。

「光が生まれた世界では、実体が──陽こそが世界の根本であったという。しかし陽なきこの世界は、逆なのだ。陰こそが、言霊が、世界のすべてなのだ」

　晴明は、ゆっくりと将門のもとへ歩みだしていた。

　将門の巨体が放つ邪気は、もう、晴明には通じなくなっていた。

　その圧あつ倒とう的てきな邪気もまた、今の晴明の目には「怨」という言葉の集合体でしかない。

「『この言に命があった。そしてこの命は人の光であった』」

　晴明さんがわたしの十お八は番こを盗ぬすんだ～、と六条さんが抗こう議ぎしたが、晴明は将門が放ち続ける邪気の流れの中に身を預けながら、その言葉を詠唱し続けた。

　邪気が、晴明の身体からだに触ふれると同時に霧む散さんしていく。

　邪気を形作っている「怨」という無数の言葉は、どれ一つ、晴明を汚せなかった。

　晴明の精神にたどり着く前に、晴明の唇くちびるからあふれる「光」という言葉によって、はじき飛ばされていた。

「『光はやみの中に輝かがやいている。そして、やみはこれに勝てなかった』」

　晴明は静かに言葉を唱えながら、一歩一歩、将門へと迫せまっていった。

　将門が、晴明に問うた。

『ならば安倍晴明よ。この世界のすべては偽りごとにすぎず、この世界に生きる命はすべてかりそめの夢にすぎぬというのか。すべては大いなる茶番にすぎず、いっさいは無価値だというのか』

「仮にこの世界のもととなった世界、光が来た世界を陽よう世せと名付けるなら、陽世の影であるこの世界は陰いん世せとでもいうべきもの」

　おおかた、陽世に異なる形で実在する「安倍晴明」の影が陰世に映り込んで生じた存在、それが私であろう、と晴明はほほえんだ。

『では。この平将門も、陽世にいるはずの平将門の影にすぎないと。この世界に生きる民たみの嘆なげきもまつろわぬものたちの苦く悩のうも藤ふじ原わら家の専横も、すべては陽世の影が雲の上に映り込んだだけの壮そう大だいな影かげ絵え芝しば居いだと、うぬは言うのか』

「そうではない、将門よ。たとえば親から子に呪と血が継がれていようとも、子は子であって親ではない。陽世であろうとも陰世であろうとも、命は命である。悲しみは悲しみである。怒いかりは怒りである。実体があろうがなかろうが、そこには優ゆう劣れつなどない。私は生きている。私の心はたしかに、ここにある。はかない夢かもしれぬが、それでもなお夢ではない。だからこそ、この世界が言霊だけによって成り立っているはかない世界だとわかってもなお、それでも私はこの世界を守る」

『あくまでも、我を調伏すると言うのか』

「そうだ。この世が虚こ仮けではないのならば、将門よ、お前は調伏されるべきだという結論になるはずではないか」

『晴明よ。この世が虚仮ではないからこそ、まつろわぬものたちの怨おん念ねんは晴らされねばならぬのではないか。うぬはすでにいちど、我を調伏しそこねた。生前の我自身には、怨念などなかった。家族を殺されたこともまた、我は血の涙なみだを流して受け入れていた。しかし我は、この世界によどみ続ける無数の怨念を浄じよう化かするために、世界を滅ほろぼさねばならない──我の役割は破は壊かいだ、とそう定めよう』

「そうよ、将門。晴明が言ってる言葉がいつもの噓うそではなくて真実だとすれば、この世界が存在する限り怨おん霊りようも御ご霊りようもなくならないわ！」

　将門の肩かたの上に、いつしか、芦屋道満が立っていた。

「道満ちゃん、誰だれもぶぶ漬づけを出したりしないから、戻もどってきて！」

「ごめんなさい、紫ちゃん。この世界はもう終わるのよ。でも、あなたは死なせたくない。元来た世界に帰って……」

「わたしが道満ちゃんにぶぶ漬けを出されちゃったあ！」

　紫がけんめいに呼びかけたが、道満はもう、最後まで晴明と戦う、そして今こそ決着をつけると覚かく悟ごを決めたようだった。

「なぜ大地の気が涸かれてしまったのか。なぜ気を補うために御霊が必要なのか。やっとわかったわ。気を贅ぜい沢たくに浪ろう費ひしている都の人間どもの数を減らしても、解決にはならないのよ。この世界には実体がないのだもの。すべては、気によってだけかろうじて成り立っている、不安定な世界だから。だから、ただ世界がこうして存在するだけで気が消しよう耗もうして涸れていくんだわ！」

　だから、たとえ藤原家や朝ちよう廷ていを滅ぼしても、誰かが怨霊となり御霊となって気を補ほ充じゆうし続けなければこの世界は存続できないんだわ、だからまつろわぬものは永久に虐しいたげられけがされ続けなければならない！　と道満が最終的な結論を口にした。

「どうやらそういうことらしい、道満。逆に言えば、言霊がすべてである陰世においては、怨霊と御霊の力は陽世のそれをはるかに上回るのだ。私とお前の力がこれほどに強いのも、気が霧散しない限り朽くちた肉体を取り戻す術をお互たがいに習得し得たのも、この世界が陰世だからであろう」

　晴明はなお、邪じや気きの波の中をゆっくりと歩きながら将門へと迫っている。

「わが母は、この真相をうすうす知っていたのかもしれない」

「葛くず葉のは姫ひめの名をわたしの前で口にしないで！　あいつが純友に余計なことを言わなければ、純友は怨霊になんてならなかったのよ！　純友ではなく、葛葉姫の娘むすめであるお前こそが御霊になるべきだったのよ！」

「その通りだな。だが今は、将門を調ちよう伏ぶくしなければならない。これ以上将門に世界を破壊させるわけにはいかない」

　晴明の目には、見えていた。

　将門の放つ邪気が──無数に放たれ続ける「怨」の言葉がこの大地と天空を侵しん食しよくし続け、言葉によってかろうじて保たれているすべての事象をおそるべき速度で消し去りつつある光景が。

　光と紫、明石、六条たちが将門の邪気を祓はらうべく奮ふん闘とうしているが、将門はすでに紫の能力──邪気を無限増ぞう殖しよくする力そのものを己おのれの内側に複製して取り込んでしまっているらしい。

　すでに将門は将門という個人にあらず、あらゆるまつろわぬもの・怨霊・物の怪・妖よう怪かいたちの無念をその一身に受けた、いわば怨念の集合体の器うつわと化しているのだ。

　生前、将門自身が、自らの全存在を坂ばん東どうのまつろわぬものたちのために惜おしみなく与あたえた。

　その将門が、怨霊として覚かく醒せいし、完全体となった。

　この世界に存在する無数の怨念が、今こそ、将門という器の中へと集まっていた。

「将門を今ここで調伏せねば、この陰世そのものがまもなく消しよう滅めつする」

　晴明は「時がない」とはじめて焦あせりの表情を浮うかべた。

「やらせないわ！」

　芦屋道満が将門の肩の上から跳ちよう躍やくし、晴明へと迫った。

「やめろ道満！　純友や将門が望んでいた結末は、こんなむなしいものではなかったはずだ！　将門を、怨霊たちの器という役目から解放してやれ！」

　朱す雀ざく帝ていの止める声も、道満には届かない。

「決めたわ朱雀、わたしはこの世界を終わらせるわよ！　怨霊も御霊もない新しい世界を生みだすことができないのならば、命が生きることが穢けがれと怨念を生みだす結末にしかならないのならば、こんな世界はことごとく滅びてしまえばいいんだわ！」

「たしかに、生きることとは穢れることであろう。だが怨念は、必ず浄化できる」

「それが堂どう々どう巡めぐりだと言うのよ、晴明！」

「道満。もう私に、迷いはないぞ」

　晴明もまた、跳躍した。

　芦屋道満と安倍晴明の距きよ離りが、一気に縮まった。

　これが最後の激げき突とつになる、と二人は知っていた。

　互いの身体が衝しよう突とつする瞬しゆん間かん。




「ダメだよっ！　友達同士で、こんなことしてちゃ！」




　思いがけず、二人のあいだに割って入った少女がいた。

　紫だった。

　紫を抱だき上げていたはずの光ですら見えない速度で、紫の身体は瞬時に移動していた。

　紫は両手を広げて、晴明と道満を遮さえぎっていた。

「なんだとっ？」
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「来てはいけない！」







　第四話　「雲隠」




「道どう満まんちゃん。すべてを無に帰すというのなら、わたしの命も今ここで消し飛ばして」




　道満は、ついに、紫むらさきをこの死し闘とうに巻き込めなかった。

　道満は、自分の真正面に立ちはだかった紫に、致命の一いち撃げきを与えることができなかった。

　とほうもない闇やみを抱かかえながら、その無限増殖する闇を自ら浄化し乗り越こえていく力を身につけて、太陽のように明るく生きてきた、この強き少女の笑え顔がおを、道満は奪うばえなかった。

「命は、みないずれ朽ちて滅びていくんだよ。道満ちゃんがなにもしなくても、みんな、いつかは必ず消えてしまうんだよ……」

「……純すみ友ともも同じことを言っていたわ。すべてはむなしいと」

「むなしくないよ。純友さんもきっと、この世界から消えていく瞬間に、道満ちゃんたちと出会ったことはむなしくなんてなかった、生きて味わってきたなにもかもが、幸せも苦しみもぜんぶ愛いとおしい、って思ったはずだよ。だってわたしは今、そう思っているもの」

　明あか石しが「その通りだよ」と叫さけび、智ち徳とくを天空へと放ほうり投げた。

　後鬼──藤原ふじわらの純友だったもののかけらが、その智徳の中に封ふうじられていた。

　もう、半ば消えかけている。

「純友っ？」

『これが最さい期ごだ、道満。オレの怨念はことごとく浄化された。お前に会いたくてかろうじて智徳の中にとどまっていたが、その思いも今果たされた。まもなくオレは完全に消える』

「待って、やっと会えたのに。行かないで！」

『はは。妙みようなことを言うな。道満……お前はこの世界を滅ぼすのだろうに。なぜ悲しむ。なぜ泣く』

「……それは……わたしは……！」

『浄化されぬ怨念などない。お前は、この紫という娘の笑顔に心こころ惹ひかれていたのだろう？　闇は、怨念は、浄化することができるのだ。お前が背負ったすべてのまつろわぬものの怨念が真っ白に浄化されるその時まで、どうか生きてくれ、道満』

「そんな言葉でわたしに呪しゆをかけないで！　ずるいわ、純友！」

『オレのような悪党に惚ほれたお前が悪いのさ。それじゃあな。きっとまた、会えるさ。天と地の彼方かなた、陰いんと陽ようとが混ざりあう太たい極きよくの根源で』

「……待って……!!」

『道満。お前に会えて、オレの魂たましいは救われた。どれほど穢れ呪のろわれていようとも、この世界には、守る価値がある。お前を生みだし、存在させてくれている世界なのだからな』

「……わたしが……わたしの存在が、あなたを、救えたの……？」

『そうだ。ただ、お前がそうして生きていてくれるだけで、オレを救ってくれた。ほんとうに、ありがとう』

　純友の影かげが、静かに消えていった。

　道満はついに言葉を失い、膝ひざから崩くずれ落ちた。

　道満と晴明の戦いは、激突寸前で止まった。

　だが、最強の陰おん陽みよう師じである二人が全身全ぜん霊れいを賭かけて最後の奥おう義ぎを繰くり出そうとしていたわずかな時間、そして道満と純友が最後の会話を交かわしている短い時間が、邪気を自ら増殖させ続けていた将まさ門かどをついに最終段階へと導いたのだった。

　平へい安あん京きようの中心部にそびえ立つ将門の巨きよ体たいが、崩ほう壊かいをはじめていた。

　霧きりのように薄うすく崩れ落ちて、その黒い霧が四方へとすさまじい速度で広がっていく。

「見よ！　若わか紫むらさきの君が、世界を救った！　将門の身体からだが壊こわれたぞ。邪気を増ぞう幅ふくさせすぎて、ついに持ちこたえられなくなり自じ壊かいをはじめたのだろう」

　良りよう源げんと僧そう兵へい部隊たちが「若紫の君、万ばん歳ざい万歳万々歳」と感かん涙るいにむせびはじめたが、道満と晴明は、互いに絶望の表情を浮かべながら、崩れていく将門を見上げている。

「違ちがうわ。増え続ける邪気があふれて、将門の形を保っていられなくなったのよ」

「将門という器の中に封じられていたからこそ、ぎりぎりこの世界は存在していられたのだ。器が壊れた今、将門の邪気はおそろしい速さで世界の隅すみ々ずみまで拡散する」

　後鬼の身体が崩れて瘴しよう気きが出てきた時と同じか、しかしその規模は比べものにならないほどに大きい、ボクの小さな智徳じゃとても間に合わないと明石が頭を抱えた。

「晴明。あと数刻ですべてが消滅してしまう。割れてしまった将門の器を復活させないと！」

「無理だ。そのような術は陰陽道にはないぞ、道満。そもそも無限に邪気を増殖し続ける紫の力を将門が取り込んだ時点で、すべて詰つみだったのだ。もう……手の施ほどこしようがない」

　紫は、「それじゃあ……わたしが平安京に来たから、こんなことになってしまったの？　わたしの力のせいで」とうちひしがれそうになったが、道満と光がそんな紫をけんめいにはげました。

「いいえ。絶対に、あなたを巻き込ませないわ」

「これだけの術士が勢せい揃ぞろいしているんだ、きっとまだ方法はある。とにかく、僕たちはできる限りのことをして時間を稼かせごう」

　光はてのひらをかざして拡散する邪気を吸収し、紫もまた「そうだね！」と邪気の浄じよう化かをはじめた。

「ドーマン」

「セーマン」

　道満と晴明はそれぞれ呪じゆ符ふを用いて邪気の周囲に結界を張り巡めぐらせようと試みたが、邪気が強すぎて、張り直しても張り直しても結界は次々と突とつ破ぱされてしまう。

「道満。われらが時間を稼げば稼ぐほど、将門の邪気は増えていくばかりだ。光と紫が奮闘してくれているが、二人の小こ柄がらな身体ではとうてい追いつかない」

「あなたがあきらめてどうするのよ晴明。紫ちゃんが、世界を滅ほろぼすために召しよう喚かんされたはずはないわ。そうでしょう晴明。空の属性を持つ式しき神がみはきっと、この世を救うために召喚されたのよ！」

「だとしても、みな邪じや気きの拡散を防ぐので精せい一いつ杯ぱいで、知ち恵えを振ふり絞しぼる余よ裕ゆうすらないぞ！」

　珠たまから生成した白智徳を操あやつってけんめいに邪気を壊しながら、明石がつぶやいた。

「将門は自らこの世界によどんだ怨おん念ねんの器になることで、それらを自分の器の中に封じ込めるために怨おん霊りようになったのかもしれない。いずれ菅かん公こうの跡あとを継つぎ、それらの怨念のすべてを抱えて御ご霊りようになるために。そのような苦しみを自らに課してそして乗り越えることができる、と信じていた将門はやっぱり、とほうもない英えい傑けつだったんだよ」

　明石は、邪気を吸って黒化した赤智徳を紫に浄化してもらいながら、けんめいに考え続けている。

「でも、予定外だった『無限増ぞう殖しよくする力』を得た邪気は、ついに将門自身の精神力を乗り越えてしまった。形を失った無数の怨の言葉が、この世界をすべて消し去ってしまう。そして、ボクたちにはこの形を持たない無限の邪気を防ぐことはできない」

「まだだ明石、まだ僕たちは生きている。最後まであきらめるな！」

　入道が合がつ掌しようしながら、「大たい悟ごした！　人間が神仏を尊び頼たよることと、まつろわぬものや物ものの怪けを穢れとさげすむことは、つまりは同じことであったのだ。光あるところ影が生まれる。神仏・御霊を生むためには、怨霊という名の生いけ贄にえが必要なのじゃ。人間とまつろわぬものの壁かべを壊し極楽浄じよう土どを現出させるためには、人間自身の力で怨霊を克こく服ふくせねばならぬ。わが息子むすこがたどってきた道は、真実へ至る道であった」と涙なみだを流した。

「わしは今、お前に救われた！　息子よ、お前が歩んできた人間の道を信じるのだ！　お前は源げん氏じの君とともに、わしだけではなく、この世のすべてを救うのだぞっ！」

「ちくしょう。今いま更さら親父おやじが正気に返っても、まもなく世界終しゆう了りようじゃなあ～。せめてボクが操る智徳が、光ひかる源氏の龍りゆう穴けつ結界の力を持っていれば！　光源氏のてのひらだけじゃ、吸い込む速度がぜんぜん追いつかないよ！　黒化した赤智徳を紫に浄化させる手間が、致ち命めい的てきだ！」

「ううう。明石ちゃん、息が苦しくなってきたよ。もしかして空気の中に邪気が混じってるからかなあ……わたしたち、もう、ダメなのかな……」

「このねこたまが、命あるかぎりご主人さまをお守りいたしますぞ！」

「ねこたま、あんたもう死んでるでしょ？」

「おやそうでしたかな、さすがはこのような危機にも冷静なご主人さま」

　肩かたで息をしてふらつく紫をはげましながら、ねこたまが、「はて。そういえば」と首をひねった。

「ご主人さまは、邪気を浄化して清浄な気に換かえておられるわけですが……光どのは邪気を吸って、どこかへポイ捨てしているわけですな、たしか」

「はあはあ。僕も息が苦しくなってきた。ねこたま。たしかにそうだけど、それがどうかしたのかい？」

「以前からそれがし、疑問だったのですが。光どのは、龍穴結界から吸い取った邪気をどこへ捨てておられるのですか？」

「考えたこともなかったよ」

「いや。これだけ大量に吸い取るとなると、捨てる先にも一言断りを入れないとまずいでしょうとそれがしは思いますぞ。先方にもご迷めい惑わくでしょう」

「先方って言われても、どこなのか僕自身だって知らないよ」

「しかし投とう棄き先に人が暮らしていましたら、大問題になりますぞ」

　うえええん。今はそんなこと言っている場合じゃないよお、と紫が泣き声をあげた。

「いいえ。それがしこう見えても紳しん士しでしてな。いやそれがしはたしか雌めすでしたっけ。まあ雄おすでも雌でもどっちでもよろしい。よいですか。それがしはたとえこの世の終わりを迎むかえても、このような有害な邪気を無断で人様の土地に捨てていると思うと気になって夜もおちおち空に浮うかんでおられませぬ！」

「なんで今になってそんなこと言い出すのよ～、ふええええん」

「晴明。どうもねこたまはあまりの事態に錯さく乱らんしかけているらしい。ねこたまをちょっとだけ黙だまらせてくれ」

「わかった光。おい、ねこたま」

「むーん。なんでしょう晴明どの」

「お前、光のてのひらに吸われて、どこにつながっているのか直接調べてこい」

「にゃんと。そんなことをされたら、それがし死んでしまいまする！」

　紫が、「ねこたまはもう死んでいるからだいじょうぶだよっ」と声をかけた。

「悪い、今集中力を乱されたらすべて終わりなんだ。ちょっとだけ覗のぞいてきてくれ」

「ひひひ光どの、なにをなされるっ？　それがしにてのひらを向けてはなりませぬぞ！　あ～れ～」

　すぽんっ。

　光のてのひらに吸い込まれたねこたまの姿が、消えた。

「悪いけどこれでしばらく集中できる。もう余裕がないんだ」

「このまま木こっ端ぱみじんになったりしないよね、光くん？」

「今はこんな姿でも、もとはといえば凶きよう暴ぼう凶悪な大妖よう怪かいだからだいじょうぶよ」

　道満がうなずいた。

　……

　……

　……

　ほんのわずかな時間が経過した。

　すぽんっ！

　光のてのひらから、ぼろぞうきんのようにずたずたになったねこたまが、「ひいひいはあはあ。死ぬかと思いましたぞ。いや、それがしすでに死んでいますが」と息を荒あららげながら舞まい戻もどってきた。

「ねこたま、おかえり。早かったね」

「そうだよ早すぎる、もっと休んでいてくれっ」

　むーん、とねこたまがスポンジのような手をまわしながらうなった。

「光どの、ご主人さまっ！　それがし、大手て柄がらを立てましたぞ！」

「大手柄って？」

「光どののてのひらにつながっている先がどこなのか、わかりましたぞ！　直接飛ばされてこの目で見てきましたからなっ！」

　ねこたまが、吠ほえた。

「陽よう世せです！」

「つまり、僕と紫がいた元の世界か？　じゃあ僕は、自分が暮らしていた元の世界に将門の邪気を捨てて……まずいじゃないか」

「いいえ。だいじょうぶなのです！　光どののてのひらにつながっている空間は、陽世の坂ばん東どうに建てられている、将門公を祀まつる社やしろの中なのです！」

「そうか。そこって、東京の神かん田だ明みよう神じんだね！」

「そうですご主人さま。陽世の日ノ本でも、どうやら最大の怨霊は将門公のようです。神田明神は、その陽世の将門公を調ちよう伏ぶくするための社ですぞ！」

　水みず原はらの本家は将門の末まつ裔えいを称しようしているらしいけど、じゃあ、まさかほんとうに？　と光は奇き妙みようなこの因いん縁ねんに驚おどろいていた。

　晴明が「でかしたぞ、ねこたま」と声をあげた。

「あちらの陽世にはすでに、将門を封ふうじる社が完成していたか！　こちら側の将門の邪気を、そこへ封じよう！」

「しかし晴明、いくら将門調伏のための社とはいえ、これほどの邪気を流し込んだら神田明神が壊れてしまうかもしれない」

「そうか。そうなれば、陽世まで滅ぼしてしまう、か……」

　将門調伏のためにけんめいに『源氏物語』の文章を書き連ねながら「ダメだよ。どうしても紫ちゃんと源氏の君の濡ぬれ場になっちゃうよ」とうなっていた六ろく条じようさんが、

「だいじょうぶだよ～。世界に実体がある陽世では、言こと霊だまや呪しゆの力は相対的に弱いんだよね？　しかも、神田明神は将門専用の社なんでそ？　だったら、こっちの将門だって封じられるよ～」

　と気づいた。

　道満が「この二人はきっと、そのために陰いん世せに召しよう喚かんされたんだわ」と声を枯らしながら壊こわれつつある結界を張り直した。

「でも、どうやってこれほどの邪気をあっちの世界にある神田明神とやらに封じるの？　光源氏のてのひらからでは、とうてい追いつかないわ。もっとずっと巨きよ大だいな道を向こうの世界まで通さなければ」

　明石が「諸君、そういうことならひとつだけ方法がある」とうなずいた。

「『天あまの岩いわ戸と開き』だ」

「なんだいそれは」

「帝てい室しつに伝わる秘ひ儀ぎだ。帝みかどの印、『三さん種しゆの神じん器ぎ』を用いて異世界とのあいだに巨大な道を貫つらぬくんだよ。もちろん難易度は究極に高いが、腕うで利ききの術士が揃そろっている今なら。三種の神器がまだ燃えていなければ、きっと成功する」

「三種の神器なら、ここにあるわよ」

　賀か茂もの保やす憲のりが、牛ぎつ車しやをひきながらゆらりと光たちの前にあらわれた。

「なにかに使えそうだなと思って、焼け落ちていく冷れい泉ぜい院いんの館やかたから運び出してきたところ。ほんとうはどさくさにまぎれて銅どう銭せんに換かえたかったんだけど」

　油断も隙すきもない、と晴明が舌打ちした。

「光。今から神田明神とやらをこちらの世界に築く時間的余裕はまったくない。すでに完成している陽世の神田明神に、今すぐ道を貫くしかない」

「わかった、晴明」

「明石、すぐにはじめよう。しかしなぜお前は明石くんだりでタコと戯たわむれる野生の生活を送ってきた田舎いなか娘むすめのくせに、そんな帝室の秘儀について知っているんだ。私や道満ですらそんな秘儀は知らぬぞ」

「晴明、お前とはいちど決着をつけないといけないな。親父はボクがいずれ帝室に連なる高貴な身分になるという妄もう想そうを執しつ拗ように抱いだき続けていたので、明石に隠いん遁とんしながらも都での諜ちよう報ほう活動は捨てずに、帝室がらみの機密についてあれこれ調べ続けていたのさ」

「呆あきれるな。不敬を通り越こして、国家反逆罪だぞ」

　すべては定めなのじゃ、と入道が合掌する。

　朱す雀ざく帝てい、冷泉院、藤ふじ原わら右大臣と左大臣、弘こ徽き殿でん、藤ふじ壺つぼたち、館を焼け出された人々が光と晴明のもとに集まってきた。

「頼たのむ。晴明、道満。そして源氏。朕ちんに、もう一度まつりごとをやり直す機会を与あたえてくれ。世界を滅ほろぼさずに世の仕組みを改革するすべを、生しよう涯がいをかけてでも見つけだす」

「最後に神器を用いるのはボクの主義に反するがやむを得まい。この明石さまが、都の霊れい的てき防衛を成功させてやろう」

　明石は「長かった。明石でのタコ獲とり生活から都での華はな々ばなしい貴族生活に成り上がるまで、ほんとうに長かった。親父も正気に戻ったし、これからボクの華か麗れいなる十じゆう二に単ひとえ生活がはじまるんだ」とうなずきながら、賀茂保憲が運んできた三種の神器を配置しはじめた。

「神器から見た四神相応の位置に四人の術士それぞれが立つように。ボクと安倍晴明と道満、そして賀茂保憲だ」

　なぜこの良源を排はい除じよするのだと良源が文句を言い出したが、「これについては術士全員が陰おん陽みよう師じじゃないとダメだ、これより先は晴明も道満も結界を張ることができなくなるからお前は紫でも守っていろ」と明石に命じられるや否いなや、「なんと結界を張れなくなるとな。それは若紫の君の危機ではないかあああ！　僧そう兵へい諸君、いたいけな幼女を最後まで死守せよ、全員玉ぎよく砕さいだっ死ねば極楽往生間ま違ちがいなし、無数の幼女に囲まれた彼ひ岸がんへ旅立てるぞっ」と絶ぜつ叫きようしながら邪じや気きの中心部めがけて飛び出していった。

　意外というかあいつに率いられた僧兵部隊はすさまじいまでの戦力だな、と晴明は呆れている。

「だが諸君。状じよう況きようはそれほど楽観的じゃない。この天岩戸開きを成功させるには、大きな犠ぎ牲せいが必要だ。将門の邪気が壊れた器うつわからすでに漏もれだしていることが問題なんだ。別の器の中に封じ込めて、その器が壊れる前に素す早ばやく道を通して向こうの世界へ送らなければならないんだよ」

　明石の言葉は、予想されたことではあった。

　晴明も光も、「だろうな」「しかも、並の者にはつとまらない」と頰ほおを引きつらせて緊きん張ちようしている。

「なんとなくわかるよ、明石ちゃん。器になる者は──向こうの世界から来た『実体』のある身体からだを持つ者でないと、たぶん、神田明神に到とう達たつするまで保もたないんだね？」

「そうだ紫。光源氏を、器に用いるしかない。きみは光源氏が天岩戸をくぐり神田明神へと向かうあいだ、光源氏の身体に封じ込んだ将門の邪気をできる限り祓はらうんだ。きみがいればきっと、光源氏の身体は、ぎりぎり保つだろう。もちろん危険な賭かけだが、他ほかに方法はないよ」

「光くんとわたしが神田明神へ到達したあと、あるいは到達できずに光くんの身体が途と中ちゆうで砕くだけ散ったあと。天岩戸は……どうなるの？」

「異世界同士をそう長くはつなげられない。一定の時間が経過すれば閉じられる。天岩戸がひとたび閉じられれば、二度と、開かない」

「……そっか。やっぱり、道満ちゃんたちとは……ここで、お別れなんだね」

　紫の肩かたに止まっていたねこたまが「ご主人さまあああ」とぼろぼろ涙なみだを流した。

「しかし犠牲はそれだけではない。強大な霊れい力りよくを持つ誰だれかが、浄じよう化かされた菅かん公こうと調伏される将門のかわりに、御ご霊りようにならなければ。さもなくば、気が涸かれた陰世は結局、滅びるんだ」

　明石の言葉は残ざん酷こくではあったが、的確な事実だった。

「この世界で将門を調伏して御霊にできれば、それが最善手だったが、やむを得ないんだ。なんなら、ボクと親父おやじが御霊になってもいいけれど」

「すまぬ息子むすこよ、わしにはもはや怨おん念ねんなどないので御霊にはなれんのだ！　むしろわが子の華々しい活かつ躍やくぶりを見てもうれつに感動している！　ただの人間の子供にすぎない明石が、安倍晴明や芦あし屋や道満と並ぶ活躍を見せてくれるとは！　人間はすばらしい！　人間の可能性は、神仏をも超こえる！」

「ちぇっ……ボクにも怨念はない。都で活躍できたし親父も正気になった。ボクが抱いていた長年の明石暮らしの怨念は晴れちゃった。それにたとえ親父を誰かが今ここで斬きり殺したとしても、すかっとするだけで怨念なんて持てないよ」

　賀茂保憲が「あたしは生まれつき怨念とかそういうのわかんないから」と申し訳なさそうに頭をかいた。

「伏ふし見み稲いな荷りで源氏と戦ったあと、高こう野や山さんで再び眠ねむりについている空うつ蟬せみもそうだしね。そもそも空蟬が御霊になれるような性格だったら、最初から世界はここまで乱れていないわよね。怨おん霊りようになれるほどの怨念を抱くには、なにかに対して強い執しゆう着ちやく心しんがないと」

「そういえば一人、執着心のかたまりのような生なま臭ぐさ坊ぼう主ずがいるが……」

　邪気の地じ獄ごくの中で果か敢かんに暴れまわっている良源が「あああ。若紫の君とここで永遠に別れねばならぬとは！　運命とはなんと残酷なものなのだ！　この世に神も仏もないっ。怨霊にでも御霊にでもなってやるわああ！」と絶叫しているが、良源は紫を失って怨霊になることはあっても、御霊にはなれそうもなかった。

　怨霊化すればもはや誰にも調伏できなくなることは明らかであった。

　しかもそうなれば確実に、まつろわぬものたちの怨念を一身に引き受けて我わが身を犠牲にした将門よりも圧あつ倒とう的てきに悪質な大怨霊になることは疑いなかった。

「あれはダメだな」

「ああ、ダメだ」

「うーん。じゃあここは幸さち薄うすいこの六条さんが泣く泣く御霊に……」

「却きやつ下かよ！」

「ふざけるなそれだけは絶対にダメだっお前が怨霊になったら陰世どころか陽世まで滅ぼしてしまうっ！」

「……しくしくしく」

　ゆえに。

　晴明。

　道満。

　いずれかが、人の形を捨て、御霊にならなければならないのだ。










「道満、お前は何年生きた」







　唐とう突とつな晴明の問いに、道満は答えられなかった。

　覚えていなかったからだ。

　母から与えられた肉体は、はるか昔に朽くちて果てた──。

　肉体が朽ちても、怨念は消えなかった。

　だから、生きながらに、尸し解かいの術を用いて何度も転生を繰くり返してきた。

　道満にとって、生きるということはなにかを失っていくことであり、なにかをあきらめていくことでもあった。

　その失ったなにか、かけがえのないなにかを取り戻もどそうと欲ほつする時に、道満の心の中に怨念というものが生まれるのである。

　失われたもののかわりに、怨念が生まれいずるのである。

　失えば、失うほど──。

　奪うばわれれば、奪われるほど──。

　生きれば、生きるほど──。

　この島で、この国で、この世界で道満が目まの当たりにしてきた、数えきれぬ喪そう失しつ、失っていく命、無数の星ほし屑くず、それらが道満に怨念という形で無限の命を与えてきたのである。

　命を、志を、夢を道半ばで失っていった彼らを怨念という形に変えて、道満は彼らとともに生き続けなければならなかったのだ。

　そして。

　将門は、その逆の道を行こうとしたのだ。

　彼らの怨念をすべて自らの器の中に取り込み、御霊となっていっさいを浄化しようとしたのだ。




「お前が生きてきた時は、千年に近いのではないか」




　晴明の声は優やさしかった。




「道満。お前はさらに千年を御霊となって怨念とともに苦しまなくてもいい。私はまだ十数年しか生きてない。ここから先は、私に任せろ」




　存続するために御霊を必要とするこの世界のからくりのために、かつて道満は藤原純友を失い、晴明は母・葛くず葉のはを失った。

　あの巨きよ大だいな喪失によって道満は希望を見失い、晴明はなお希望を捨てなかった。

　晴明には、光という将来自分のもとを訪おとずれてくれる式しき神がみの少年が待っていたからだ。

　そして晴明は今、自ら望んで──その光を失おうとしている。

「これほどの怨念はないぞ、道満」

　そう言ってほほえむ晴明の言葉に、噓うそやためらいは含ふくまれていなかった。

「怨念という名の、希望ね」

「そうかもしれぬ」

　一方、純友との別べつ離りを終えた道満の怨念は、尽つきようとしていた。

　しかもついに道満は、紫を殺せなかった。

　はじめから心のどこかで、道満と紫の魂たましいは共鳴していた。

　自らの闇やみを自らの命によって浄化し、人間として生きている紫は、道満にとって理想でありあこがれだったのだ。

「紫ちゃん。わたしと出会ってくれて、ありがとう……」

　道満は、不意に振ふり返ってほほえんだ。

　紫が、きょとんとしている。

「え？　道満ちゃん？」

「お別れね」

「……うう……」

「そうして、わたしのために泣いてくれるのね。あなたは、優しい子ね」

　道満は、心のすべて、魂こん魄ぱくのすべてを怨念で満たしきることが、できなかったのだ。

　あと何年かかっても、わたしにはできないのだ、と道満は思い知らされていた。

　そう。晴明と、将門と、純友と叡えい山ざんで見上げた星空の記き憶おくがある限り、あの呪しゆがある限り、自分にはこの世界の命そのものをすべて殺し尽くし滅ほろぼし尽くすことはできないのだと。

　わたしはもう御霊になる力を失った、と道満は悟さとった。

「……わたしはもう、恨うらむこと、憎にくむこと、憤いきどおることに、倦うんだわ」

　だから、道満は晴明に道を譲ゆずった。

　晴明は、およそ千年のあいだ、自ら御霊としてこの世界の大地に封ふうじられる道を選んだ。




「私の怨念は、あと千年は保とう。この千年のあいだに、御霊を用いずに世界を存続させる術を誰かが生みだすことを期待しよう」




　ボクに任せておけ、ボクの代では無理でも何代がかりでもその方法を見つけだしてみせる、人間の知ち識しき欲よくと可能性は果てしがない、と明石がうなずいた。

「きみにセーマンの護ご符ふを譲る。明石……人間であっても、きみならばいずれはセーマンの理ことわりを解明して使いこなせる。智ち徳とくもより完かん璧ぺきになるだろう」
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「ありがとう、晴明。人間による陰おん陽みよう道どうを突つき詰つめていけば、いつか御霊を必要としない世界を実現できるはずだ。神仏に頼たよらずに人間が生きていける世界を。まつろわぬものを穢けがれとさげすみ怨霊にする必要のない世界を。その時こそ、人間とまつろわぬものの垣かき根ねを消し去ることが。きっときみを、御霊の社やしろから解放することだって──」

「さあ、それはできるかな」

「このセーマンにかけて。たとえ何代かけてでも、実現してみせる！」

「ふふ。ならば、この安倍晴明の意志を継つぐか、明石？」

　明石に向ける晴明の微び笑しようが、どこかいたずらっ子めいていた。

「継ぐとも。ボクは今、晴明の意志を継ぐ者となった！」

「しかと聞いたぞ」

「ん？　晴明？」

　賀茂保憲が「晴明がいなくなっても、明石ちゃんが参入したんじゃ賀茂家による陰陽道独どく占せんは夢のまた夢ねえ」と笑った。




「もう時間がない。天あまの岩いわ戸と開きの儀ぎ式しきをはじめよう。光は、器うつわの役を頼たのむ。紫は、光が吸い込む邪じや気きを少しでも祓はらって光の身体からだを保たせてくれ」




　平へい安あん京きようの空を黒い霧きりが覆おおい尽くす中。

　陰おん陽みよう師じたちの輪の中に、光と紫が抱だき合いながら立った。

　別れは、あまりにも唐突だった。

　光はもっと晴明に語りかけたかった。

　しかしもう、言葉を交かわす時間はない。

　こうしているうちにも、結界の外では次々と将門の邪気を浴びた人々が倒たおれて命を落とし続けている。

　晴明、道満、明石、賀茂保憲が、言葉を語りはじめた。

　天岩戸開きの言こと霊だまを、順番に、詠えい唱しようしはじめた。

　言霊に呼応して神器が光を放ちはじめるさまを、朱す雀ざく帝ていたちは見た。

「光くん。だいじょうぶだよ。わたしがついているよ」

　しがみついてきた紫の頭をなでながら、光は目を閉じて意識を集中した。

　僕の意識が吹ふき飛ばされたらすべては失敗に終わる、と光は緊きん張ちようしている。

　最後には、意思の力、精神の力、集中力、あるいは──執しゆう念ねんとも言うべき思いの強さがこのぎりぎりの儀式の成否を決めるのである。

　しかし、執念が、執着がもしも無数の邪気に侵しん食しよくされ汚お染せんされれば、光自身が新しい怨おん霊りようとなりかねない。

　晴明をこのような形で失うことへの怒いかりと悲しみが、この陰いん世せを救いたいという思いを上回ってしまった時、光もまた闇に落ちる。

　だが、紫がこうして僕を守っていてくれる限り、乗り越こえられるはずだ、と光は信じている。

　もう僕は一人ではない、僕の旅は終わろうとしている、家へ帰るのだ、と光は思った。

　この陰世に捨てがたい人々を残していくという恨みを、僕は克こく服ふくできる、と光は信じた。

「将門。まだ意識が少しでも残っているのなら、僕の身体を新しい器うつわとして使え」

　光の全身に、邪気が入りこんできたのと同時だった。

　天岩戸が開いた──。

　天空に、まばゆい光の柱が降りてきた。

　光にはもう、なにも見えない。

　五感が消失してしまったかのようだった。

　身体に流れ込んでくる邪気が多すぎる。

　将門の残存意識が、光の意識に重なっていた。




『我は、坂ばん東どうに虐しいたげられながら生きている者たちを救うために立ち上がった。しかし菅かん公こうとともに天空に舞まい上がりこの世界を俯ふ瞰かんすることで、この世界の真相を知ってしまった。この世界は言霊だけによって成り立っている、夢のような世界。大地の気はすでに涸かれ尽くし、誰だれかが怨おん念ねんを抱いだいて御ご霊りようにならなければ世界を保たせることができない、という真相に』




　悲しげにそう語る将門自身には、なんの怨念もない。




『だから、怨念と怨霊は、必要があるからこそ生まれ続けるのだ』




『我は、この世界にあふれるそれらの怨念をすべて、我の身体を通じて浄じよう化かさせようと願った。自ら怨霊となり、御霊になることで』




『そうすることではじめて、生きる者も、死んだ者も、ともに等しく救われるのだと思った』




『光る君よ。そなたの世界がどのような世界かは我にはわからぬ。だが、この世界では、生きるとはすなわち怨念を抱き怨霊になっていくということなのだ。世界が存続し続けるために、世界はそのようにできているのだ』




『誰が支配者であろうが、誰が陰いん謀ぼうを企たくらもうが、かなわぬ夢を抱きながら生きるということは、志半ばで死んでいくということは、いつか必ず愛する者と別べつ離りしなければならぬということは、誰にとっても苦しみであり悲しみなのだ』




『ただ生きていくということが、これほどの思いを残していくのだ』




『それでも──ならばもろともに滅びてしまえとは、我はどうしても、思えなかったのだ』




　言霊だけの世界であろうとも実体のある世界であろうともそれは同じだよ、と光は将門に言葉を返していた。

　その刹せつ那な。

　ほんとうに僕は葵あおいさんや六条さん、藤原くん、藤壺さん、明石、朱雀帝、道満そして──晴明を捨て去ってこの陰世から自分の世界へ帰き還かんしたいと願っているのだろうか、割り切れるのだろうか、たとえ陰世を救うためとはいえ晴明を千年ものあいだ御霊として封じ込めて、そのまま永遠に別れるなど、ほんとうに僕はそんな現実に耐たえられるのだろうか、と光の心の片かた隅すみに闇が生まれた。

　どうしようもない悲しみだった。

　誰かを失った遠い記憶が、よみがえろうとしていた。

　両親を失った記憶が、光の心の中でばらばらに解体されて、埋うめられていた。

　その記憶の断だん片ぺんが、ただ肉体を破は壊かいしてしまいそうなほどの衝しよう撃げきとしてよみがえってきた。

　ダメ。光くん、そっちを向いちゃダメ。しっかりして！　と紫の叫さけぶ声が遠くから聞こえてくる。




『光る君よ。彼方かなたの世界から来た人よ。これほど多くの命が抱く悲しみを浄化することは、我一人ではなしえない。そなたの器が必要なのだ。力を貸してくれ……天岩戸を……くぐって……くれ……』




　将門の意識が急激に消しよう滅めつしていく。

　将門は、圧あつ倒とう的てきな邪気にあらがいながらついに力尽つきたのだ。

　絶望的なほどの邪気の力だった。

　無限増ぞう殖しよくを続ける邪気は、将門の意識を食らい尽くしたことでさらに増大しはじめた。

　光ただ一人が、邪気の渦うずの中に残された。

　今、光が目の前へ降りている天岩戸をのぼれば、陰世は救われるのだ。

　なにも見えない。

　まぶしい。

　ただ、脳を焼き尽くしてしまいそうな光しか見えない。

　五感は、邪気に奪うばわれ遮しや断だんされている。

　こうして人の形を保っていられるのが不思議なほどだった。

　紫を桐きり子こさんのもとへ連れ帰るんだ、という言葉によって、かろうじて光は立っている。

「家へ帰ろう、紫」

　一歩を踏ふみ出した。

　天空へ連なる階段を、のぼりはじめた。

　さまざまな感情と言葉が、光の心の内側からあふれてきた。




「なぜ晴明たちと、別れなければならないのか」




「また失うのか」




「両親に続いて、晴明たちまで失うのか」




「やっと出会えたはずなのに、もう別れなければならないのか」




「僕は晴明を孤こ独どくから救うために、この世界に来たんじゃなかったのか」




「信しの太だ丸まるとの約束は、噓うそだったのか」




「僕は──」




「晴明と、別れたくない」




「ここで、晴明と別れるくらいならば」




「晴明を御霊にして封ふうじ込めてしまうならば」




「それじゃあいったいなんのために、僕は、この世界に呼ばれたんだ」




　そうだ、お前は無力だ、誰も救えない、となにかがささやいてきた。

　紫の声をかきけしてしまうほどの大きな声で、なにかが。




「やっと気づいたか。お前は光源氏などではない。ただの水原光という無力な子供だ。お前は救世主などにはなれないし、誰を救うこともできない。さあ横よこ浜はまのあの狭せまいマンションへと戻もどれ。喜劇はこれで終わりだ。退たい屈くつな日常の世界へ埋まい没ぼつしろ。そして、終わらない日常と名付けられた有限な世界の中で、退屈しながら年老いてむなしく死んでいけ。心配しなくても、終わらない日常などない。お前のだらだらとした人生は問答無用の死という現実によって、否いや応おうなしに終わる。肉体が朽くちれば、この無力感と後こう悔かいと退屈に満ちた時間もそこで途と切ぎれる」




　光くん！　と、紫が泣く声が……しかし……どんどん小さく、か細く遠のいていく。

　この言葉は、僕自身が叫んでいるのだ、と光は気づいた。




「お前のような無力で孤独な人間にとっては、人生は耐えられないほどに長い。だが、死ねばそれも終わる。なぜならお前には、陰世の者たちのように、怨霊になる資格や能力すらないからだ」




　光は、自分の身体からだが崩ほう壊かいをはじめたことを知った。

　心が、元の世界に帰ることを拒きよ絶ぜつしている。

　冒ぼう険けんが。旅が。

　ここでぷっつりと終わってしまうことを、心が拒きよ否ひしている。

　帰還することを、拒否している。

　気づけば、心の半ばを、邪じや気きに、怨念に、奪いとられていたのだ。

（両親の死の記き憶おくが掘ほり起こされそうになったあの時だ。あの一いつ瞬しゆんの隙すきに、僕の精神は邪気に侵しん食しよくされた）

　紫にこれほど守られていてもなお、僕は、英えい雄ゆうにはなれなかったのだ、と光は自分の限界を思い知った。

（喪そう失しつした記憶を封ふう印いんさえしていなければ。僕は家族を失ったことを、紫と結ばれないと知ったことを、嘆なげき悲しみ、苦しみ続けているべきだったんだ。今、この瞬しゆん間かんに、晴明を救えずにこの世界から立ち去るという絶望に勝つために……）

　だが、そんなことが僕に可能だっただろうか、道満のように怨念に満ちながら生きる意思を抱き続けて叫び続けることができただろうか、とうてい無理だったから記憶という呪しゆを封じたのだ、僕は自分の心を守るために、死なずに生きるためにああするしかなかったのだ、つまりそれが僕の限界なんだ、と光は思った。

（紫。ごめん。僕は、ここまでだ）

　このままでは、僕を抱だきしめて必死で邪気を祓はらっている紫の心まで汚お染せんされてしまう。

　その前に僕は砕くだけ散ってしまおう──。

　まだ水原光としての意識がかろうじて残っているうちに──。

　光がそう覚かく悟ごを定めようとした時。




『簡単に邪気などにたばかられるな、馬ば鹿か者ものが。それでも、私の式しき神がみなのか』




　白い闇やみの中に、晴明の姿が、浮うかび上がっていた。




『光。噓で己おのれを偽いつわってきたことを恥はじる必要などない』




　晴明は、静かに、伝えた。




『言こと霊だまは、呪は、自分を傷つけて殺すためにあるのではない』




『言葉は、己を、人を、生かすためにある』




『偽りの記憶で自分をだまそうとも、兄と妹であったという真実を封印して紫をだまそうとも、二人が生きるためならばその噓は必要な噓だったのだ』




『深く傷ついた疵きず痕あとをかさぶたが覆おおい隠かくし、傷を癒いやすように』




『噓という呪によって、光の心はゆっくりと回復したのだ』




『私たちは、ただ現実にうちひしがれて敗北していくために、生きているのではない』




　光は、恥じた。

　ほんとうは。

　僕が、すべてを失おうとしているこの人に、こういう優やさしい言葉をかけてあげなければならないのだ。

　晴明はいま、こうして僕に優しく語りかけている言葉とはまったく違ちがう言葉を、ほんとうは叫びたいのだ。

　その言葉によって僕をまた新たな呪にかけてしまうことを、晴明は、はばかっているのだ。

　母を失って深く傷ついていたあの信太丸が、よくぞ、これほど凜り々りしく成長したものだ、と光は思った。




『きみの力だぞ、光。私がいまあるのは、きみの言葉の力ゆえだ。きみの言葉が、私を怨おん念ねんの連れん鎖さから救ったのだ』




　晴明の静かな声は、どこまでも澄すんでいた。




『きみは、紫と出会ったことを、兄きよう妹だいであることを忘れ去ったままともに過ごした時間を、すべて噓であったからと後悔しているのか』




　まさか。

　二人が兄妹ではない、という呪が噓であったとしても。

　紫とともに生きた時間は、噓ではない。




『私の式神としてこの都でともに過ごした時間も、陰いん世せという幻まぼろしの世界での出来事であったから、こうして永遠に別れることになってしまったから、結局は無意味だったと思うか』




　いや、きみと出会えて僕は幸せだった晴明、と光は伝えた。

　二人は出会い、ともに生きた。

　その記憶の中に、噓も真実もない。

　きみを失いたくないという思いが、僕の心を邪気で汚けがそうとしていた。

　でももう、だいじょうぶだ、僕は、と、伝えた。

　だがきみは、敢えてこのかなわぬ想おもいを怨念へと変えて、千年ものあいだ狭くて薄うす暗ぐらい社やしろの中で苦しもうとしているのか。




「晴明。きみは」




『光。見ろ。たとえ実体なき影かげの世界であろうとも、世界はかくも美しい』




　光が見上げると、頭上は星空だった。

　光は今、叡えい山ざんの山頂にいた。

　晴明たちが眺ながめたあの夜空の記憶だった。




『言霊が生みだした影の世界であっても、これほどに美しいのだ』




「美しいな」




『きみとこの夜空をともに見上げた思い出を抱いだいて、私は社へと去る。私のこの思いは、千年のあいだ、朽ちぬ』




「待ってくれ……僕は晴明、きみとともに、生きたい」




『その言葉のおかげで、千一年に延びたぞ。光。もう行け。天あまの岩いわ戸とが閉じてしまう前に』




「最後に一言だけでいい、晴明、きみのほんとうの心を言葉にして聞かせてくれ」




『……光とともに、生きたかった』




　ずっと静かだった晴明の声が、不意に、涙なみだ声ごえになった。

　あやまろうとした瞬間に。

　晴明の気配が、ふっ、と消えた。

　伏ふし見み稲いな荷りの社へと、封ふうじられてしまったのだ。

　なんということを。

　僕はなんという残ざん酷こくなまねをしてしまったのか、と光はまた己を恥じた。




「……うわあああああああ！」




　光は、走った。

　力尽つきて気を失っている紫を抱きかかえながら、天岩戸をかけのぼった。

　将門から受け継ついだ邪気のすべてを一身に受け、陰世から引き離はなしていった。

　光の旅が、終わる。

　葵さん──六条さん──藤壺さん──藤原くん、明石、ねこたま。冷泉院。良源。賀茂保憲。朱雀──。

　菅すが原わら道のみち真ざね、道満、将門、純友、そして晴明。

　平へい安あん京きようの人々に、別れを告げながら。




　　　　[image: ほし]




　京の都に、平安が戻もどった。

　天岩戸は、閉とざされた。

　将門の器から漏もれだして拡散し続けていた黒い邪気のすべてを、光は天岩戸の彼方かなたの世界へと運び去っていたのだ。

　永えい劫ごうに続くかと思われていた大地の振しん動どうも、止まっていた。

　晴明が御ご霊りようとなって大地の崩ほう壊かいを止めたためだった。

　未み曾ぞ有うの厄やく災さいの中を生き延びた人々は、廃はい墟きよと化した平安京の大路に立ち尽くしながら、もう二度と見れぬとあきらめていた青空を見上げて歓かん喜きの声をあげたのだった。

「なんということだ。黒い霧きりが晴れた」

「大地の揺ゆれが、噓うそのように鎮しずまった」

「天を覆った菅かん公こうと大地を揺るがした将門公の怨おん霊りようは、われらを許したもうたのだ」

「これもきっと、朝ちよう廷ていの力だ」

「いや、安倍晴明公の霊れい力りよくだ」

「そうだ。晴明さまがおられる限り、この国は滅ほろびぬ」

「死者の亡なき骸がらを丁重に葬ほうむり、そして」

「都を、再建しよう」

「それが、生き延びたわれらのつとめぞ」

　人々は、晴明が人の形を捨てて伏見稲荷の社へと封じられたことを知らないままだった。




「みんな、行ってしまったのね……わたしだけが、取り残されたのね」

　安倍晴明。

　藤原純友。

　平将門。

　あの日あの時、叡山から都を眺めていた四人のうち、三人までもが去って行った。

　さらに、菅原道真も、光源氏も、そして道満の魂たましいを救ってくれたあの紫も。

　ただ一人、芦屋道満だけが、この大地の上に人の姿のまま、生き残っていた。

　希望を失わなかった者が世界から去り、未来を捨て去った者が残ったのだ。

　これはわたしへの罰ばつなのだろうか、と道満は思った。

「にゃんということでしょう。ご主人さまも光どのも、彼方の世界へと去られてしまわれました。まるで、雲くも隠がくれなされてしまったかのような──」

　さめざめと泣きながら「ご主人さまのいないこの世に未練なし。それがしも、首をくくってご主人さまとお別れいたしまする」と縄なわを取り出していたねこたまのしっぽを、ヤタガラスががぶっとくわえた。

「むーん、なにをする」

「ねこたま？　あんた、もう死んでるでしょ」

「そうでしたかな、道満どの」

「……死ぬべきは、わたしよ。わたしはついに、己おのれの心が生みだした怨念に捕とらわれて誰だれを救うこともできなかった。だから、こうしておめおめと生き恥はじをさらしているんだわ……」

「いえ。道満どのは、わがご主人さまをお救いくださいましたぞ」

　ねこたまが、「ご主人さまの命を奪うばうことをあきらめられたあの時に、道満どのは自らの、そしてまつろわぬ一族の怨念を浄じよう化かなされたのです。ご主人さまに対して抱かれた慈じ悲ひの心が、怨念を上回ったのです。あれこそ、まことの菩ぼ薩さつ業」とどや顔で道満の頭の上に乗っかってきた。

　まだヤタガラスにしっぽをかまれたままである。

「あの子の力でしょう。わたしは、なにもしていないわ」

「さようなことはありませぬぞ。いかにご主人さまとて、救えぬ魂もございましょう。救うことができるのは、慈悲の心をどこかに抱いている魂だけでしょうな。そもそも道満どのの怨念は、ご自分一人の無念のために朽くち果てなかったのではござらぬ」

「……そうね。でもわが一族の怨念は、もう、わたしの身体からだの中にはとどまっていない。体内の気が、突とつ然ぜんほとんど涸かれてしまったみたい。わたしも、人間のように時とともに滅びていくのね……」

「そうです。道満どのも、永遠の眠ねむりにつく時がやがて来るのです。あなたはやっと、死ぬことを許されたのです。それなのに、わざわざ自ら死ぬ必要はありませぬ」

「でも……ただ生きながらえて死んでいくのは嫌いやだわ。わたしも、誰かのためになにかを成し遂とげたい」

　焼け出された民たみから稲いな荷り寿ず司しを差し出された朱す雀ざく帝ていが、「これはいける」と稲荷寿司をほおばりながら道満の肩かたを叩たたいた。

「今いま更さら、朕ちんとお前がともに改心してこの国を再生するために生きるというのも気き恥はずかしい話だが、晴明の志を無む駄だにしてはならない。恥も外聞も捨てて、われらはしでかした罪をあがなうために生きねばならない」

「すっかり帝みかどっぽくなっちゃったわね、あんた」

「悪いが道満。晴明の御霊を千年保たせるために、協力してくれ。どうすればいい」

「伏見稲荷の社が崩壊すれば、晴明の御霊が漏れだして、また危機が訪おとずれるわ」

「……そうだな。ひとたび御霊が壊こわれれば、再び厄災が訪れる。菅公や将門でわれらも懲こりた」

「そうならないようにこの国の大地の隅すみ々ずみにまで稲荷の社を分社して、晴明の御霊を少しずつ分けていくのよ。あらゆる神社に、稲荷を併へい設せつするの」

「なるほど。そうすれば仮に晴明を祀まつる総本山である伏見稲荷が崩壊しても……」

「晴明の御霊のごく一部しか漏れださない。あらかじめ御霊を分散しておくことで危機を回かい避ひできるわ。膨ぼう大だいな建設費や維い持じ費がかかるけれど……」

「道満。お前がその仕事を、やってくれるか。このありさまで朝廷にはもうお前に渡わたせる銅どう銭せんもないし、地方はさらに乱れるだろう。お前が生きて再び都へ戻れるかどうかさえ、保証できんが」

「……各地にいる、まつろわぬものたち、物ものの怪けたちに協力を要よう請せいすれば、できるかもしれない」

「彼らに、再び人の身分を与あたえられるよう、朕は帝として尽じん力りよくしよう。抵てい抗こうする勢力は、遠えん慮りよなく潰つぶす。朕はまだ、牙きばを抜ぬかれたわけではない」

「……横浜とかいう田舎いなかにも、稲荷の社を建てなきゃね」

「横浜？」

「紫ちゃんのふるさとだそうよ。海が美しい町だったとか」

「源氏のふるさとでもあるわけだな。晴明の、鎮ちん魂こんとなるだろうな」

　さようなら朱雀、と道満はつぶやいていた。

「さらばだ。わが師よ」

「おいで、ヤタガラス」

「カア」

「にゃんと。ご主人さまのふるさとへ参られるのですか。それがしもお供つかまつりますぞ！」

「ねこたま。なんであんたが来るのよっ」

「お供させてくださらねば、首をつって地じ縛ばく霊れいとなってとりつきますぞっ」

「だから。あんたはもう死んでるでしょっ」




　道満が東国へと去って行く姿を見送り終えた朱雀帝は、焼け落ちた冷れい泉ぜい院いん跡あとに藤原中将たちを集め、崩壊した都の復興のため、青空の下で臨時の会議を開いた。

「北きた野のにて御霊となられた菅公は、将門公の怨霊を鎮められた。以後、都と西国に菅公を祀る社を、東国に将門公を祀る社を建てて千年後までこの国と民を守っていただくこととする」

　むろんそれらの社には、ひそかに、稲荷神社が併設されるのである。

　各地に稲荷神社を無数に建てるために、朱雀帝はこの方便をひらめいたのである。

「あと一人。海かい賊ぞく大将軍・藤原純友も御霊として祀りたいが……」

「それだけはお許しください」

　ぼろぼろになった藤原右大臣と左大臣が、「藤原家から怨霊があらわれたということになっては」「藤原家にとって一大事」とひれ伏ふしてきたので、朱雀帝は「では純友を祀るのはやめておこう」とうなずいた。

　道満の心の古傷に触ふれたくなかった、というのがほんとうの理由である。

　安あん堵どした右大臣と左大臣が、「ところで」「安倍晴明どのはいずこへ」と顔を見合わせた。

「都の民たちが、安倍晴明どのに礼を述べたいと詰つめかけております」

「将門公が祓はらわれる時、民たちは、天に巨きよ大だいな狐きつねの影かげを見たと言っております」

「あれは晴明どのに違ちがいないと」

　どうだろうか。晴明はそのような派手な振ふる舞まいを好まなかった。ほんとうは、すでに消え去っていたはずの晴明の母が最後の力を振り絞しぼってあらわれたのかもしれない、と朱雀帝は思った。

「晴明どのがお姿をお見せにならねば、それこそ天あまの岩いわ戸と開きのような大おお騒さわぎになります」

「晴明どのは、いったいどこへ」

　もういないのだ、とは、朱雀帝は言い出せなかった。

　もう、晴明はいないのだ、とは。

　お前たちの命を守るために、人の姿を捨てて、別れがたき人々と別れ、自ら御霊となって大地へ隠かくれてしまった、とは。

　こののち千年にわたって、薄うす暗ぐらい社やしろの中で夢破れた怨おん念ねんを抱いだいて苦しみ続けねばならず、二度と再び人としてこの世に戻ってくることもできない、とは。

　そのような真実を、大厄災に襲おそわれて焼け出された民たちに打ち明ければ、彼らの心はこんどこそ折れてしまうだろう。

　そのような悪逆なまねをして晴明一人に犠ぎ牲せいを押しつけた朝廷が民の怒いかりに触れて滅ぼされてしまっても、朱雀帝は別にかまわなかった。

　だが、今この時そのような破局を迎むかえてしまえば、その先の人々の未来をどうするのだ。

　そのような破局のために晴明は御ご霊りようになったのではない。

（そうか。これがまつりごとか。人々を生かすためには、噓うそという呪しゆもまた、用いねばならぬ時があるのか……）

　朱雀帝は、「親父おやじ。ボクはもう男装をやめるっ、これからは都人らしく十じゆう二に単ひとえを着るんだっ」と入道相手にタコ式しき神がみの触しよく手しゆを繰くり出して戦っていた明石を呼んだ。

「うん？　なんだい。もしかして、ボクは若い帝に見み初そめられてしまったのか？　そんな。晴明たちがこんなことになったばかりなのに、いけないよっ」

「えっ……なんだ？　お前、女だったのか？」

「が─────んっ」

「てっきり、女装したがっている男の子かと思っていたぞ」

　終わった、と明石はへたりこんだ。

「明石。急いでこれに着き替がえろ」

「……宮きゆう廷てい陰おん陽みよう師じの衣い装しよう？　ははあ。ボクが着替える姿を覗のぞき見しようと」

「違う！　いいか。安倍晴明が御霊となって雲隠れしたと知れると、貴族も民も混乱し絶望する」

「まあ、残念ながらこの明石さまの都における知名度がまったくない現状では、そうだろうね……でもまあ、数年かけてボクが晴明に匹ひつ敵てきする信用を築くからだいじょうぶだよ」

「数年もかけることはできん。お前は急ぎ陰陽師の衣服に着替え、安倍晴明になりすましてくれ」

「……え？」

「人間でありながらお前の陰陽師としての才能は晴明に匹敵する。いや、三さん種しゆの神じん器ぎを用いた天岩戸開きにおいては、お前の知識と力はあの晴明をも超こえていた。だから、安倍晴明の名を継つげと言っている。新たな安倍晴明として、都の再建に尽つくしてくれ」

「いや。ちょ」

「お前は、晴明からセーマンの護ご符ふを継けい承しようしたではないか。晴明の意志を継ぐ者になったのだろう？　自分の口ではっきりそう言ったではないのか」

　しまった、晴明の詐さ術じゆつにひっかかった、呪を背負わされた！　と気づいた明石は、世界が崩ほう壊かいしたかのような衝しよう撃げきを受けた。

「ぎゃあああああああ！　最悪の展開だあああああ！　どうしてボクがニセ晴明にされなきゃならないんだ、そんな仕事は賀茂保憲にやらせろよっ！　ボクは播はり磨ま系の陰陽師で、晴明は賀茂家系の陰陽師。そもそも系統が違うんだよっ。むしろ系統的には不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士なんだっ」

「賀茂保憲は有名人だから今更すり替われぬ」

「ボクが播磨から来た田舎娘むすめだからって、うわーんっ。ぜんぶ、都落ちして播磨にひきこもった親父のせいだあああ」

「幸い、お前は日焼けしているが、日焼けを防いで肌はだを白色に戻もどせば晴明に似ていないこともない。というか今のお前は真っ黒だから人相がわからぬ。これが間違いなくすり替えの際に幸いする」

「うわああああん。ひどいよおおおおおお！　あれだけ活かつ躍やくしたのに、ボクは最後まで晴明の引き立て役なのか～！　呪のろってやる、呪ってやるぞ～！」

　すべては定めじゃ息子むすこよ、と父親の入道がしたり顔でうなずいた。

「『明石』という存在は、光源氏に血を与えて救世主として再生したところでその役目を終えたのだ。わしら親子の戦いは終わった。これよりは陰陽師の頂点を目指すがよいぞ息子よ」

「断るっ。頂点に立っても、安倍晴明の手て柄がらになるんだろうがっ！」

「これ帝の前でタコを暴れさせるのではない。触手にふさふさの毛をつけて、狐のしっぽに偽ぎ装そうするのぢゃ」

「式神までっ？　ボクはものまね芸人じゃないぞっ」

「頼たのむ、明石。いや安倍晴明。この世界を存続させていくために、お前の才能がどうしても必要なのだ」

　気位の高い朱す雀ざく帝ていが、明石に頭を下げて懇こん願がんした。

「晴明の御霊は千年は保もとう。この千年のうちに、われらは御霊に頼たよらずに大地に気を供給する術を見つけださねばならないのだ。それができなければ、われらは御霊となった晴明たちの志を裏切ったことになる。神仏の霊れい力りよくに頼らない、技術としての陰陽道を突つき詰めんとしている、お前のごとき人間の叡えい智ちが必要だ」

「そうねえ。うちの賀茂家と、播磨系である明石のニセ安倍家がともに力を合わせれば、もしかしたらそんなとほうもない方法も見つけられるかもしれないわね」

　晴明が残していった霊れい剣けんを引きずりながら、賀茂保憲が明石の隣となりに座った。

「晴明は美少女だったけれど友達が少なかったから、民たみたちにほとんど素す顔がおを知られていない。街に出て物の怪と戦う時は、たいていお面をつけていたしね。素材のいいあんたなら、日焼けさえ落とせばすり替われるって」

「……納なつ得とくいかないけど、子孫の代でいつか必ずわが播磨系陰陽師が本家の晴明を凌りよう駕がしてやる……必ずだ、必ず……しくしくしく……ぐすんぐすん」

「それにさあ。女の子に戻れるんだから、いいじゃない」

「……あっ。そうか！」

「あんたの悲願だったんでしょ。これであんたも超ちよう絶ぜつ美少女陰陽師として都中でモテモテよ。それも、たぶん千年先の未来までね。おめでとう」

「せっ、千年先までっ？　ほんとに？」

「ええ。この世が続く限り伝説の美少女として語り継がれるわね。初代晴明の顔を知っている人間はほとんどいないから、つまり、ぜんぶあんた自身の美び貌ぼうの力よ。自信を持って」

「ええええ？　やった、やったよおおお！」

　ふう。田舎育ちだから素そ朴ぼくで扱あつかいやすい子ね、と賀茂保憲が舌を出して笑った。

　朱雀帝は「女というやつは、なにを考えているのかさっぱりわからん。息を吐はくように噓をつく」と仏ぶつ頂ちよう面づらになった。




　朱雀帝が「崩壊した都そして乱れた国の復興のために、これからのまつりごとは新しい世代が──朕ちん自身と藤ふじ原わら中ちゆう将じようを中心として、なにごとも腹蔵なく話し合いながら執とり行う。中将は朕の片かた腕うでとなりこの国を再建せよ」と宣言して貴族たちを解散させたのち。

　藤原中将は「ああ。なんだって、この俺が……」とぼやきながら、徒歩で帰路についていた。

　帰路と言っても、都の中心部にある彼の屋や敷しきはもちろん焼け落ちてしまっているので、都の外れにある山奥の別べつ荘そうへと向かっているのである。

「俺はただ、都の美しい女の子たちを守るために本気を出しただけなのに。帝みかどはなにか誤解しているんじゃないだろうか？」

「光さんが故郷へ帰ってしまった以上、お兄さまが本気を出し続けるしかありませんわ」

　葵はまだ光たちと離はなればなれになってしまったこの現実を完全には受け止めることができず、心ここにあらずと言った感じでよろよろと力なく歩いていた。

　藤原中将は、そんな妹の肩かたを支えながら、山へと連なる坂道をのぼっていく。

　失しつ恋れんの悲ひ哀あいは、知りすぎるほど知っている兄であった。

　このまま葵を放置しておけば、どうなってしまうか、不安でたまらない。

「まあ菅かん公こうの怨おん霊りよう化にはじまったこの厄やく災さいも、もともとは藤原家が蒔まいた種だ。御霊が必要だからどうのこうのというもっともらしい理由をつけても、結局は藤原家が権力を独どく占せんするために政敵を排はい除じよしてきたことは事実さ。藤原家の人間がけじめをつけるしかないか……たとえ、貴族の世、藤原家の世が俺の代を頂点として終わっていくことになろうとも」

「ええ。お兄さまがやるしかありませんわ。光さんがいないのですから……」

「源氏の君とは、終生の友になる予感がしていたんだが」

「……これからもお兄さまの友ですわ。生きる世界は違えど」

「そうだな。だがもう、あいつと再び会うことはない」

「……わたくしも死ぬまで、これからも、光さんの妻として」

　やはり葵は源氏の君のことを、と藤原中将は思わず涙なみだぐんだ。

　しかしあいつはこのまま葵が一人ぼっちで生きていくことを望んではいない、ともわかっていた。

　誰だれか、葵の心の隙すき間まを埋うめられる人物はいないだろうか、と藤原中将が周囲を見回していると──。

「……かさかさっ。こそこそっ」

　茂しげみの中で、うごめいている者がいた。

「やあ。きみはたしか、六条さん。どうして隠れているんだい」

「……見つかってしまった……しくしく」

「えーと。六条さん？」

「しくしくしく。やっかいになっていた晴明ちゃんのお屋敷も雷かみなりが落ちて焼けてしまったので、わたし、もう行くところがなくて……このまま世捨て人になりますから、追いかけないでください。来ちゃダメですよ。来ちゃダメですよ？」

「全身全ぜん霊れいで、追いかけてくれ、って訴うつたえてるじゃないか」

「ちょっと六条さん、あなた勝手に怨霊になって暴れたら承知しませんわよっ」

　おお、六条さんを見た瞬しゆん間かんに葵が生き生きとした反応を見せた、と藤原中将は気づいた。

「あなたが暴走したら光さんたちの努力がぜんぶ水の泡あわですわっ」

「わたしそんなことしないよ～。源氏の君たちがいなくなっちゃって、わたしはもう生きながらにして亡なき骸がらになってしまったも同然だよ……源氏の君、わたしを置いていってしまうなんて。しくしくしく。呪呪呪呪呪呪呪」

「もう半分怨霊化しているではありませんかっ！　お兄さま、今のうちにこやつを手打ちに」

　どうやら葵には六条さんが必要なようだ、と藤原中将は理解した。

　それに、六条さんのこの幸さち薄うすそうなことといったら、それはもうなにごとも派手できらびやかな葵が満月ならば、どことなく影かげが薄くてじめじめした六条さんは新月の一歩手前といった風ふ情ぜいである。

　妹というよりもお姉さんよりの立ち位置のようだし、年上好きの俺にとってはもしかしたらこの人こそが──と妄もう想そうをはじめたところで葵に頰ほおをつねられた。

「お兄さま、なにか妙みようなことを考えていますわね？　光さんたちがいなくなったばかりなのに、なんという遊び人ですのっ」

「いたた。俺は決めたぞ葵。六条さんを、わが藤原家に迎むかえ入れる。お前の家庭教師役という待たい遇ぐうでどうだ」

「は、はあっ？」

「お前はまだ源氏の君に操みさおを立てて出家するような歳としじゃない。家庭教師が必要だ」

「ああ。こんな恨うらみ節一筋なわたしを雇やとってくれる人があらわれるだなんて。感激だよ、地じ獄ごくに仏だよ～。しくしくしく。お給料は前まえ払ばらいでお願い」

「あなたも、即そく答とうしないでくださるっ？　そもそもあなたは藤原家が嫌きらいではなかったのですかっ」

「しくしくしく。もう家いえ柄がらだとかそんなこと、いいんだよ。源氏の君を失ったわたしの心には今、ぽっかりと穴が……」

「……うう……それは、わたくしも同じですけど……」

「幸薄い女同士仲良くしようね葵さん」

「失敬な。わたくしは幸薄くないですわっ」

　さすが稀き代だいの風流人。藤原中将のカンは正しかった。

　葵と六条さんは互たがいにののしりあいながらも、ひしっと抱だき合ってさめざめと泣きはじめたのだった。

「ところで六条さん。『源氏物語』は、これからも書き続けなさい」

「えー？　どうして？　あれって、もてない独身女の妄想を書き綴つづった駄だ文ぶんだよ？」

「ええ、ええ。まったくその通りですけど」

「失敬だね～。わたしの心をえぐるね～」

「あなたが自分で自じ虐ぎやくに走ったのでしょっ？」

「だいいち、あの物語の中では、葵さんはもう死んでるんだよ～？　わたしの生いき霊りように殺されちゃったんだよ」

「わたくしはいいのですわ。こうしてほんものはぴんぴんしていますもの。ただ、現実の人生では決して結ばれることのない光さんと紫ちゃんがせめて、物語の世界では夫ふう婦ふとして結ばれるように……そんな物語を、読んでみたいのですわ」

　たとえ、言葉だけによって織りなされたかりそめの物語だとしても、と葵はつぶやいた。

「そうだね～。紫ちゃん、かわいそうだもんね……」

「兄と妹では、決して結ばれませんもの。こちらの世界でも、あちらの世界でも、兄きよう妹だいが恋こいに落ちてはならないという決まりはきっと同じですわよ」

「そうだね。あんな残ざん酷こくな運命の仕打ちにも耐たえて光くんを邪じや気きから守り続ける最後の姿、けなげだったよね、くすん」
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「紫ちゃんと結ばれた光さんが美しい平安京で位人臣をきわめる栄えい華がの物語を、わたくしは読んでみたいのですわ。ほんとうは、この目でそんな光さんの姿を見てみたかったのですけれど──」

「わかったよ。続きを書くよ。紫ちゃんの無念の魂たましいを鎮しずめるために、平安京を失った源氏の君の魂を鎮めるために」

『源氏物語』の話の中では、お兄さまは光さんの引き立て役でいいですわよ、ぼろっかすに書いていただいてかまいませんわ、と葵が目を潤うるませながら笑った。

「でも……とっても、長い連れん載さいになりそうだねえ」

「だいじょうぶですわ。お兄さまがそのぶん、お手当をはずみますわよ」

「わたしが知らないうちに勝手に書き足された話もあるし、伏ふく線せんの回収がたいへんだよ～」

「回収？　伏線って、なんですの？」

「別名フラグとも言うんだよ。らいとのべるというものの書き方をね、源氏の君から教わったの。らいとのべるって、つまり、わたしたちの世界で言うところの物語のことなんだって～」

「まあまあ。あちらの世界にも、あなたと同じように現実の世界でもてなくて物語でうさを晴らしている男女がおりますのね」

「葵さん？　あなたももはや、わたしたちの仲間なんだけどね～。うふふ～」

「まっぴらごめんですわね！　やっぱりわたくしはいずれ皇后に上のぼり詰つめてみせますわよっ」

「無理無理無理無理～。今の帝は女人に興味ないし～。むしろ、源氏の君みたいな純真な男の子が好みなのかも。あっ、ちょっと妄想してしまったら心の臓がどきどきしてきちゃった。はあ、はあ」

「まあ、まあ……その展開、アリですわね。そういう方向の物語も……こっそり読んでみたいですわ、ゴクリ」

「じゃあ『裏源氏物語』をひそかに書いてあげるよ。殿との方がた禁制、もてない女の子だけが読める秘密の裏本として。ふふふ」

「あらあら。どうしてわたくし、こんなにときめいてしまうのかしら……なにやら新しい世界が、開けてきそうですわ……お兄さまと光さんの組み合わせはどうかしら？」

「いいねえ、いいねえ。須す磨ままで失しつ脚きやく中の源氏の君を中将さんが追いかけていくんだね～。これはもう友情を超こえた、愛だねっ！」

「愛ですわね！」

　かしましい二人の後ろをゆっくりと歩きながら。

　なんだか話がおかしな方向に進んでいる、果たしてこれでよかったのだろうか、と藤原中将はため息をついた。

　さらにその藤原中将の背後には。

「……なんと。若紫の君が妹から妻になる物語だと？　ええい、『源氏物語』の新しい巻が書かれたらどれほどの値段になろうが買い占しめねば！」

　わたし以外の人間が、若紫の君が新しん婚こんの夜を迎える物語を読むことなど、絶対に許されないのだ！　もしもそのような読み物が変態の手に渡わたったら、若紫の君がけがされる、と叫さけぶ良源がいた。

「叡えい山ざんの法師どもを動員して、なんとかして大金を稼かせがねば！」

　叡山詣もうでの客を増やして、あれこれとお土産みやげを売りつけるのだ。そうだ、おみくじというのはどうだろう？　ほとんど外れしか入っていないのだが、ごくまれに大当たりの景品がもらえるという一種の詐さ欺ぎのようなもので──と良源があれこれ商しよう魂こんたくましく妄想を続けている中。

　藤原中将の父・左大臣が、息を切らして走りながらそんな良源を追い抜ぬいていった。

「これ、息子むすこよ！　中将よ」

　藤原中将は妙に腐くさった気を放ちはじめている妹が心配になってきて、左大臣の呼びかけに気づいていない。

「中将！　これっ、返事をせぬか道みち長ながっ！」

「おっと。父上、真ま名なで呼ぶのはやめてください。術士に聞かれるとやっかいです」

　真名で呼ばれた藤原中将が、やっと左大臣の声に気づいて振ふり返った。

「そうであったな、はあはあはあ。ああ坂をのぼるのは疲つかれるわ。そなたはこたびの活かつ躍やくで、ゆくゆくは帝みかどのもとで太だい政じよう大だい臣じんそして関かん白ぱくになる身となった。真名は、大切にせんとな」

「ま、藤原家の栄光栄華は俺の代で終わりですよ、父上。俺の仕事は、藤原家の権力独どく占せん、すなわち御ご霊りようという仕組みを必要としない新たな世への地ならしですからね」

「ふむ。御霊の秘密を隠いん匿とくしておった右大臣は責任をとってまつりごとから引退するとしおらしくなりおったが、弘こ徽き殿でんはあきらめておらんじゃろうからな。今後もそなたを真名では呼ばぬことにするわ」

　つくづく女は強いですな父上、だがそれがいい、と藤原中将は笑った。

　地上の権力など、まつりごとの頂点など、関白の位など、美しくそして気高い女人の輝かがやきに比べればなにほどのこともない。

　きっと俺は生しよう涯がい、女人のその強さにあこがれ続けるのだ、と藤原中将は思った。




「俺も、理想の女人を見つけた暁あかつきには、そのお方を『紫』と呼ぶことにするか」







　そして。

　葵と六条さんの立ち話は、まだ少しだけ、続いていた。

「ところで六条さん？　晴明さんは『源氏物語』にまだ出てきていないですわよね？　これからも晴明さんを登場させなくてよいのかしら？」

「ああ。あの女はいいんだよ～」

「でも……わたくしは晴明さんをこそ、あなたの言こと霊だまの力で鎮ちん魂こんしてさしあげたいのですけれど。だって。光さんと紫ちゃんにはこれから陽世での新たな人生が待っていますけれど、晴明さんには、もう……」

　葵がいたたまれなくなって、目を伏ふせた隣となりで。

　六条さんは、ふんわりとほほえんでいた。

　今まで彼女が見せたことのなかった、透すき通った笑え顔がおで。

「いいの、いいの。なぜなら──」
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　戦国時代の美み濃のの国くに、菩ぼ提だい山城。

　その山城の頂上に設けられた、陰おん陽みよう師じのための天文台で。

　清せい楚そな和服を着た一人のきゃしゃな少女が、満天の星空を眺ながめていた。

「前鬼さん。夜空に不思議な虹にじが輝いています。虹と言いますか、まるで細長い一本の雲のような……」

　少女の隣には、まるで平安時代からやってきたかのような白はく面めんの青年貴族が一人、気配もなく静かにたたずんでいた。

　どこか狐きつねを思わせるその青年は、星空を見つめながらわずかに目を細めた。

「ほう。あの者が、陰いん世せから帰ったか」

「陰世？」

「わが主あるじ。この宇宙に存在する万物は陰と陽から成り立っておりますれば──われらの世界が陽の世界とすれば、われらには見えない陰の世界というものがございます」

　少女は、「陰世ですか」と瞳ひとみを輝かせている。

「はい。いにしえの神話の時代。弟・素戔嗚すさのおの尊みことの暴ぼう虐ぎやくに悩なやまされた天あま照てらす大おおみ神かみが、自らの霊れい力りよくによって大空に天あまの岩いわ戸とを開き、そして逃のがれた世界。その世界を、陰世と呼びます。万物に実体がなく、ただ言霊によってのみ存在している、幻まぼろしのごとき世界なのです」

　天岩戸は未来や過去を目指して時間の壁かべを突つき破ることもできますが、儀ぎ式しきのやり方によっては、本来はわれらが存在を感じることすらできない陰世へとつなげることもできます、と青年は少女に伝えた。

「言霊によってのみ成り立っている世界……前鬼さん。まるで、夢のような」

「われらの世とは違ちがい、御霊というものがなければ存在し続けることができぬ世界です。陽よう世せの影かげとして生じた世界ですから、そこに生きる者もまた、陽世の者の影として生まれいずる者なのです」

　つまり、陽世に安倍晴明という陰陽師がいれば、陰世にもまた安倍晴明という名を持つ陰陽師が生まれてくるのです、お互たがいの世界は鏡の裏表のようなものなのです、と青年は笑った。

「それでは、まるきり同じ人がこちらとあちらの世界とに、二人いるのですか」

「いいえ、同じではありませんよ。ただ、影から生まれいずるというだけのことで──陰世の安倍晴明は、こちらの世界を生きた安倍晴明とは異なる魂、異なる人格、異なる心を持っています。向こうの晴明は、乙おと女めかもしれませんよ」

　双ふた子ごのようなものですか、と少女がうなずいた。

「でも前鬼さん。言霊によって生じた幻の世界も、わたしたちが生きるこの世界も。命ある者は必ず、老いて朽くち果てていきます。命は有限です。実体をともなおうともともなわおうとも、本質的には、どちらも同じなのではないでしょうか」

「はい。陽であれ陰であれ、等しくうたかたの命──そこにはなんら差はありません、ただ」

「ただ？　けほ、けほ」

　わが主、夜風は身体からだに毒です。そろそろ部屋へ戻もどりましょう、とほほえみながら、青年は言った。

「万物に実体があるわれらの世とは違い、陰世は気を大地に供給する御霊というものがなければ存在し続けることができぬはかない世界です。ゆえに気を操あやつり怨おん霊りようを調ちよう伏ぶくする陰陽師や言こと霊だま遣づかいに課せられた使命は重いのです」

「御霊さんの犠ぎ牲せいが常に必要とされるなんて。とても、悲しい世界ですね。くすんくすん」

「ふふ。はかないがゆえに美しく、そして、それゆえに守る価値があるとも言えます。わが主」

　天岩戸を通じて、陰世の晴明は己おのれが出会うべき者に出会った──青年は少女の背中を支えながらまぶたを閉じた。

「わが主は、出会えるのであろうか」

「前鬼さん？　陽世の者と陰世の者が、出会えるのですか？　あの夜空に輝く天岩戸を通ることができるのでしょうか。たとえ二つの世界がつながっても、人がそのような道をくぐり抜けられるとはとうてい思えません」

「はい。本来は出会えません。たとえ主が天岩戸をくぐったとしても、向こうの陰世へ飛び出した瞬しゆん間かんに、肉体が崩ほう壊かいします。魂こん魄ぱくごと消し飛んでしまいます。この世界の過去や未来へ移動するのとはわけが違います」

「そうですよね。向こうの世界のわたしにいちど会ってみたかったですが、無理ですよね。くすんくすん」

　なんとなくですが、陰世のわたしは体力ありそうな気がします、と少女は少しだけまだ見ぬ自分の影をうらやむかのようにつぶやいた。

「しかし、かの陰世は言霊により成り立っている世界。われらの世には存在し得ぬ、すさまじき言霊の力を持つ者も、おるやもしれませぬ」

　こちらの陽世から生きたまま人を陰世へ召しよう喚かんする奇き跡せきは、あるいは可能かもしれません、肉体をこちらの世界に置いたまま魂魄だけを陰世へ呼ぶことで、わずかながらに召喚に成功する可能性はございます、と青年はまたほほえんだ。

「それでも……実体を持たない陰世の人をこちらへ招くのは、難しいでしょう？　わたしたちの世界では、実体がなければ何者も存在し得ないのですから」

「そうですね。しかし、陰世に生きる人々の言霊を何年もかけてひとところに結集させ、強力な呪しゆを生じさせれば、あるいは」

　万にひとつの奇跡を起こせるかもしれません、と青年は告げた。

「陰世に生きる人々の言霊を結集させて……」

「はい。それでも、言霊のみから生まれた命が実体を手に入れることなど、本来は絶対に不可能です。ですが、たとえばわが真名を背負う者ならば、あるいは」

「前鬼さん。どれほどの多くの人の祈いのりが、そしてどれほどの時間が必要になるでしょう」

「そうですな。おそらく、千年の時を経へれば──」

「千年……とても見届けられそうにないですね。くすんくすん」

「はい。千年のあいだ、思いが変わらねば──」

　わたしたちの命は星のまたたきのようなもので、どれほど激しく輝こうともほんの数十年で消えてしまう、けれども言霊は人々によって語り継つがれる限り永遠なんですね、もしかしたらほんとうは、言霊こそが──少女は小さく咳せき込みながら、もう一度だけ夜空を見上げた。
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「……光くん。光くん。さあ、横浜市役所に婚こん姻いん届とどけを提出しに行こう～！　あっ、こういうのって市役所じゃなくて区役所に持っていくんだっけ？」




　学校の裏山にある祠ほこらに、光はいた。

　紫が「さあこの婚姻届にサインを」と倒たおれている光の胸むなぐらをつかんですごんでいる。

（そうだ。僕は、紫と二人で裏山にあるさびれた、この稲いな荷り神社の祠に入りこんで……それから……）

　それから、僕は──。

（僕は、平へい安あん京きようの賀か茂も川がわに飛ばされていたはずだ）

　光は、自分の腕うで時計を確かく認にんした。

　午後四時十三分。

　時間が、進んでいなかった。

　紫がこの祠で謎なぞの古こ文もん書じよを開いて、白い光に視界を奪うばわれて、気がつけば平安京の賀茂川にいた。

　その時に光は、腕時計を見たのだ。

　たしかに、午後四時十三分だった。

　あの時から、時間は、進んでいない。

　紫も光も、学校の制服姿に戻っている。

「それじゃあ、すべて夢だったのだろうか」

　平安京で過ごした日々は、なにもかも、幻だったのだろうか。

　晴明も、葵さんも、六条さんも、みんな、この祠で一いつ瞬しゆん意識を失っていた僕がつかの間に見た、夢のかけらだったのだろうか。

「違う。そんなはずはない。夢じゃない。僕はたしかに、晴明と、出会った」

　あの出会いが、夢であったはずがない。

　一人芝しば居いであったはずがない。

　僕はたしかに、晴明と、出会ったのだ──。

　呪を、結んだのだ──。

　……

　あれ。

　こんなに恥はずかしい言葉を述じゆつ懐かいしているのに……。

　鼻がぐずらない、と光は思った。




「夢じゃないよ、光くん」




　紫が、祠に積み上げられている色あせた古文書の束から、いちばん下にある一冊を抜ぬき出して、光にそっと手て渡わたした。

　いちばん新しい巻だからだろうか、いちばん下に積まれて日光が当たらなかったからだろうか、光はその古文書の題名をはっきりと読み取ることができた。




『源氏物語』




　震ふるえる手で、中を開いた。




『終章　雲くも隠がくれ』




　ただ、その四文字だけが記しるされていて、あとは真っ白だった──。

　いや。

　ゆっくりと、紙の上に、文字が浮うかび上がってきた。

　光にも読めるように、口語で、書かれている。

　封ふうじられていた、雲隠の章。

　その内容を読むことが許されている者が、その書を手にした時、魔ま法ほうのように文字が浮かび上がる。

　そしてその文字の独特の癖くせに、光は見覚えがあった。

　僕はたしかに、この文字を書いた人に出会っている、と光は思った。




『わたしはかつて六ろく条じよう御のみ息やす所どころと呼ばれていた。今はなぜか、紫むらさき式しき部ぶ、と呼ばれている』




　僕はこの言こと霊だまを自在に操あやつる人とたしかに出会っている、と光は繰くり返かえした。

　紙をめくり、夢中で次の文字が浮かび上がってくるのを待った。




『この物語は、陰いん世せを救うためにこの平安京から去った光源氏と紫に贈おくられた言霊の書。愛すべき人に出会いながら彼女を救うことがかなわず、別れなければならなかった光源氏。運命の人と現世で結ばれることのない宿しゆく縁えんを背負った紫。そんな二人に捧ささげられた、鎮ちん魂こんの書。だからこの物語では、兄きよう妹だいのように青春を過ごしてきた光源氏と紫が、夫ふう婦ふとして結ばれるのだ』




　光は、紫の細い肩かたを抱だきしめながら、続きを読み進めた。




『わたしがこの世界から去ったあと、この源氏物語の続きを誰だれかがきっと書き足すに違ちがいない。この物語を鎮魂の言霊の書となすためにもっとも重要な最後の章、雲隠が、書き換かえられるかもしれない。だからわたしは、雲隠の章のすべてを、封じる。読まれるべき人がこの書を手にする時まで、雲隠の章は、世界から雲隠れするのだ。芦屋道満が、武むさ蔵しの国くに久く良ら岐きに建こん立りゆうした稲荷の社へと、この書を封ふう印いんする。賀茂保憲の占いによれば、こここそがいつか、横浜、と呼ばれるはずの土地だからだ』




　紫が光の胸に顔を埋うずめて、声を殺して泣いた。




『この書を読むべきあなたに、わたしの声が聞こえているだろうか。わたしが紡つむいだ言霊が、世界の壁かべを越こえてあなたに伝わっているだろうか』




　伝わっているよ六条さん、きみの世界にあるはずの『源氏物語』が今、僕たちの世界に存在している。奇跡が起きたよ、と光は思わず呼びかけていた。

　本来の『源氏物語』は、最愛の妻・紫を病で失った光源氏が出家し、紫の後を追うように世を去ったらしいとほのめかされたところで第一部が完結。その光源氏の死を暗示する最終章は『雲隠』と呼ばれるが、本文は伝わっていない。続く第二部は光源氏の子供の世代の物語となるが、この第二部は未完で終わっている──。

　光が必死になってやっと思いだした聞きかじりの知識では、そうなっていた。

　だが、最終章『雲隠』の本文は、ここに実在したのだ。

　千年のあいだ、この稲荷神社の祠の中で、自分を待っていたのだ。

　そして、その『雲隠』の結末は──。




『あなたはいぶかしく思っていることだろう。もう一人の不ふ遇ぐうの人を、あなたの魂こん魄ぱくを平安京へと召しよう喚かんした安倍晴明を、わたしはこの「源氏物語」で描えがいていないからだ。それでは肝かん心じんの安倍晴明が鎮魂されていないとあなたは不満に思うだろう。陰世を救うため、あなたを陽世へと送り返し、自らは御ご霊りようとなって千年ものあいだ社やしろの奥に封じられる運命を選せん択たくしなければならなかった安倍晴明を、どうして鎮魂してくれないのかと。それは──』




　最後の頁ぺーじを、光は開いた。




『あの女はいいんだよ～。だって～』




　六条さん。口語体すぎます。と、光は笑おうとしたが、喉のどからは泣き声があふれだしていた。




『この物語の執しつ筆ぴつに、わたしは生しよう涯がいのすべてを捧げた。この物語に登場する多くの友が、すでに世を去った。わたしの命も今、尽つきようとしている。しかし、わたしは間に合った。わたしは、この物語を完結させることができる。わたしの魂たましいは今、救われている。わたしはわたし自身の言霊の力のすべてを、これまで、そしてこれからこの物語を読んで心をふるわせてくれる人々の想おもいを、この書に、この物語に、注ぎ込む。これが、わたしがわたしの生涯の最後に残す、最大の言霊である』




　光は、そして紫は、かつてあの夢の世界でたしかに聞いた懐なつかしい言葉を、口ずさんだ。

　その言葉は、この一節から、はじまる。

　初めに、言ことばがあった。




『わたしはここに最後の言霊を記す。もしも、あなたがた二人が最後に、お互たがいの本心を言葉にしていたならば』




　言は神と共にあった。言は神であった。




『その言葉は陰と陽の理ことわりを超こえた言霊となり、呪しゆとなる』




　この言は初めに神とともにあった。すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、ひとつとしてこれによらないものはなかった。




『あなたは二度、世界の垣かき根ねを越えて、彼女と出会う。一度目は、陰世の平安京で、賀か茂も川がわのほとりで。彼女に召喚された式しき神がみとして』




　この言に命があった。そしてこの命は人の光であった。光はやみの中に輝かがやいている。




『そして二度目は、千年の時が流れた陽世で。横浜の、稲いな荷りの社で──』




　社の最さい奥おう部ぶ。

　神しん殿でんの扉とびらが、ゆっくりと、開いていった。

　人が、そこにいた。

　光と同じ時を生き、同じように朽くちていく定めの身体からだを持った少女が、そこにいた。

　光は、もう一度、あの言葉を、口にしていた。




「僕は晴明、きみとともに、生きたい」




　少女は、恥じらいながら、答えた。




「……ずっと光とともに、生きたかった。こんなふうに」




　三人は、この時、たしかに聞いた。

　あの、懐かしい声を──あの忘れがたき言葉を。










　──わたしの平安を、あなたがたに与あたえる。
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　　あとがき







　最終巻です。

　富士見さんで平安時代を舞台になにか書こうということになり、「源氏物語」にするかそれとも陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいの物語にするか迷った結果、両方一緒にやってしまおうという結論に。

　陰陽師の話は、「織田信奈の野望」の竹たけ中なか半はん兵べ衛えのくだりで少しだけ書いているのですが、なにぶん戦国時代の話ですからあまり深く描ききれず、晴明が存命中だった平安時代ならばもっと陰陽師について書けるのではないかと思ったのです。

　それだけだとなにか弱いということで「源氏物語」と同時並行で描くことに。

　その時点で、いろいろな意味で難易度をあげてしまいましたが、源氏物語と安倍晴明に共通するテーマとして、「言霊」と「物語」について書こうということになりました。

　陰陽道では、なによりも言霊が重視されます。

　古来より、言葉や歌には天地を動かす力がある、と信じられていました。

　ですから、言霊は怨霊を祓はらうこともできます。

　一方の源氏物語は、言葉によって紡がれた物語です。

　描かれた時代は陰陽師全盛期で、作者の紫むらさき式しき部ぶと安倍晴明の活動時期は被かぶっています。

　ですから、源氏物語には、呪じゆ術じゆつ的・陰陽道的な意味があるのではないか、という説が以前から語られてきました。

　いちばん心に来た説が、「権力を独占した藤ふじ原わら家が、臣籍降下されて凋ちよう落らくした源氏を祀まつっているのではないか」という説です。現実では源氏は藤原家にかしずかねばならない不幸を背負っていたのですが、この怨おん念ねんが積もればかつての菅すが原わら道のみち真ざねのような藤原家にたたる怨霊になりかねないので、源氏が栄光を極める物語をわざわざ藤原家の長である道みち長ながが紫式部に書かせたのだ、という説です。

　自ら虐しいたげ、あるいは討ち滅ぼしたかつての政敵が怨霊化してたたることを恐れ、様々な形で供養し浄化しようとするのは、古来からの日本人の習慣のようなものだったらしいことは、さまざまな神社に祀られている神々に関する神話をひもとけば明らかになります。意外にも「祟たたり神」が多いのです。本来は祟り神である怨霊を、善なる「御霊」に変換するために、多くの神社が建てられたらしいのです。

　ただ、シリーズ開始と東日本大震災が被ったこともあり、また春かす日が自身が執筆途中で体調を崩してしばらく仕事を休んだりしたため、なかなか続刊が出せず、５巻予定が４巻完結になってしまいましたが、少々詰め込み気味になりましたけれども４巻で書き残していたエピソードの骨子はだいたい描けたかなと思います。

　光ひかると紫むらさきの過去での因縁、道どう満まんが紫に寄せる感情、夕ゆう顔がおのエピソードなど、まだまだ書きたかったことも多いのですが、いずれ機会がありましたらなにかの形で補完できたらいいなと思います。

　また、源氏物語は、それじたいが源氏一門に対する鎮魂の書であるとともに、ついに未完に終わった悲運の作品という一面もあります。主人公・光ひかる源げん氏じが死ぬエピソード「雲隠」は本文が現存しませんし（章タイトルだけで、最初から本文などないという説が有力）、光源氏が退場したあとの第二部は鬱うつ展開のまま打ち切りエンドです。ほんとうに未完なのか、実は完結しているのではないか、第二部は後世の誰かが書き足したいわゆる二次創作なのではないか、など、源氏物語未完の謎についてさまざまな憶測が生まれたわけですが、大きくわけて、物語は語られ続けることに意義がある＝未完でよいという考え方と、やはり源氏物語は完結していて、「南総里見八犬伝」のように人生すべてを費やしてでも完結させたいという作者の思いは遂げられたという考え方の二通りがあるでしょう。

　どちらが正しくどちらが間違っているというわけでもありませんが、この小説の結末は、片一方のほうの考え方を採用しました。春日がファンタジーライトノベルを書くようになったきっかけはヤマグチノボルさんの「ゼロの使い魔」でした。初めて手にした時、自分もこんなわくわくする物語を書いてみたい、と興奮しました。しかしヤマグチさんは使い魔を完結させる前に世を去り、春日も病気で体調を崩し「織田信奈の野望」を完結させられるかどうか微妙です。幸運にも物語を書くことが生きることになってしまった人間にとっては、やはり、作者のエゴかもしれませんがどんなことをしてでも生き延びて作品を自分の手で完結させたい、と思うのは仕方がないことではないでしょうか。

　そんなわけで、「姫狐」はヤマグチさんへの鎮魂の物語として終わることにさせていただいたのです。
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